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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　とある騎士の最さい期ご









　それは、遠い遠い昔の物語──

　広漠とした平原に転がる幾万もの死体。墓標のように突き立つ無数の剣と槍やり、戦旗。

　そんな、いつか、どこかの戦場の真ん中に。

　互いに寄りかかるように重なり合う、騎士と王の姿があった。

「それでいい、アルスル……我が主君」

「……し、シド卿きょう……？」

　騎士の胸部を、王が握る剣が深く貫いている。

　だが、騎士は満足そうに、自分の命を奪った王を見つめ──王は泣きながら、自分が命を奪ってしまった騎士を見つめている。

「ふっ……俺のことは……気にするな」

　騎士は、端から血が伝う口で、に、と屈託なく笑った。

「俺はお前の騎士。お前は俺の王だ。ならば、これは当然のことだ。当然の結末だ」

　そして、その騎士は、落日に赤く焼け爛ただれた戦場の空を見上げて、言った。

「後悔はない。散々やらかしてきた俺の死に様としては……上出来さ」

　すると、騎士の身体からだから力が抜け、ぐらりと傾かしぐ。

　その身体を必死に抱き留め、王は泣き叫んだ。

「シド！　シド卿！　ああ、なんという……なんということだ……ッ！」

　騎士の身体から刻一刻と零こぼれ落ちていく命。

　まるでそれを繫つなぎ止めようとばかりに、王は必死に騎士を抱きしめる。

「僕を置いて逝ゆかないでくれ……ッ！　どうすればいい……？　君を失って……僕はこの先、一体、どうすればいいんだ……？」

　そんな迷子のように噎むせぶ王の頭を、騎士は震える手で撫なでた。

「大丈夫だ。俺の剣と魂はいつだって、お前と共にある。なぜなら……俺は……お前の騎士だからな」

「……ッ！」

「たとえ、死が、俺達の主従と友情を引き裂こうとも……俺は、未来永えい劫ごう……ずっと……お前の──……」

　騎士の言葉は、最後まで紡つむがれなかった。

　だらり……王の頭を撫でる騎士の手が、力を失って下がる。

「……シド卿……？」

　気付けば、王の腕の中で、騎士はすでに事切れていた。

　安らかな、そして、満足げな死に顔を残して──

「……ああ、シド卿……シド……、シド…………ッ！」

　その時、王の脳裏を走そう馬ま燈とうのように駆けるのは、かつて、その騎士と共に駆け抜けた、輝かんばかりの冒険の日々。もう決して戻らぬ過去の栄光と残ざん滓し。

　どうしてこうなってしまったのか。他に道はなかったのか。

　哀かなしくて。辛つらくて。苦しくて。そんな溢あふれる感情を吐き出すように……

「ぅ、ぁ、ぁああああああああああああああああああああああああ──ッ！」

　王の魂たま切ぎるような慟どう哭こくが、夕日に暮れなずむ戦場に、どこまでも残響するのであった──




　今から時代を遡ること、約一千年前。

　数多あまたの王侯や騎士──名高き英雄達が群雄割拠していた、輝かしき伝説時代。

　そんな古き良き時代に、シドという名の騎士がいたという。

　正しき聖王アルスル麾き下かの騎士であり、当代並ぶ者なき無双の武勇をもちて、無数の武勲を上げたという、伝説時代最強の騎士と讃たたえられた男。

　だが、その本性は残虐非道にして冷酷無比。騎士道の欠片かけらもない男とされ、世に伝わる叙事詩や物語では、必ずと言って良いほど、悪役として謳うたわれる騎士。

　悪戯いたずらに民を苦しめ、勝手気ままに戦場を駆け、望むままに殺し続けた、野蛮な騎士。悪辣なる外道。

　人呼んで──《野蛮人》シド卿。

　だが、そんな傲慢極まりない、邪悪な騎士の最期は──

　己おのが主君、聖王アルスルの手による、正義の名の下の誅ちゅう殺さつだったという。




　──そして、時は流れる。時代は巡る。

　古き良き伝説時代は、終わりを告げて。

　時の流れのままに英雄達は消えていき、その華々しい冒険譚たんは色いろ褪あせていって。

　やがて、彼らは物語の中だけの存在と化していって。




　そして──











第一章　野蛮人の転生









　──妖精暦一四四六年。

　アルフィード大陸中央に存在する、キャルバニア王国。

　聖王アルスルを始祖とする王家が統治するその王国の首都、王都キャルバニア。

　その北東、シャルトスの森の奥深くには、とある騎士の墓標が立っている。

　そして今こ宵よい、この森から、新たな伝説の幕が上がる──




「……はっ！　……はっ！　……はっ！」

　その日は、激しい嵐の夜だった。

　凄すさまじい風雨が渦を巻いて吹き荒すさび、深海の底のような夜空を稲光が切り裂く。

　暴風と驟しゅう雨うに嬲なぶられ軋きしむ木々の間を、一頭の馬が駆けていく。

　その馬の背に、一人の〝少年〟が跨またがって手綱を取っていた。

　綿毛のように柔らかな金髪のショートヘア、澄んだ青玉色の瞳が特徴的な〝少年〟だ。

　歳としの頃は十五、六ほどか。きめ細かい白磁の肌、やや小柄で華きゃ奢しゃな身体、精緻に整った相貌は中性的……というより、どこか女性的である。

　だが、女々しさ、頼りなさは微み塵じんも感じさせない。凜りんとした覇気と、相対する者を思わず跪ひざまずかせるような気品が、その〝少年〟からは隠しきれないほど滲にじみ出ている。

　煌きらびやかなサーコートの上に外套マントを羽織っており、腰には一振りの細剣レイピア。

　その姿は、キャルバニア王立妖精騎士学校の生徒──従騎士スクワイアの正装であった。

「僕は……死ぬわけには……いかない……ッ！」

〝少年〟は馬にひたすら鞭むちを入れ、必死に森の中を駆ける。

「彼を……早く、彼を喚よばないと……ッ！」

　焦燥の火に炙あぶられる心が思い浮かべるのは、彼──とある騎士の伝説だ。

　人呼んで、《野蛮人》シド卿。

　世に語り継がれる彼の姿は、残虐非道、冷酷無比。騎士道の風上にも置けぬ騎士。

　だが、〝少年〟が幼い頃から父より語り聞かされた、彼の本当の姿は──

「…………」

　今は、遥はるか遠き昔──約一千年前の伝説時代。

　混こん沌とんの戦乱によって麻のように乱れていた大陸を平定し、魔王の侵略を防ぎ、世界を救ったとされる伝説時代最大の英雄王──聖王アルスル。

　その聖王アルスルを始祖とする、キャルバニア王家には、アルスルが直々に後世へ残したとされる、とある口伝が言い伝わっている──




〝我が子らよ。光の妖精神エクレールの加護を受けし者達よ。傾聴せよ〟

〝何い時つの日か、大いなる災いが、汝なんじらと汝らの国へ降り掛かるだろう〟

〝だが、それを恐るるなかれ。汝らには、汝らを守る騎士がいる〟

〝彼かの者は、聖なるシャルトスの森の奥深くにて、静せい謐ひつに眠る〟

〝汝らに災い降り掛かりし時、進退窮きわまりし時〟

〝彼の者の墓標に己が血を捧ささげ、その名を呼ぶべし〟

〝我が忠実なる騎士にて臣下。我が最愛なる友の、真の名を呼ぶべし〟

〝彼の者は古き盟約に於おいて目覚め、必ずや汝に応じるであろう──〟




　──ふと、〝少年〟は我に返り、手綱を引いて馬を止める。

　前まえ肢あしを高らかに上げて嘶いななく馬を宥なだめつつ、〝少年〟はひらりと下馬する。

　そこは鬱うっ蒼そうと木々の茂る森林の中に、ぽっかりと開けた空間であった。少し小高い丘となっており、丘の天辺てっぺんには、長方形の何かが立っている。

　その時、ちょうど夜空に稲光が迸ほとばしった。

　大気を震わせる轟ごう音おんと共に、一瞬、世界が白一色に染め上げられる。

　だが、その白い極光は、丘の天辺に立つ何かに遮られ、その黒い影が無限に伸びて、〝少年〟に深い影を落とした。

「……あった……本当に……」

〝少年〟は半ば呆ぼう然ぜんとしながら、その何かを目指して丘を登っていく。

　それは、墓だ。

　悠久の時を超え、今にも朽ち果てそうな墓が、丘の上にぽつんと寂しく立っている。

　だが、辛かろうじて墓石に刻まれた、その名は読めた。

　シド゠ブリーツェ。

　古き歴史の中、良くも悪くも燦さん然ぜんと輝いた、その伝説の騎士の名だけは──

「始祖アルスルより伝わる王家の口伝……転生復活の魔法……」

〝少年〟は腰の細剣レイピアを抜き、その刀身を左手で摑つかんで引く。

　左手が浅く切れ、血が滲み出してくる。

　その己の血に塗まみれた手で墓石に触れながら、〝少年〟は懇願するように言った。

「すみません……安らかに眠るあなたを起こすべきでないのはわかっています。それでも……今の僕は、あなたに縋すがるより他にないんです」

　手から滲む血は雨に流されつつも、墓石の表面に染しみ込むように伝わっていく。

「虫の良い話だとは思います……でも、今は、あなたの力を貸してください！」

〝少年〟は墓石の前に跪き、頭こうべを垂れて祈りを捧げる。

「この斜陽の国を救うために！　どうか、僕の呼び声に応えてください……ッ！」

　そして──

「始祖アルスルの系譜、アルヴィン゠ノル゠キャルバニアが、ここに希こいねがう！」

〝少年〟──アルヴィンは、その名を唱えた。

　今は、とうに失われし、彼の者を示す真なる二つ名を。

「《閃光の騎士》サー・シド・ザ・シド卿ブリーツェ！　今こそ長き眠りから目覚め、古き盟約を果たして！」

　叫ぶと同時に──

　夜天を塗り潰す闇を、世界の終しゅう焉えんを告げるような雷鳴が、再び切り裂いた。

　幾条にも分ぶん枝しし、空をバラバラに分断する壮絶なる天雷の咆ほう哮こう。

　白く眩まばゆい光が目を灼やき、世界を真っ白に灼いていく──

　…………。

　……やがて、その光が収まって。

　世界に再び闇の帳とばりが訪れた……その時。

「…………」

　祈りを捧げるアルヴィンの前には、何ら変わらぬ墓標のみがあった。

　何も起きない。呼びかけに応じる者は誰もいない。

　静寂。ただ豪雨が発する水の爆音のみが支配する、騒然たる静寂。

　そんな残酷な現実を認識すると。

「……ふ、ふふ……だよね……あは、あはは……」

　アルヴィンは、祈りの手を解ほどき、がくりと脱力した。

「しょせん、口伝は口伝……死者が蘇よみがえるなんて、そんな魔法あるわけないのに……」

　どん……アルヴィンが、墓石に額をつけ、力なく墓石を叩たたくと。

　その時、後方で馬の蹄ひづめが迫る音と、重たい何かが倒れる音が響いた。

「ッ!?」

　思わず立ち上がり、アルヴィンは振り返って身構える。

　すると、見下ろす丘の麓には、アルヴィンの馬が哀れ斬り倒されていて。

「よう、アルヴィン王子サマ！　さっきぶりだなぁ!?　元気カナー？」

　そして、黒鎧よろいに身を包み、闇の幽馬に乗った一人の騎士が、そこに居た。

　その騎士は剣を肩に担かつぎ、いかにも柄の悪い面つらを愉たのしげに歪ゆがめて立っている。

「そろそろ、鬼ゴッコはしまいにしようぜぇ？　王子サマよぉ？」

「暗黒騎士……ッ！」

「そうさ、オープス暗黒教団のジーザ様さ。恨みはないが、アンタを殺す者だ！」

　男──ジーザは闇の幽馬からひらりと降りながら、おどけたように言った。

　オープス暗黒教団とは、闇の妖精神オープスを奉ずる禁忌の邪教である。

　暗黒騎士団と呼ばれる強力な戦力を有しており、殺人、誘拐、奴隷売買、麻薬取引……国内で起きる、あらゆる犯罪を裏で糸を引いていると言われる地下組織であった。

　この日、アルヴィンは少数の供を連れ、公務で王都周辺地域の視察巡幸に出ていた。

　その時、突然、襲撃してきたのがこの男──暗黒騎士ジーザだ。

　ジーザのその圧倒的な武力の前に、供の者はあっという間に全滅。

　アルヴィンは、命からがら逃げ出すしかなく……そして、逃走の果てに今に至る。

「さぁて、鬼ゴッコはしまいだ。そろそろ覚悟を決めな？　アルヴィン王子」

　軽口だが、ジーザは、身の凍るような圧と殺気を、アルヴィンへと叩き付けている。

「依頼人はアンタの命を所望している。悪わりぃが、見逃さねえ。まぁ、この時代に王家の男子として、生まれちまった自分の不運か神様を呪いな──」

　そう宣言した、次の瞬間。

　ジーザは獲物を追う肉食獣のような速度で丘を駆け上り、アルヴィンへと迫ってくる。

　そして、その勢いのまま、下から斬り上げた。

　逃げる暇もなく、アルヴィンは咄とっ嗟さに細剣レイピアを下段アルベアに構えて──ジーザと激突。

　激しく嚙かみ合う刃やいばと刃。彼我の技量差を考えれば、防御が間に合ったのは奇跡に近い。

「──きゃあっ!?」

　そして、アルヴィンの身体からだはその激突の衝撃で浮き、吹き飛ばされる。その華奢な身体が丘の反対側の斜面に何度も叩き付けられ、滑落していく。

「ん？」

　そんなアルヴィンを見下ろしながら、ジーザが何かに気付いたように首を傾かしげた。

「お前……今、なんか、女みてえな声出したな……？」

「……くっ!?」

　アルヴィンはすぐに細剣レイピアを杖つえ代わりに立ち上がり、不屈の目でジーザを見上げる。

　だが、ジーザはそんなアルヴィンを、まじまじと舐なめ回すように見下ろす。

　雨で濡ぬれ鼠ねずみとなったアルヴィンの肢体に、ぴったりと張り付いた衣装、外套マント。ぼんやりと判明するその身体のラインは、男性にしては、やや──？

「…………」

　しばらくの間、ジーザはアルヴィンの身体をジロジロと不ぶ躾しつけに見つめていた。

　だが、やがて何かを確信したのか、ジーザは野卑な笑みを浮かべて言った。

「あー、ひょっとして、王子サマ？　お前、まさか、そういうことか？」

「な、何の……ことだ……ッ!?」

　いかにも何を言っているかわからないという風に、吠ほえるアルヴィン。

　だが、今の一瞬、アルヴィンの表情に微かすかな動揺が走ったのを、ジーザは見逃さない。

「ひゃははははっ！　驚いたぜ!?　こりゃあ前ぜん代だい未み聞もんだなぁ、王子サマ!?　ま、俺には関係ねーが？　お前をブッコロすんのは確定だしなぁ!?」

「……ッ!?」

「だが──お前をブッコロする前によぉ？　色々と愉しめそうだなぁ、おい？」

　その瞬間、アルヴィンを見るジーザの目が、表情が──変わった。

　残酷な暗殺者の目から、極上の獲物を狙う狩人かりゅうどの目に。

　自分を見て舌なめずりしてくるジーザの目と姿に、アルヴィンは本能的な恐怖と生理的な嫌けん悪お感を抑えきれない。

「クッソつまんねぇ任務かと思ったが、思わぬ役得があったぜ！　ひゃははははっ！」

「……く、ぅ……ッ!?」

　これまで気丈だったアルヴィンの身体が、どうしようもなく震える。

　自分の目と鼻の先に、死よりも辛つらく、残酷で屈辱的な最さい期ごが待っている──そんな確信と絶望感に、アルヴィンは視界が真っ暗に落ちていく錯覚を覚える。

　だが、それでも……諦めるわけにはいかない。

「ぼ、僕は……」

　震える手で細剣レイピアを構える。恐怖を、必死にかみ殺す。

　それが、より深い絶望と残酷な最期をもたらすことになろうとも。

　自分は──戦わなければならない。

　誓ったのだから。この国を守ると。変えると。

　今は亡なき父王に──

「……ぅ、う、ぁああああああああああああああああああ──ッ！」

　自分の弱き心を叱しっ咤たするように、鼓舞するように吠えて。

　アルヴィンは、丘の上の男へ向かって、剣を構えて駆け出すのであった──




　────。




　──何も、なかった。

　今の今まで、その男には、何もなかった。

　何かを感じる心や身体もなければ、何かを思考する意識もない。

　無。闇。零。空。白。虚。

　そういった概念となって、その男は、虚無の中を永遠に彷徨さまよい漂う〝何か〟であった。

　だが、不意に誰かに名前を呼ばれたことによって、そんな虚無の男に変化が生じる。

　──シド──

　その懐なつかしい名を呼ばれたことにより、虚無の概念だった男に輪郭が生まれる。

〝我〟が形作られる。

　気付けば──

「……ん？　ここは？」

　その男──シドは、奇妙な空間に立っていた。

　そこには、色も音もない。白と黒のモノクロームで構成された静寂の世界。

　真っ暗な空。降りしきる豪雨。辺りには平原が広漠と広がり、連なる丘陵が地平線を緩やかに隆起させる。地には無数の騎士達の死体が折り重なり、地平線の果てまで続いている。辺り一面に突き立つ剣や槍やり、戦旗達は、まるで彼らの墓標のよう。

　時折、空の裂け目から嘶いななき漏れる雷光が、そんな墓標を闇より照らし上げる。

「……戦場跡……？」

　随分と、寂しい世界だと思った。

　生きとし生けるもののない、死んだ世界。時がその歩みを止めた、停滞の世界。

　だが、こここそが自身の世界なんだと、シドは不思議と確信できる──そんな世界。

　そんな破滅した風景の中に、ただ一人、例外があった。

「…………」

　白黒の世界の中、色を保った一人の青年が、シドの前に背を向けて佇たたずんでいる。

　綿毛のように柔らかな金髪、豪ごう奢しゃなマントを纏まとった威風堂々たる背を持つ青年だ。

　シドが呆あっ気けに取られて、その背中を見つめていると──

「……シド卿きょう。……目を覚ましたんだね」

　不意に、青年がシドに背を向けたまま話しかけてくる。

　途端、男の胸中にこみ上げてくる不思議な感情。郷愁の念にも似た想おもい。

「その声は……お前、アルスルか？」

　そんなシドの問いかけに、その青年は、くるりと振り返った。

　憂うような表情を浮かべた青年の美しい顔立ちが、男の前に露あらわになる。

「久しぶりだね、シド……」

「ああ、アルスル。会えて嬉うれしいぜ」

　もう随分と長い間、離れ離れだった友を前に、懐かしさで笑みを零こぼすシド。

　だが、同時に戸惑うように、青年──アルスルへと問いかける。

「しかし、俺は……お前に討たれて確かに死んだはず。……なのに、なぜ俺はこんなところに居るんだ？」

　すると、アルスルはシドの問いに答えず、沈痛そうに表情を歪めて続ける。

「……ごめん、時間がないんだ。手短に話そう。シド卿、これから君に、現世に生き返ってもらい、二度目の生を生きて欲しい」

「ん？　なんだって？　二度目の生？」

「現世では、君が死んでからすでに一千年の時が流れている。そこで、その時代を生きる僕の子孫に、騎士として仕えて欲しい。……守ってあげて欲しい」

「……ふうん？　俺に、お前以外の王を、主君に仰げというのか？」

　すると、シドは目を閉じ、しばらく何かに思いを馳はせる。

　やがて、目を開き、少し寂しそうに目を伏せ、首を振った。

「や。すまんな、アルスル。……いくらお前の頼みでも、それはできん」

　そして、周囲の寂しい世界を遠い目で見回しながら言う。

「俺は二度目の生に興味なんてない。俺は、俺の人生を精一杯生きた。最期はあんなことになったが、それでも、俺は俺の騎士道を全うできた。悔いはない」

「……シド」

「それにさ……お前がいない世界で、俺にどうしろっていうんだ？」

　と、シドは肩を竦すくめて戯おどけたように言った。

「知ってるだろ？　俺は生まれついての悪鬼だ。そんな俺に、剣を振るう意味をくれたのは、お前だ。お前がいたから、俺は騎士でいられた。お前がいてくれたから……」

　そして、シドはアルスルを真っ直すぐ見る。

「とにかく、俺はお前だけの騎士だったんだ。俺はもう、お前以外の主君に剣を捧ささげるつもりはない。……悪いが、このまま静かに眠らせてくれ」

　そう言って、シドが目を閉じようとする。

　が。

「だけど、それでも頼む、シド卿……僕は、君に縋すがるしかないんだ」

　そんなシドへ、アルスルが懇願するように言った。

「もし、君がこの愚かな僕を、まだ主君として認めてくれるなら、どうか、今一度の生を生きて欲しい。僕の子孫……今、君を喚よんでいる子を助けてあげて欲しい」

「…………」

「本当は、僕も君をこのまま安らかに眠らせてあげたかった。それでも……あの子だけは守り抜かなければならないんだ……この世界のためにも」

「…………」

「忠誠を誓えとまでは言わない。ただ、守ってあげて欲しい。あの子はこの世界の希望なんだ。だから──……」

　そんな今にも泣きそうなアルスルを、シドはしばらく見つめて。

　やがて、ふと口元を歪ゆがめ、薄く笑った。

「……おいおい、俺の主君ともあろう者が、そんな情けない顔すんな」

「シド……？」

「ははは。あい、わかったよ、親友。お前がそこまで言うなら、是も非もない」

　シドはにやりと悪戯いたずら坊ぼう主ずのように笑って、かつての主君を流し見る。

「お前が、俺にそれを望むなら──俺は己の全てをかけて、それを全うするだけさ。なぜなら、俺は、お前の騎士だからな」

「あ、ありがとう、シド……」

「だがな、アルスル」

　喜色を満面に浮かべるアルスルへ、シドは飄ひょう々ひょうと言った。

「悪いが、見極めさせてもらうぜ？　お前の子孫とやらが、本当に俺が騎士として剣を奉ずるに相応ふさわしい王か否いなかをな──」




　────。




　その時。

　丘の上に立つ墓標に、一ひと際きわ強烈な稲妻が夜闇を真っ二つに切り裂いて落ちた。

　落雷の直撃を受け、轟ごう音おんと共に木こっ端ぱ微み塵じんとなる墓標。焼け焦げる大地。

　世界が真っ白に白熱して──

　やがて、その光が収まった時──そこには、稲妻の残滓を纏う人影があった。

　歳としの頃は二十歳前後だろうか。黒髪黒瞳。瘦やせ肉じしながら骨太の体たい軀く。簡素ながら古めかしい騎士装束を纏った男の人影が──

「さて──今こん生じょうの俺の剣の預け先は、どこかな？」

　そんなことを力強く呟つぶやいて、男──シドは目を開く。

　そして、バサリと外套マントを翻ひるがえして、立ち上がるのであった。




「……えっ!?」

　突如、落雷と共に丘の上に現れた男の姿に、アルヴィンは忘我した。

　今のアルヴィンは全身を酷ひどく痛めつけられ、ジーザに胸ぐらを摑つかまれ、ぐったり力なく宙づりにされている状態だったが……この瞬間、何もかも全て頭から吹き飛んでいた。

「な、なんだ……？」

　いよいよアルヴィンを……と舌なめずりしていたジーザも、突如現れた男に意識と視線を完全に奪われてしまっている。

「…………」

　当の男は、丘の上で何かを確かめるように手を握ったり開いたりしている。

　だが、やがて男は周囲を見渡し始め、アルヴィンとジーザの存在に気付く。

「誰だ、てめぇ!?　ど、どっから湧いて出て来やがった……ッ!?」

　そんな風に吠ほえるジーザを無視し、男はアルヴィンと目を合わせた。

　そして、男が何か気付いたように目を細めた──次の瞬間。

　ふっ！　不意に男の姿が消えた。

「え──」

　刹那、アルヴィンの身体からだが、がくんと引っ張られる。一瞬、アルヴィンの身体が無重力に捕まり、視界が激流のように流れる。

　気付けば。

「……大丈夫か？」

「あ……」

　アルヴィンは、男に横抱きに抱えられていた。

「な、何だ、今の動きは……ッ!?　は、速はえぇ……ッ!?」

　そんなことを叫ぶジーザは、十数メトル先にいる。

　男は、アルヴィンを抱えながらも、一分の油断も隙もなく、ジーザを睨にらみ据えていた。

　そして──

「あ、熱っ!?」

　アルヴィンは不意に、右手の甲に灼しゃく熱ねつの感触を覚える。

　見れば、剣を象かたどった紋章が、その右手の甲に熱を持って浮かび上がってきたのだ。

「俺を喚んだのは、お前だな？」

　すると、男が己の右手の甲を見せながら、アルヴィンへ言った。

　男の右手にも、アルヴィンと同じ剣の紋章が浮かび上がって来ている。

　アルヴィンはその紋章を通して、霊的な経絡パスのようなものが男と繫つながるのを感じた。

「あ、あの……ッ!?　あなたは……ッ!?」

　男に抱き抱えられたままのアルヴィンが、あたふたと問いかける。

「ふっ、少年。人に名を問う時は、まず、自分から名乗るもんさ。違うか？」

「うっ……は、はいっ、すみませんっ！」

　恐縮そうに身を縮こまらせながら、アルヴィンが名乗る。

「僕は、アルヴィン……始祖アルスルの系譜、アルヴィン゠ノル゠キャルバニア……」

「アルヴィンか。……なるほど、なかなか良い名だ」

　すると、にやりと笑って、シドも名乗りを上げる。

「俺の名は、シド。シド゠ブリーツェ。偉大なる聖王アルスル第一の騎士」

「あ、あなたが、シド……あの伝説のシド卿……？　ほ、本当に……？」

　アルヴィンの誰すい何かに、シドはアルヴィンへ穏やかな笑みを向けてくる。

「ああ、そうだ。お前の喚び声に応え、推参した。……あいつは、お前の敵だな？」

　そして、十数メトル先で呆あっ気けに取られているジーザを、シドはちらりと流し見る。

「……う、うん！　敵……ですけど……」

「なら、下がってろ。早速、カタしてやろう」

　そう言って、シドはアルヴィンを下ろす。

　激しい負傷で足に力が入らないアルヴィンは、ぺたんとその場に腰を落とす。

　そして、シドはそんなアルヴィンを背に庇かばうように、前へ出た。

「俺がお前を守ってやる」

「あ、ありがとうございます……でも、その、あの……ッ！」

　シドの背へ、アルヴィンはどこか不安げに叫んだ。

「気を付けてください！　敵は暗黒騎士……とてつもなく強いんです……ッ！」

　だが、そんなアルヴィンを安心させるように、シドは力強く返した。

「ふっ、安心しろ。俺も結構強い」

　そして、アルヴィンを背に庇ったまま、ジーザと真っ直ぐ対たい峙じするのであった。

「ちっ……」

　対するジーザが、警戒も露わに舌打ちした。最も早はや、軽薄な雰囲気は微み塵じんもない。冷酷に敵を殺害する戦士の目だ。

　だが、そんな視線を一身に受けて、シドは微塵も揺らがない、臆さない。

「てめぇ……一体、どっから湧いて出てきやがったんだ？」

　ジーザの言葉に、シドは沈黙をもって応じる。

「しっかし、それにしたって随分吹くなぁ？　あぁ？　シドだぁ？　そいつは、一千年前の伝説時代に活躍した騎士の名じゃねーか？」

「…………」

「無双の双剣を振るって、《三大騎士》も凌りょう駕がしたっつー、最強の騎士──残虐非道にて冷酷無比、《野蛮人》シドを名乗るたぁ、さすがに自惚うぬぼれが過ぎるぜ!?」

　そんなジーザの言葉に。

「はははっ！」

　シドがさも楽しそうに笑った。

「残虐非道で冷酷無比？　今、俺、そんなん言われてるのか？　こりゃ傑作だ！　歴史に名を残すは騎士の誉れだが、悪名というのもなかなか愉快な気分だ！」

「ハ！　いつまでも、吹いていろ──ッ！　喰らいてイエーツ・斬り裂けスラーツ！」

　その瞬間、飄々としたシドに焦じれたジーザが動いた。

　古妖精語で何事かを叫びながら剣を振りかざし、疾風のようにシドへと斬りかかる。

　上段フォムタークからの鋭い左斜め斬り落としだ。

　シドが余裕で反応し、体を捌さばいてそれを避よけるが──

「──ッ！」

　ぱっ！　と上がる血ち飛沫しぶき。

　斬撃は完璧に外したはずなのに、シドの胸部が斜めに刻まれていた。

「シド卿きょう!?」

「はっはーっ！　ざまぁねえなぁ──ッ!?」

　アルヴィンの悲痛な悲鳴と、ジーザの嘲笑が上がる。

　そして──

「ひゃはははははははははははははは──ッ!?　行くぜ、おい!?」

　ジーザの猛攻が、始まった。

　斬り上げ、薙なぎ払い、巻き打つ──嵐のようにシドを攻めたてる。

　稲妻が閃ひらめくような斬撃の切っ先を、しかし、シドは寸先の見切りで的確に回避する。

　だが──

　ぱっ！　ぱぱっ！

　なぜか、シドの身体は刻まれ、次々と血けっ華かが上がっていく。

「どうしたどうしたぁ!?　ひゃははははははは──ッ!?」

「──ッ!?」

　旋風のようにジーザの剣が唸うなること、十数すう閃せん。

　剣舞の円の途切れに、シドが跳び下がってジーザから間合いを取り、アルヴィンの真横まで戻って来る。

「し、シド卿……ッ！」

「…………」

　不安げなアルヴィンの目には、全身を斬り刻まれ、あっという間に無む惨ざんな姿と化したシドの姿が映っていた。

　そんなシドへ、ジーザは勝ち誇ったように言った。

「ハ！　弱すぎんな、おまえ。そんなんで伝説のシド名乗ったってのかぁ？」

　そんな嘲弄に応じず、シドは言った。

「……なるほど。お前のその剣……妖精剣か？」

「ご名答ぉ……」

　シドの指摘に、ジーザがニタリと笑って応じた。

　そして禍まが々まがしく波打つ刀身を持つ剣を見せつける。その刀身からは、真っ黒な闇が滲にじみ出ており、まるで水滴のように滴したたり落ちていた。

「黒の妖精剣《粗暴》。そして、黒の妖精魔法【影えい刃じん】──影から生み出した刃を超高速で飛ばし、間合いの外を斬ったってわけさぁ。俺がその気になりゃあ……」

　ぶんっ！　とジーザが無造作に剣を振るう。

　すると、ばしゃっ！　地面を黒い線が延々と走ってシドの傍かたわらを過よぎり、その遥はるか後方まで一直線に斬痕を刻んだ。

「この間合いから、てめぇの首を刎はね飛ばすのもわけねえってこった」

　ジーザの言葉を聞いたアルヴィンは愕がく然ぜんとした。

（くっ、この夜闇の中じゃ、影の刃なんてほぼ不可視……なんていう妖精魔法ッ!?）

　この世界の騎士は、皆、妖精剣と呼ばれる特殊な武具を持っている。

　それは、この世界の万物に宿るという妖精達が化身した剣。使い手の身体能力や自己治癒能力を増幅し、その妖精がそれぞれ司つかさどる〝概念〟を操る力を持つ。

　そして、その力こそが妖精魔法。騎士は己の妖精剣を介して、妖精魔法を行使することができる。騎士が並の戦士とは一線を画す戦闘能力を持つ大きな所以ゆえんだ。

（あの男が振るう妖精魔法の威力から察するに、あの剣の剣格は相当に高いはず……）

　アルヴィンはジーザの剣を見据えながら物思う。

（妖精剣には、妖精剣でしか対抗できない……でも、シド卿は伝説時代、最強と謳うたわれた騎士……その剣だって、とても強力なもののはず……ッ！）

　伝説時代最強と謳われた騎士の振るう剣だ。

　さぞかし高い剣格を誇る、恐るべき最強の妖精剣に違いない。

　そして、それさえあれば、ジーザに対抗できる──アルヴィンはそう思った。

「シド卿！　かつて、あなたが振るった妖精剣を！」

　アルヴィンは、シドの背中を縋すがるように見つめながら、必死に叫んだ。

「騎士と妖精剣は一心同体です！　その名を呼べば、剣は空間を超えて、あなたの前に姿を現すはず！　さぁ、早くあなたの剣を喚よんでください！　そうすれば──」

　だが、シドはすっとぼけたように返した。

「妖精剣？　俺にそんなもん、必要ない」

「……は？」

　思わず絶句するアルヴィンの前で、シドは切り刻まれた外套マントを、悠々と脱ぎ捨てる。

　そして、シドはアルヴィンの腰へ手を伸ばす。そこに吊つってあった、アルヴィンの予備短剣を引き抜き、片手でくるくる弄び始める。

「今はこいつで充分さ」

「な……ッ!?」

　そんなシドの奇行に、アルヴィンが必死にシドへ取り縋って吠ほえる。

「ちょっ……それは何の力もない、ただの短剣ですよ!?」

「知ってる。だから、コレがいい」

「じょ、冗談はやめてください！　早く妖精剣を！　じゃないと殺されますよ!?」

　だが、シドは本気でその小さな短剣で戦うつもりらしい。一向に、妖精剣を喚ぶこともなく、短剣をだらりと手に提げ、悠然とジーザを見据えるだけだ。

「ま、まさか……本気……ですか……？」

　当然、アルヴィンは開いた口が塞がらず……

「ぎゃははははははははははははははは──ッ!?」

　戦場に、ジーザの高笑いが響き渡った。

「お前、それ何の真ま似ねだよ!?　妖精剣に、ただの短剣で立ち向かうようなアホが、あの伝説に名高き〝シド〟を名乗ったってのか!?　ぎゃははははははは──ッ！」

「…………」

　そんな嘲笑を、シドは黙って受け入れるしかない。

「……あ、あああ……ッ!?」

　そして、アルヴィンは、今、激しい後悔に襲われていた。

（甘かった……のぼせてた……ッ！　伝説のシド卿さえ喚べれば、なんとかなる……そう思い込んでいた……ッ！　そう思いたかったんだ……ッ！）

　伝説時代最強と謳われた騎士、シド卿。

　だが、その実体は、騎士同士の戦いの常識すらない、三流騎士だったのである。

（信じられない……妖精剣に、ただの短剣で立ち向かうなんて！　こんな頭おかしい人がシド卿……？　しょせん伝説は、伝説に過ぎなかったの……ッ!?）

　王家に伝わるシド卿の伝説──子供の頃からの憧れで、判断を誤ってしまった。

　やはり、過去の人間に縋るべきではなかった。静かに眠らせておくべきだった。

　アルヴィンがひたすら後悔していると──

　ぽん。アルヴィンの頭に、優しく置かれる手。

　くしゃくしゃ。アルヴィンの髪を、優しく撫なでる感触。

「……シド卿……？」

　見上げれば、シドが不敵な笑みを浮かべて、アルヴィンの頭を撫でていたのだ。

　そして、こう言った。

「〝騎士は真実のみを語る〟。……言ったろう？　守ってやるってな」

「……え？　あ……」

　呆あっ気けに取られるアルヴィンを尻目に、シドが再び前へ出る。

　不思議だった。シドは妖精剣持ちの騎士を、ただの短剣で相手取るという無謀極まりないことをしようとしているのに。

　自分を守るその背中を……アルヴィンはとてつもなく大きく感じるのであった。

「しかしまぁ、悪かった。俺としたことが、お前を不安にさせてしまったらしい」

「えっ？」

「どうも、今の俺の肉体……万全から程遠いらしくてな。転生復活の影響かね？　筋力も弱いし、身体からだを巡るマナもえらく貧弱だ。おかげでイメージの俺の動きと、現実の俺の動きが、いまいち嚙かみ合わなくてな」

　そして、目を瞬しばたたかせるアルヴィンの前で、シドはこう宣言した。

「だが、問題ない。……もう慣れた」

「慣れた……？　一体、何を言って……ッ!?」

　アルヴィンの問いに答えず、シドがジーザへ向かって短剣を構える。

　すると、さすがのジーザも、謎の余裕を見せつけるシドに苛いら立だったのだろう。

「ちっ……さすがにそろそろ笑えねえ。……ったく、勘違いの雑ざ魚こが、一端の騎士気取りでのぼせやがって……」

　そう吐き捨てたジーザの存在感と圧力が、次の瞬間、さらに膨ふくれ上がった。

　壮絶な殺気がその全身から吹き荒れ、シドとアルヴィンに叩たたき付けられる。

（噓うそ!?　あの男、今までですら、本気じゃなかったの!?）

　びりびりと震える肌が示すその恐るべき事実に、アルヴィンが真っ青になって──

「地獄を教えてやらぁあああああああああああ──ッ！」

　刹那、ジーザが剣を振るい、影の刃を放つ。

　この闇の中ではほぼ不可視のそれが、シドの首を目掛けて高速で飛ぶ。

「……ぁ」

　次の瞬間、空を舞い地に転がるのは、シドの首。

　アルヴィンは、そんな最悪の未来を確信していたが……目の前に展開されたのは、あまりにも予想外過ぎる光景であった。

「ぎゃあああああああああああああああ──ッ!?」

　吹き飛ばされ、ごろんごろんと縦回転で無様に転がっていく、ジーザの姿。

「……え？」

　思わず、呆ほうけたような呟つぶやきを上げてしまうアルヴィン。

　そして──

「…………」

　そこにあったのは、いつの間にかジーザの間合いの内側へと入り、短剣を振り抜き、ぴたりと残心しているシドの姿。

　その威風堂々たる様は、まるで荘そう厳ごんな騎士絵画の一シーンのように美しかった。

「ガハーッ！　げほ、ごほっ！　て、てめぇ……今、何をしたぁ……ッ!?」

　血ち反へ吐どを吐きながら、ジーザがふらふらと立ち上がる。

「短剣コイツの腹で、お前をブッ叩いただけなんだが？」

　なんでそんなことを聞くんだ？　とばかりにシドがぼやく。

「バカな……ッ！　お前、いつの間に俺の間合いの内側に入った!?　俺の剣は完全にお前の間合いの外側から攻撃したのに……ッ!?」

「や。あんなに何の捻ひねりもなく飛ばされたら、目を瞑つぶっててもかわせるし」

「……は……？」

「お前……どうせ、まだ剣握りたての従騎士スクワイアかなんかだろ？　妖精剣を手にして、イキってるようだが、生兵法は怪け我がの元だぜ？　死ぬ前にさっさと降参しな」

　そのシドの言葉は、挑発や侮蔑の色がまったくない、ただの忠告だったが……

「や、野郎ぉ……ッ!?　誰が従騎士スクワイアだ、ふざけやがってぇ……ッ!?」

　それは、ジーザの自尊心を深く傷つけるには充分であった。

「くたばれぇやぁあああああああああああああああ──っ！」

　ジーザが地を蹴って、シドへ突進する。

　シドの頭を唐竹割りしてやろうと、上段フォムタークから猛然と剣を振り下ろして──

「ふ──ッ！」

　だが、シドはひょいと間合いを盗み、ひょいと短剣でジーザの剣をそらし、そのままジーザの顔を、短剣の腹で鋭く打ち据える。

「ぎゃ!?」

　ずしん。短剣から伝わる凄すさまじく重い衝撃に、ジーザが悲鳴を上げて仰のけ反る。

　信じられない威力だ。あんな軽く小さな短剣で、どうやってあの威力を？

「──さぁて、行くぜ？」

　そして──今度はシドから動いた。

　そこからの展開は、まるで先ほどまでの光景の焼き直しだ。

　シドとジーザ、二人の配役を入れ替えただけの、一方的な、戦いとも呼べぬ戦いだ。

　ジーザの周囲を残像するように高速移動しながら、シドが短剣を振るう。

　その悉ことごとくが、ジーザの防御をかわして、びしりとジーザの身体を鋭く打ち据える。

　頭部、右腕、左足、胴、右肩、左腕、右脛すね、背中、腰──

　まるで稽古用木人形のように、シドの技が入る、入る、入る、入る、入る──

　入る都度、ジーザの身体があちこち不自然に跳ね、滑稽に躍り狂う。

「ぐああああああッ!?　痛いでぇッ!?　ぎゃあああああああ──ッ!?」

　ジーザも必死に反撃の影の刃を飛ばすが、嵐のように動くシドには擦かすりもしない。

　辛かろうじて、シドの残像を虚むなしく斬るだけだ。

「噓……どうして……？」

　アルヴィンはそんな光景を前に、啞あ然ぜんと呟く。

「妖精剣の力には、妖精剣でしか対抗できないはずなのに……ッ!?」

　否いな、違う。根本的に規格が違うのだ。妖精剣を持っている〝だけ〟じゃどうにもならない、とてつもない実力差がある……ただ、それだけの話だったのだ。

「す、凄すごい……」

　感動したように、何かに憧れるように、アルヴィンはシドを見つめる。

　シドの立ち回りに、その圧倒的な剣技に、アルヴィンの心は震える。

「これが……これが、伝説時代を生きた騎士!?」

　今は亡なき父王より幼い頃から聞かされ、憧れ続けていた、シド卿きょうの伝説と物語。

　それは──全て本物だった。

　そして、シドの物語を初めて聞いた時のような、胸躍る興奮と感動が、今、アルヴィンの胸の中を一杯に支配しているのであった。

　伝説の姿を、もっと見たい……アルヴィンは、シドの戦いを夢中で見つめ続ける。

　そして、やがて──というより、すぐに。

　二人の騎士の決着は訪れた。

「──破！」

「ぐわぁあああああああああああああああああ──ッ！」

　ゴロゴロゴロゴロ──ッ！

　シドの右斬り上げの一いっ閃せんに、派手に吹き飛ばされたジーザが転がっていく。

「ま、降参しな。騎士は無闇やたらに命を奪うもんじゃないしな」

　ぐったりとするジーザを見下ろしながら、シドは淡々とそう宣言した。

「がはっ、げほっ、強つえぇ……ッ！　なんだ、この強さ……し、信じられねえ……ッ!?」

　ふらふらと、ジーザが剣を杖つえ代わりに立ち上がる。

「クソ……そういや、噂うわさに聞いたことあるぜ……シャルトスの森に眠る騎士……まさか、てめぇ、マジであの《野蛮人》シド卿だっていうのか!?　蘇よみがえったってのかッ!?　冗談じゃねえ……一体、どんな魔法使ったんだよ!?　げほっ！」

「……さぁな？　むしろ俺が知りたいね」

　対するシドは、その悠然とした存在感だけでジーザを圧倒する。

　完全に吞のまれてしまったジーザは、もう弱々しく後ずさりするしかない。

「きは、けははは……参った、参ったよ……アンタがかの悪名高き《野蛮人》なら、俺ごときが逆立ちしたって、勝てやしねえ……」

　そして、脂汗をだらだらと垂らしながら、ニヤリと嫌らしく笑った。

「だが、詰めが甘あめぇなぁ……ッ!?」

　ざっ！　突如、ジーザが再び剣を振るった。

　発生する影の刃。

　だが、雨を裂いて飛ぶそれは、シドに向かって飛んだものではなく──

「……あっ!?」

　アルヴィンを狙ったものであった。

　自分に猛速度・不可視で迫って来る影の刃に、アルヴィンは反応すらできず──

　ばっ！　と上がる血けっ華か。

「し、シド卿……ッ!?」

「……ッ！」

　風のように割って入ったシドがアルヴィンを庇かばい、背中で影の刃を受けていた。

「へへへっ!?　形勢逆転だなぁ!?」

　剣を振り抜いた格好のジーザが、勝ち誇ったように吠ほえる。

「……お前」

　その瞬間、振り返ったシドの顔に走る怒りの感情を、ジーザは見逃さない。

「へっ！　いい反応じゃねえかぁ？　残虐非道で冷酷無比な《野蛮人》様は、どうも伝説と違って、相当な甘ちゃんっぽいからなぁ!?　通じると思ったぜッ！」

「…………」

「俺はもうこの位置から、王子しか狙わねえ！　てめぇが俺を倒そうと、王子の傍そばから少しでも離れたその瞬間、俺も死ぬが、同時に王子の首も宙を舞うって寸法よ!!

　てめぇ、王子を見捨ててでも俺を倒すかぁ!?　できるか!?　できねえだろ!?　なにせ、てめぇはご立派な騎士サマだもんなぁ!?　ヒャハハハハハハハ──ッ！」

　その言葉が真まことであること示すかのように。

　シドは、アルヴィンの前から動かない。庇うように立ち続ける。

「さぁて……何太刀保もつかなぁ？　伝説の《野蛮人》さんよぉ……？」

　ゲスな笑みを浮かべながら、ジーザがゆっくりと剣を振り上げた。

（しまった！　僕の存在が、シド卿の足を引っ張ってしまった……ッ！）

　負傷のため、アルヴィンはまだ立ち上がれない、動けない。

　つまり、シドもアルヴィンの前から動くことができない。

　希望から一転、絶望の底に落とされ、アルヴィンは愕がく然ぜんとするしかなかった。

（シド卿……ッ!?）

　アルヴィンがシドを、縋すがるように見上げる。

「…………」

　シドはただ、じっとアルヴィンを庇うように立ち、ジーザを見据えるだけだ。

　いくら伝説の騎士でも、この状況をどうにかできるとはとても思えない……そう判断したアルヴィンは、決意と覚悟と共に叫んだ。

「シド卿……僕に構わないでッ！　あいつを討って！」

「！」

　アルヴィンの言葉に、シドが目を細める。

「あの人は、どうせ僕を殺す気なんだ！　だから──」

「うるせえ、黙ってろ、ガキ！　余計なこと言ってんじゃねぇっ！」

　ジーザが剣をＸの字に、二閃する。

　ずばっ！　アルヴィンの前に愚直に立ちはだかるシドの身体からだが、Ｘの字に刻まれる。

「あ、ああああ……ッ！　し、シド卿……ッ！」

「ヒャハハハハハ──ッ！　こりゃ傑作だ、マジで動かねえとはなぁ!?　大した騎士サマの鑑かがみじゃねえか、ギャハハハハハハハハハハハハハハハハハ──ッ！」

　ジーザの勝ち誇った高笑いが響き渡る。

「し、シド卿……お願い……お願いだから、僕に構わないで……ッ！」

　アルヴィンは懇願するような視線をシドの背へと向ける。

　だが──

「やれやれ。何度も言っただろう？　アルヴィン。〝騎士は真実のみを語る〟、と」

　ぼそり、と。シドはそんなことを不敵に呟つぶやいていた。

「……え？」

「俺は、お前を守ってやる、と言った」

　アルヴィンが呆ほうけたように見守る前で。

　シドは短剣を足下へ投げ放ち、地へと突き立てる。

　そして、空いた右手を天に向かって掲げた。

　その理屈はわからない。この荒れ狂う豪雨と嵐の中、シドを中心に静かに、そして、力強く高まる何かを──この時のアルヴィンは確かに感じたのだ。

「教えてやるぜ、外道め」

　シドが、怒りに燃えた目でジーザを睨にらみ据える。

「お、おい……ッ！　て、てめぇ、妙な真ま似ねは──」

　ジーザが吠え、これがトドメだとばかりに、再び影の刃を飛ばそうとした──

　──その瞬間だった。

「騎士の──〝その怒りは悪を滅ぼす〟」

　シドがそう宣言し、右手を振り下ろした。

　その瞬間、想像を絶することが起こった。

　かっ！　世界が真っ白に灼やけると共に、渦巻く嵐が真っ二つに割れて──

　──耳をつんざくような轟ごう音おん。一条の閃せん光こう。

　遥はるか天空より飛来せし雷が、大気を裂いて、ジーザの振りかざした剣を直撃したのだ。

　その威力と衝撃で、ジーザの妖精剣は粉々に砕かれて。

「ぎゃあああああああああああああああああ──ッ!?」
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　全身を激しい稲妻に食い荒らされ、ジーザが悶もん絶ぜつする。

「……て、てめぇ……化け物……かよ……ッ!?」

　信じられねえ……とばかりに目を見開き、最さい期ごにそんな言葉を残して。

　黒焦げになったジーザが完全に事切れ、無様に地に崩れ落ちるのであった。

「……え？　今の……妖精魔法……？　で、でも、雷を操る妖精魔法なんて聞いたことないし……そもそも、シド卿は妖精剣を出してなかったし……」

　この世界で、魔法の道具や妖精剣なしで魔法が使えるのは、半人半妖精族ニミュエと呼ばれる神秘的な女性種族の者達だけのはずなのだ。

「ひょっとして、偶然の落雷……？」

　何が起こったかわからず、呆ぼう然ぜんとするアルヴィン。

　そんなアルヴィンを余よ所そに。

「…………」

　シドはなぜか、右手を見つめていた。

　右手を握ったり開いたりして、何かを確かめている。

　やや目を細めたその表情は……どういうわけか、少し難しそうであった。

「……あ、あの……っ！　どうかされましたか？」

　アルヴィンはそんなシドへ、思い切って話しかけた。

　しばらくの間、シドはアルヴィンの問いに答えず、沈黙を保っていたが……

「……いや、なんでもないさ」

　やがて、ぼそりとそう呟いて、アルヴィンに改めて向き直った。

「俺よりお前だ。大丈夫か？」

「あ、はい……僕は大丈夫……です。少し休めば……」

　気付けば。先の激しい落雷と共に、雨嵐は収まっていた。

　今は辺りを、嵐の残り風がびょうびょうと吹き荒すさんでいる。

　そして、やって来たシドが、へたり込むアルヴィンの前に片膝をついて屈かがむ。

「さぁて、少年。……お前、アルヴィンと言ったな？」

　穏やかに、そんなことを問いかけてくるシド。

　そして、シドがアルヴィンの顔を、じっと覗のぞき込んでくる。

「えっ……はい……そうです……けど……」

　なぜか、頰が熱くなってくる感覚を覚えるアルヴィン。

　それに構わず、シドは言った。

　何かを懐なつかしむように、遠く届かぬ何かを望むように。

「なるほど、少し線は細いが、やっぱり似てる」

「に、似てる……？」

　目を瞬しばたたかせるアルヴィンの前で。

「ああ、お前はあいつに……アルスルにそっくりだ」

　シドは己おのが胸に手を当てて、アルヴィンを真っ直すぐ見つめ、堂々と宣誓した。

「改めて名乗ろう。俺の名はシド゠ブリーツェ。我が永世の主君にして親友ともアルスルの命によりこの現世に蘇り、お前の下へと馳はせ参じた。今、この時より、俺がお前を守ってやろう。お前に降り掛かる艱かん難なん辛しん苦くを、俺が剣で払ってやろう」

　そんなことを言って。

　シドが、アルヴィンの目を、深く深く見つめてきた、その瞬間だった。

　どきり、と、アルヴィンの胸が一ひと際きわ強く高鳴った。前にも増して頰が、かぁーっと熱くなり、心臓が早鐘のように激しく脈打ち始める。

「そして、見せてもらおうか……お前の王道を。俺が騎士として剣を捧ささげるに相応ふさわしい王たり得るかどうか……俺に見せてくれ」

　続くそんなシドの言葉が、アルヴィンの頭にまるで響かない。

　頭をふわふわした多幸感が襲い、まともな思考を紡つむげなくなる。

　シドという存在から目が離せない。心を絡からめ取られてしまったかのような感覚。

　真っ直ぐ見つめてくるシドのその瞳に、魂が吸い込まれそうだ──

（ハッ!?　ぼ、僕は一体、何を考えて!?　こ、こんな女の子みたいなこと──）

　そこまで考えて、アルヴィンはそんな自問が実に無意味なことに気付く。

　なぜなら、自分は、本当は──

「し、シド卿きょう……僕……」

　高鳴る胸。熱に浮かされたような思考。

　そして、これから何かが始まりそうな予感。

　そんな奇妙な、それでいて心が躍るような感覚に包まれながら、アルヴィンはいつまでもシドを見つめ続けるのであった。




　──こうして。

　遥か悠久の時を超えて、伝説時代の騎士と、現代の若き王の卵が邂かい逅こうする。

　新たなる伝説の幕が上がるのであった──











第二章　教官シド









　アルフィード大陸北端部。

　周囲を高く険しい山脈に囲まれ、地理的条件と霊脈の関係によって、年中地獄のような凍気、雪と氷に閉ざされた永久凍土の大地。

　そんなこの地は、かつての伝説時代に《魔王》と呼ばれた一人の人間が統治していたという、魔国ダクネシアが存在した場所だ。

　そして、そのかつての魔国の首都、魔都ダクネシア──今は生きとし生きるものは一人もなく、ただただ凍いてつき、朽ち果てた廃はい墟きょだけが無限に広がる廃都。

　その中央に、禍まが々まがしい巨人のように聳そびえ立つダクネシア城の、閑散とした王の間にて。

　仄ほの暗ぐらい闇の中、物もの憂うげに冷たい石の玉座へつく、一人の人影があった。

　全身にゴシックドレスを纏まとった、長い銀髪の少女だ。

　歳としの頃は十五、六ほどか。間近で覗き込めば、背筋がぞっとするほどの美貌はすでに魔性の領域。そこに佇たたずむだけで、あらゆる生命を吸い尽くす霊気と威圧感を纏っている。その尋常ならざる気配──彼女は人ではない。恐らく生者ですらない。

　人外の力と引き替えに人を辞めた者──魔人、そんな言葉がピタリと嵌はまる。

　されど、その人の形をした異形でありながら、頭部に頂いた王冠。その重厚なる威厳に満ちた様は、まさに〝王〟の風格があった。

「なんてこと！　失敗するなんてっ！」

　王冠の少女は悔しげに表情を歪ゆがめ、玉座の手すりを叩たたきながら吐き捨てた。

「まったく、無能ですこと！　オープス暗黒教団も存外、使えませんわぁ！」

「あらあら、勝手に教団の暗黒騎士を動かしておいて、また、随分な言い草ですわ」

　すると、その玉座の横に、闇の中から影が滲にじみ出て、一つの人影を結像する。

　それは、漆黒のフード付きローブに全身をすっぽり包んだ魔女だ。

　ローブの上からでもわかる、その妖よう艶えんな肢体。目ま深ぶかに被かぶったフードが顔を半分以上隠しているため、年齢はいまいちわからない。

「何よ!?　あなた達オープス暗黒教団は、私の忠実なる下僕でしょう!?」

「ええ、もちろんですよ？　私の可か愛わいい主あるじ様」

「なら、私が貴女あなた達をどう使おうが勝手じゃないっ！」

　王冠の少女は、くすくすと口元だけ笑う魔女へ、ヒステリックに叫んだ。

「せっかく、アルヴィンを殺すチャンスだったのにッ！　あいつにだけは、生き地獄を見せてやらないと収まらないわ！」

　爪を嚙かんで震える王冠の少女。一体、いかなる因縁があればそうなるのか、その全身には仄暗く重い憎ぞう悪おがドロドロと渦巻いていた。

「主様の、アルヴィン王子を憎むお気持ちは、よく存じあげておりますわ」

　だが、そんな王冠の少女を宥なだめるように、魔女が言う。

「ですが、今は王都にて件の計画を進行させている大事な時……目先の感情に流されての軽はずみな行動は、どうか今後はお控えくださいまし」

「だ、だって！　だってぇ!?」

「ご安心なさいませ。その機会は、件の計画が成った後、いくらでも訪れましょう。主様とて、人に殺やらせるより、ご自身の手でなされるほうがよろしいのでは？」

「……ッ!?」

　魔女のそんな諫かん言げんに、王冠の少女が苦い顔で押し黙る。

　やがて。

「ふ、ふんっ！　確かにその通りだわぁ」

　意外にも、王冠の少女は、ぷいっとそっぽを向き、あっさりと引き下がる。

「あなたの言うことに間違いはないものね。ごめんなさいね、少し軽率だったわ」

「さすがは我が主様……実にご賢明ですわ」

　魔女は、意外と素直な少女を流し見て、妖しく微ほほ笑えむのであった。

「しかし……少々気がかりなことが出てきましたわね」

「何がよ？」

「アルヴィン王子を救った、あの騎士について……ですわ」

　魔女が唇にそっと手を這はわせながら、考える。

「今回、主様が王子へ差し向けたのは、暗黒騎士の中では低位の者とはいえ、弱体化しきった現代の騎士達には手に余る強つわ者もの。それを撃退した騎士……気になりますわ」

　すると、王冠の少女も疑問を口にする。

「そういえば、そうねぇ。あの森って王家の聖域でしょう？　本来、誰もいないはずの場所で、王子を援助する騎士が現れるなんて、あまりにも都合が良すぎるわぁ。……ねぇ、あなた……その騎士、誰かわかる？」

　すると、魔女は再び口元を薄く微笑ませながら、答えた。

「……一人だけ、心当たりがございますわ」

「ふうん？　誰？」

「ええ。実は、キャルバニア王家には、とある古い口伝があるのです」

「……口伝？　どんな？」

「シャルトスの森の奥深くに、とある騎士の墓標があり、始祖アルスルの系譜の血をその墓標に捧げることで、その騎士が再び眠りから覚める……そのようなものです」

「まさか、転生召喚の魔法……？　かつて、死んだ騎士を蘇よみがえらせたというの？」

　意外そうに目を瞬かせる王冠の少女。

「それで？　その墓に眠る騎士の名は？」

　王冠の少女の問いに、魔女は厳かに答えた。

「──シド。シド゠ブリーツェ。あの音に聞こえし《野蛮人》シド卿ですわ」

　その瞬間、王冠の少女に激震が走った。

「な──ッ!?　《野蛮人》シド卿ですってぇ!?」

　がたんと玉座を蹴って立ち、魔女を睨にらみ付ける。

「そんなこと、あるはずないわ！　そもそも死人が蘇る魔法なんて──」

「──有り得ない、とは言い切れません」

　興奮する少女へ、魔女がそっと冷静に返す。

「キャルバニア王家の始祖アルスルは、光の妖精神エクレールの加護を受けし者。伝説時代、アルスルは密ひそかに、光の妖精神エクレールから何か特別な魔法を授かったのやもしれませんわ」

　そんな魔女の指摘に、王冠の少女が息を吞のむ。

「真偽はまだ不明ですが……その騎士が本当に、伝説のシド卿であり、アルヴィン王子の麾き下かに加わったならば、私達にとって大いなる脅威となるやもしれませんわ」

「な、なんで……なんであの子ばっかり……ッ！」

　がり、と。王冠の少女が激情を顔に浮かべて爪を嚙む。その毒のように滲み出る憎悪だけで人を殺せそうなほどであった。

「ふんっ！　たとえ本物だとしても、そんな旧時代の騎士、私達の敵じゃないわぁ！」

「そういきり立つのは結構ですが。まずは真偽の確認こそが先決ですわ」

　激げき昂こうする王冠の少女を宥めるように魔女が言った。

「その騎士が本当に、あのシド卿なのか……私達の脅威となり得るのか……まずはそこをはっきりさせましょう。現在進行中の件の計画……その〝仕込み〟の片手間に、私は、件くだんの騎士へ探りを入れてみますわ」

「ええ、頼むわぁ」

「はい。全ては主様のため、私は、主様への全霊の力添えを惜しみませんわ……」

　そう言って、魔女は笑った。

　その一瞬、魔女が深く被るローブの奥底に、ちらりと覗のぞいた瞳。

　その瞳には、底の見えない闇と虚無が渦巻いているのであった──




　────。




　夜が──明ける。

　アルヴィンがシドとの数奇な邂かい逅こうを果たした後。

　アルヴィンはシドを連れ、未まだ薄暗い森の中を、朝の木漏れ日を頼りに歩いていた。

　そして、その道中、アルヴィンは様々な事情を語っていた。

「本当に……無理矢理起こしてしまって、申し訳ありません」

　アルヴィンが申し訳なさそうに目を伏せ、シドへ言う。

「王家には、古い口伝が言い伝わっているんです。〝王家の者の身に災いが降り掛かった時は、あなたを頼れ〟と、御先祖様……聖王アルスルの口伝と秘伝の魔法が」

　アルヴィンは、自分とシドの右手に刻まれた剣の紋章を交互に見つめる。その紋章には不思議なマナが満ちており、ほんの少し発光していた。

「なるほど。その魔法によって、俺は千年の死の眠りから叩き起こされたってわけか」

　アルヴィンの隣を歩くシドが、戯おどけたようにそう返す。

「しっかし……まさか、死人が蘇る魔法があるとはなー。さすがに信じられないぜ」

「恐らくは生前、アルスル様とシド卿きょうとの間に、なんらかの古いにしえの魔法契約があったんだと思いますが……何か心当たりはありますか？」

「いーや、俺自身にはまったくないなぁ。過去の記憶もいまいち曖昧だしな」

「そうですか……」

　少し物憂げな表情のアルヴィンを尻目に、シドが続ける。

「しかし、お前を襲っていた、あいつはなんだ？」

「彼は、オープス暗黒教団の暗黒騎士です。闇の妖精神オープスを奉ずる禁忌の邪教団であり、かつて魔王が統治したという北の魔国ダクネシアの騎士団です」

「ったく、昔、散々叩き潰してやったのに、まーだいやがるのか」

　シドが呆あきれたように肩を竦すくめていると、アルヴィンが表情を苦くして続ける。

「近年になって、教団は急に活動を再開しました。どうやら、今までずっと地下に潜伏していたらしいんです」

「ゴキブリみたいな連中だな」

「教団は、魔国ダクネシアを復興させ、再び北の大地に魔王を立て、世界をその手中に収めようとしています」

「…………」

「彼らは世界の敵です。彼らの再活動は国家の一大事。今こそ国が一丸となって、連中と戦わなければならないのに……残念ながら、我が王国は足並みが揃そろいません」

「というと？」

「三大公爵家……すなわち、デュランデ公爵家、オルトール公爵家、アンサロー公爵家……我欲と野心のまま、この国を食い物にしようとする最低な人達がいるんです」

　アルヴィンが静かな怒りを込めて言った。

「このキャルバニア王国は、王家と三大公爵家によって支えられてきました。ですが、先王亡なき今、王家は弱体化、キャルバニア王位は空白状態です。三大公爵家の現当主達は今こそ、自分らがこの国を牛耳ろうと、互いに牽けん制せいし合っている有り様。

　現在は、王家との古き盟約に基づいて《湖畔の乙女》達が、王の代行を務めていますが、王でない彼女達の権限は限られ、公爵家の力を完全に抑えることはできません。

　今の王家の人間は僕だけ。僕が王位を継げば、三大公爵家の力を抑えて一つにまとめ、この国を守ることができます。しかし、この国の王は、代々伝統的に〝騎士王〟です。掟おきてにより、この国で王位を戴冠するには、騎士叙勲が必要なんです。

　キャルバニア王立妖精騎士学校……僕がそこを卒業し、正式な騎士叙勲を受けるまで後二年。この間、僕の存在が邪魔な三大公爵家は、なんとしても僕の騎士叙勲を妨害しようと画策するでしょう。そこでシド卿、あなたにお願いがあるんです」

　アルヴィンが改まって、シドを真っ直すぐ見つめるや否いなや。

「ああ、わかっている。安心しな。俺が、あらゆる悪意からお前を守ってやるよ」

　シドはあっさりと、そう応じてくる。

「ほ、本当にいいんですか……？　シド卿」

　アルヴィンが目を瞬しばたたかせて、シドの横顔を見上げる。

「その……仕方なかったとはいえ、僕はあなたを勝手に生き返らせたのに……？」

「〝騎士は真実のみを語る〟。それがきっと、アルスルの望みだろうしな」

「あ、ありがとうございますっ！　あなたのような騎士がいてくれるなんて、僕、とっても嬉うれしいですっ！」

　たちまち、喜色を満面に浮かべるアルヴィン。

　だが、シドは不敵に笑いながら、そんなアルヴィンへ冷や水のような言葉を浴びせた。

「だが──悪いが、俺がお前を守るのは、俺がアルスルの騎士だからだ」

「！」

　シドの指摘に、アルヴィンがはっとする。

「俺は別に、お前に忠誠を誓ったわけでも、お前の騎士となったわけでもない。あくまで俺の主君アルスルに、お前を頼まれたからだ。……わかるな？」

「…………」

「俺が、心から剣を捧ささげたいと思えた相手はアルスルだけだ。要するに、俺はお前のことを認めていない。アルスルの子孫だからと甘やかす気はないぞ？」

　そんな厳しいことを言ってくるシドに、アルヴィンはたちまち消沈していく。

「そ、……そうですよね……シド卿はアルスル様の騎士ですもんね……あなたのような人に守ってもらえるだけでも、それは破格のことですし……はい……」

　どこか哀かなしそうに目を伏せて肩を落とし、しゅんと落ち込むアルヴィン。

　そんなアルヴィンを尻目に、シドはくっくっと含むように笑った。

「し、シド卿？」

「おいおい、アルヴィン。どうした？　お前は王になるんだろう？　今は〝無礼者！〟と言って、俺に斬りつけてもいい場面だぜ？　どこの馬の骨とも知れない野の良らの一騎士に、王たる者が何言われっぱなしになってんだ？　くっくっく」

「あ……ぅ……」

　たちまち恐縮してしまうアルヴィン。

　だが、シドはアルヴィンの頭に手を乗せ、くしゃくしゃと撫なでた。

「察するに、お前は単なる護衛じゃなく、騎士としての俺が欲しかったのか？　ん？」

「そ、それは……その……」

　こくん、と。アルヴィンは切なそうに頷うなずいた。

「ふっ、おかしなやつだな。普通、初めて会った騎士の忠誠を欲しがるか？　まぁいい……そういうことなら、お前の王道を魅せてくれ」

　シドが穏やかな笑みを向けてくる。

「王たるお前の歩む道に、俺が心から剣を捧げたいと思える時が来たならば……お前の騎士になってやってもいい。……こんな《野蛮人》でよけりゃな」

　すると、アルヴィンはたちまち、表情をぱぁっと明るくした。

「は、はいっ！　僕、頑張ります！　その時はどうかよろしくお願いしますっ！」

「こら。王たる者が簡単に頭を下げるな。それじゃ王冠なんて、すぐずり落ちるぜ？」

「あっ!?　は、はいっ！　ご、ごめんなさいっ！」

「ははは、こりゃ前途は多難だな、未来の我が主君候補見習い代理補佐殿？」

「そ、そこまでダメですか!?」

　がーん、と涙目になるアルヴィンであった。

　と、そんなやりとりをしながら、二人が森を進んでいると。

　やがて森が尽き、崖に面した場所に出る。二人の前で視界が一気に開ける。

「あ、シド卿。見えましたよ。あれがキャルバニア城です」

　アルヴィンが、地平線の辺りを指さす。

　崖上から遠く望む先、連なる山々の間に建造された巨大な城と、その周囲に広がる広大な城下町──それが眩まばゆい暁の光に輝いている。

　幾つもの城塔や城館、城壁で構成された巨大な城──キャルバニア城。

　その堂々たる威容は、とても美しかった。

「……キャルバニア城……か」

　シドが王城とその城下町を遠く眺めながら呟つぶやいた。

「あの城は、シド卿の時代からあったそうです。……懐なつかしいですか？」

「正直、昔の記憶が曖昧でよくわからん。ただ──」

　シドが、遠く尊い何かに思いを馳はせるように目を細める。

「仕えるべき王が居て、肩を並べる仲間達がいて、守るべき民がいて……かつての俺の全てがあの城にあったんだろうな。今はもう遠い過去の話だが……」

　そんな風に語るシドの横顔は、どこか黄昏たそがれていた。

　そう、彼の主君や友人達はもう誰もいない。今の彼は独りぼっちなのだ。

　なんとなく心中を察したアルヴィンが、シドに寄り添うように立つ。

「寂しいですか？」

「さぁな？」

「ごめんなさい……」

「……ふっ、お前が謝ることじゃないさ」

　くしゃくしゃ、と。シドがアルヴィンの頭を撫でてくる。

「そうですか。ならば、せめて感謝させてください。古き良き伝説時代……強く、気高き騎士達が織りなした華々しい物語の世界……そんな世界の住人が今、僕の隣にいるこの奇跡に……今はただ、無限の感謝を」

　しばらくの間、アルヴィンはシドと共に、キャルバニア城を眺め続ける。

　だが、やがて意を決したように、シドへ向き直り、進言した。

「ねぇ、シド卿」

「なんだ？」

「実は……もう一つ、シド卿にお願いがあるんです」

　と、アルヴィンが何かを言いかけた……その時だった。




「アルヴィン！」




　多くの馬の蹄ひづめの音が、右方から段々と近付いて来る。

　見れば、キャルバニア王国旗を掲げて馬に乗った十数名ほどの兵士の小隊が、崖沿いの道を通って、アルヴィン達へ向かって来ていた。

　シドが警戒し、アルヴィンを背中に庇かばうようにさっと動く。

　だが、当のアルヴィンは、小隊の先頭で馬を駆る少女の姿を見るや否や、表情を明るくして叫んだ。

「テンコ！　ああ、来てくれたんだね！」

　すると、アルヴィンの元に駆けつけた先頭の少女──テンコは馬を飛び降りるなり、アルヴィンへ飛びつくように抱きついてくるのであった。

「アルヴィン！　ぐすっ……無事で良かった！　ごめんなさい！　遅れてしまって、ごめんなさい！　肝心な時に何もできなくてごめんなさい！」

　テンコは、最上質の絹糸のような白髪をうなじで括くくり、やや吊つり気味な金色の瞳が特徴的な少女だ。歳としの頃は、アルヴィンとほぼ同じ、十五、六ほどである。

　亜人族セリアンの中でも貴き尾び人ひとと呼ばれる氏族の出身だろう。テンコには狐きつねを思わせる長い耳と尻尾がある。だが、そんな容姿に野性味こそあれど野蛮さはなく、その他者を拒絶するかのような冷たい美貌からは気高さ──貴人の風格すら感じられる。

　アルヴィンと同じ従騎士スクワイアの正装に身を包んでおり、どうやら彼女も叙勲前の従騎士スクワイア──騎士見習いのようだった。

「僕は大丈夫だよ……心配かけてごめんね……」

　アルヴィンが涙混じりのテンコを宥なだめ、二人で抱きしめ合っていると。

「王子！　よくぞご無事で！」

「さぁ、王城へ帰還しましょう！」

　周囲を囲む兵士達からも、そんな喜びの言葉が次々と上がる。

　しばらくの間、兵士達は皆一様にアルヴィンの無事を喜んでいたが、やがて当然の帰結として、アルヴィンの隣に居た異物の存在へと目が向く。

　不思議な存在感を放ちながら、泰然としているシドだ。

「皆、安心して。彼は僕の命の恩人だ。彼がいなかったら、僕の命はなかった」

　訝いぶかしむような視線がシドへ集まり始めると、アルヴィンはすぐに釈明を入れた。

「僕は、これから彼を客人として我が王城に招きたいと思う。皆、丁重にお願いするよ」

「お、王子がそう仰おっしゃるなら……御意に」

　兵士達はそう言って、特に疑うこともなくテキパキと帰還の準備を始める。予備の馬をアルヴィンやシドの元へと連れてくる。

　しかし、テンコだけは、いかにも怪しい風体のシドが気になって仕方ないらしく、チラチラとシドの様子を窺うかがいながら、アルヴィンへと耳打ちをしてくる。

「その……アルヴィン？　あの人は、一体、どこの誰なのですか？」

「ふふ、そうだね。後で詳しく説明するけど、彼はね──」

　すると、アルヴィンは少し悪戯いたずらっぽく笑って、答えるのであった。




　────。




　テンコ率いる王国の兵士達に保護された後、アルヴィン達はキャルバニア王国首都、王都キャルバニアへと到達する。

　城壁の門をくぐり抜けた先に広がる城下町には、鋭角の屋根の石造り家屋や建物が建ち並び、あちこちに広場が点在している。街の各所に神殿や大学、集会場に商館、市場に広場、居酒屋に風ふ呂ろ屋やといった施設が存在し、城門へと続く大通りの脇には、様々な店舗や露店、屋台が建ち並び、行き交う多くの人々で活況を呈していた。

　そんな大通りを進んで、アルヴィン達は王都の中心部へ。

　そこには、山のように聳そびえ立つ、キャルバニア城がある。

　キャルバニア城は、中心部にある巨大な本棟城館の周囲に無数の塔や別棟城館、城壁が配置されており、その構造は、上から大きく四つの層に分かれている。

　王族の居住区、宮廷、謁見の間──国政に関する機能などが詰まった、上層階。

《湖畔の乙女》の神殿、叙勲を受けた騎士や国政を司つかさどる大臣達の居住区、法廷所や軍施設、空中庭園などがある、中層階。

　未来の騎士達を育成するキャルバニア王立妖精騎士学校と、その訓練場や学生寮、中庭や前庭、堀や水路、馬舎などがある、下層階。

　倉庫や資料室、牢ろう獄ごくや刑場、闘技場など、その他の施設がひしめく、地下層階。

　キャルバニア王国建国時に、湖畔の乙女達や、巨人族ティターンの職人達が力を合わせて建造したとされるこの城の内部は、古き魔法によって異界化しており、外見を遥はるかに超える区画面積を有している。

　まるで城自体が、一つの巨大な町──そんな城だ。

　堀にかかる跳ね橋を渡って、王城へ帰還したアルヴィンは、さっそくシドを、王城中層階《湖畔の乙女》の神殿区画へと招くのであった。




　────。




「いくらアルヴィンの言葉でも、私は絶対に反対です！」

　幾本もの石柱とアーチ型で構成され、奥に祭壇がある祭さい祀し場にて。

　テンコのキンキン声が響き渡っていた。

「ま、まぁまぁ、落ち着いてよ、テンコ」

「いえ、落ち着けません！　あなたは何もわかってません！」

　アルヴィンが宥めても、テンコは頑としてそれを受け付けない。

「だって……彼は、あの《野蛮人》シド卿きょうなんでしょう!?」

　テンコは、どこか楽しげにこちらを窺っているシドを、びっ！　と指差した。

「残虐非道にて冷酷無比！　最さい期ごは聖王アルスルに成敗された大罪人！　そんな悪人をアルヴィンの傍そばに置くなんて、いくら強くても、私は絶対に反対です！　ましてや、キャルバニア王立妖精騎士学校の、私達の学級クラスの教官騎士にするなんて！」

　アルヴィンが、シドに関する経緯と事情を説明し、シドを自分達の教官騎士として迎え入れたい……そう言いだして以来、テンコとの議論は完全に平行線であった。

「な、なんてことを言うのさ、テンコ！」

　さすがに聞き捨てならないと、アルヴィンが声を少し荒らげる。

「何度も言ったじゃないか！　シド卿はそんな人じゃない！　本当のシド卿は──」

「いつもの与太話ですか!?　そんなの噓うそっぱちに決まってます！」

「だ、だから、それは──」

　すると、アルヴィンがシドへ縋すがるような目を向ける。

「シド卿も何か言ってください！　あなたはそんな人じゃありませんでしたよね!?」

「俺が悪人か、どうかだったかって？」

　すると、腕組みしているシドは、くすくすと面白そうに含み笑いをした。

「ふむ？　さぁて、実際はどうだったかな？　俺、よく覚えてないんだよなー？　アルヴィン、お前はどう思う？」

「し、シド卿!?」

　なぜか、はぐらかすシドを、アルヴィンがさらに問い詰めようとした、その時だ。

「もう、あなた達は一体、何をやっているのですか？　シド卿が困っているでしょう？」

　その場に、まるで夢か幻のように美しい女が現れていた。

　見た目の歳の頃は、十八、九程だろう。

　蒼あおく輝く長い髪、澄んだマリンブルーの瞳。尖とがった耳。肌は新雪のように白く透き通っており、尊顔の造作は神域の彫刻家が人生を費やして彫り出したかのごとく精緻に整っている。その妖よう艶えんな肢体は、女性として過不足ない完璧な黄金律を描いている。

　優美な身体からだのラインを申し訳程度に隠すように、極薄のドレスと羽衣を羽毛のように纏まとっており、その全身から滲にじみ出る神秘性は隠しようもない。

「お話は、お聞きしました……見苦しいところをお見せして申し訳ありません」

　叱責を受けて押し黙るアルヴィン達の前で、女はぺこりとシドへ頭を下げた。

「そして、あの子を……王子を助けてくれて、本当にありがとうございます。先日はちょうど、私もテンコも王子の傍かたわらにいなくて、本当に危ないところでした」

　すると。

「ほう？　……お前、半人半妖精族ニミュエか？」

　シドは、何かを懐なつかしむようにそう問う。

「はい。私は、《湖畔の乙女》の当代の長おさを務めるイザベラ。聖王アルスルとの古き盟約に従い、この国を守護する者です」

[image: ]

　不ぶ躾しつけな質問にもかかわらず、その女──イザベラはにっこりと屈託なく名乗った。

　この世界には、実に様々な人種がいる。

　代表的な人種を挙げれば、人間族ヒューマン、亜人族セリアン、巨人族ティターン、半人半妖精族ニミュエ……等々。

　半人半妖精族ニミュエは、光の妖精神エクレールの使徒とされる存在であり、人に比類なき美貌とマナ、寿命を持つ、女性だけの神秘的な一族だ。

　そんな半人半妖精族ニミュエ達の中でも、聖王アルスルと古き盟約を結び、王家と王国に力を貸す者達を、特に《湖畔の乙女》と呼ぶのである。

「そうか。王家と《湖畔の乙女》達との盟約も、まだ生きているんだな？」

「あら、過去の記憶が曖昧だとお聞きしましたが、覚えていらっしゃるのですか？」

「ああ、部分的にはな」

　そして、シドがちらっとテンコを見て、どこか愉快げにイザベラへ聞いた。

「しかし……今の時代、俺はそんなに悪あし様に語られているのか？」

「酷ひどいってものじゃないですよっ！」

　すると、我が意を得たりとテンコが割って入る。

「残虐非道にて冷酷無比！　弱きを痛ぶり、女を犯し、戦場で無意味な殺さつ戮りくを続け、屍し山ざん血けつ河がを築き上げたと語られる、騎士の風上にも置けない外道！　今に伝わる《野蛮人》シドの悪辣な伝説や逸話なんて、挙げ始めれば枚挙に暇いとまがありません！」

　そうテンコが断言すると。

「くっくっく……」

　逆に、シドはどこか嬉うれしそうに含み笑いをするだけだ。

「な、何がそんなにおかしいんですか!?」

「いや、何。お前達が伝説と呼ぶ時代……俺達騎士は後世に名を残し、詩人に活躍を謳うたわれることを夢見て戦ってたもんだが……」

　ニヤリと不敵に微ほほ笑えんで、シドがテンコを流し見る。

「夢が叶った」

「〜〜〜〜ッ!?」

　その瞬間、テンコの顔が怒りで真っ赤になる。

「騎士ともあろう者が悪名と悪行を誇るなんて！　今、わかりました！　私、あなたのことが大嫌いです！　伝説時代最強の騎士か何か知りませんが、私は同じ騎士として、あなたのことなんか、絶対、絶対、ぜ〜〜ったい、認めませんからねっ!?」

　飄ひょう々ひょうとしているシドに、激しい剣幕で詰め寄るテンコ。

　だがそこへ、アルヴィンが意を決したように表情を引き締め、割って入る。

　そして、シドへ力強く言った。

「僕は、信じます」

　それは、とても強い意志が漲みなぎる言葉であった。

「ほう？」

　やはりどこか愉快げなシドを真っ直すぐ見上げて、アルヴィンは告げた。

「あなたが自身の評価について肯定も否定もしないのは、何か理由があるんでしょう？」

「……、……さぁな？」

　ほんの一瞬だけ言葉に詰まり、シドは肩を竦すくめて、そう返した。

「ただ単に、過去をキレイさっぱり忘れているだけかもだぞ？」

「それでもです。僕は、あなたが悪し様に語られるような人だったとは思えない」

「…………」

「シド卿は、昨夜、絶望の淵ふち瀬せに立たされた僕の呼び声に応えてくれました。そして、死の眠りから目覚め、僕のために戦ってくれました。僕はシド卿を信じます！　僕はあなたこそ、騎士の中の騎士だと信じています！」

　アルヴィンは自身の内の気持ちを真っ直ぐ、目を瞬しばたたかせるシドへとぶつけた。

「そして、だからこそ、あなたに教えを乞いたいんです」

　身を乗り出すようなアルヴィンの勢いに、シドは目を瞬かせる。

　アルヴィンは悔しそうに、己おのが手を見つめる。

「近年活動が活発になった妖魔達や、北の魔国の脅威に、今の王国の領民達は常に不安を抱えています。この平和は、ふとしたことで脆もろく崩れる砂上の楼閣……」

「…………」

「いずれ、僕はこの国の王になります。その時、僕はこの国を、民を、あらゆる苦難から守らなければならないんです。だから、強くなりたい。

　僕だけじゃない、この国を守るために、皆、一人一人が強くならないといけないんです。だからお願いします！　僕達の教官になってください！　鍛えてください！」

　そう必死に訴えて、アルヴィンはシドをじっと見つめた。

　そう、アルヴィンは信じられる。他の誰がシドを信じられなくとも、キャルバニア王家の人間たる自分だけは、シドを信じられるのだ。

　なぜなら──……

「…………」

　そんな真っ直ぐな思いを目でぶつけてくる、アルヴィンを。

　シドは、しばらくの間、じっと見つめ返す。

　やがて、ふっと相好を崩して、懐かしむように言った。

「ああ。やっぱ、お前……似てるなぁ、あいつ……アルスルに」

「……え？」

「やれやれ、気をつけろよ？　そんな簡単に人を信じちゃ、あいつアルスルみたいに、悪い女にすーぐ騙だまされるぞ？」

「えええっ!?」

「あいつ、イケメンだったが、女運が最低最悪の上にお人ひと好よしだったからなぁ。俺がついててやらんと、すぐ女で酷い目に遭う」

「な、何か今、偉大なご先祖様の知りたくなかった駄目な一面が!?」

「だがな……」

　シドは、アルヴィンの頭に手を乗せ、優しく撫なでながら言った。

「……ありがとうな、アルヴィン」

「あ……」

　アルヴィンへ向けられたシドの笑みは、どこまでも優しかった。

「そうまで言われて協力しなきゃ騎士が廃る。しゃーない、教官騎士の件、任せろ」

「……う、うん……こちらこそありがとう……よろしくお願いします……」

「おいおい。言ったろ？　王が簡単に頭を下げるなと」

「それでも、です」

　アルヴィンは、心の底から嬉しそうに微笑み返すのであった。

　そんな二人の様子を見ていたイザベラが、苦笑しながら隣のテンコを流し見る。

「……どうやら、決まりのようですね」

「む、むぅ〜〜ッ！」

　当のテンコは、納得いかなそうに、歯は嚙がみするしかないのであった。




　────。




　──その日は、月のない夜だった。

　そこは、王都キャルバニア南地区の、とある一角。

　人気のない閑散とした路地裏を、ランタンを手に、ふらふらと歩く男がいた。

「うぃ〜〜っ！　ひっく……」

　男──イワン゠スタードは、この王都キャルバニアに存在する石工ギルドに所属する、腕の良い石工職人だ。

　頑固だが、親分肌で面倒見が良く、後進の育成にも熱心なイワンを慕う者は多い。今まで仕事一筋で生きてきたせいで結婚が遅れ、この歳としになるまでずっと独り身だったが、この間、ついに若くて美人の妻を娶めとった。

　まさに順風満帆な人生。何もかもが満たされている幸せな毎日。

　だから、彼はすっかり忘れてしまっていた。人生一寸先に闇が広がっていることを。

「あ、ありゃ……？」

　千鳥足で歩いていたイワンが気付く。

　いつもなら、先の十字路を右に曲がれば、可か愛わいい妻が待つ家は、すぐそこだ。

　勝手知ったるいつもの道。酩めい酊ていしてようが間違えようはずもない。

　なのに、今日のそこには、なぜか行き止まりが立ちはだかっていた。

「……な、なんだぁ？　俺、酔ってるのかぁ……？」

　いつの間にか、辺りに深い霧が立ちこめている。周囲の風景もおかしい。

　この辺りの路地裏は、こうも迷路のように複雑に入り組んでいただろうか？

　そして、イワンはさらに気付いた。その行き止まりの壁に何かが書いてある。

「な……なんだ、これ……？」

　イワンは、ランタンを壁に向ける。

　魔法陣だ。壁に三角形トーラの魔法陣が描かれ、古妖精語で何かの呪文が書き連ねてある。

　正面の壁だけじゃない。左右の壁にも、床にも、無数の魔法陣が何重にも折り重ねられるように描かれ、その一帯に禍まが々まがしく異様な情景を演出してる。所々に空白の部分が存在し、それらの魔法陣はどうやらまだ、描きかけらしい。

　イワンにはそれが何を意味しているのかわからなかったが。

「ま、魔法……魔法ってやつかぁ？　ひっく、ほら……王城の半人半妖精ニミュエの姉ちゃん達がよく使うアレだぁ……ひっく、なぁんでこんなところに……？」

　と、その時だった。

「……ようこそおいでくださいました、今こ宵よいの迷える子羊さん」

　不意に、何の前触れもなくイワンの耳元で、薄ら寒い声がささやいた。

　背後から伸びて来た手がイワンの口をそっと押さえると同時に、ずぶり。イワンの背中に焼けるような灼しゃく熱ねつが弾はじけた。

　剣だ。イワンの背中から剣が貫通し、血で染まった真っ赤な刀身が、イワンの胸部からその切っ先を覗のぞかせている。

　ぶしゃあ！　と。胸から派手に爆はぜた血華が、周囲の魔法陣をべったり濡ぬらす。

「〜〜〜〜ッ!?」

　突然の事態に、何一つ理解が及ばぬまま。

　イワンは叫び声一つあげることもできず、その生涯を呆あっ気けなく閉じるのであった。

「〝月のない夜に出歩くべからず〟。夜は一種の異界……人ならざる者達が蠢うごめき、跋ばっ扈こする深しん淵えんの世界。だから、誘いざなわれてしまうのです……私のような悪い魔女に、ね」

　くずおれたイワンの背後には、魔女が立っていた。

　漆黒のフード付きローブに全身をすっぽり包んだ魔女だ。

　魔女は事切れたイワンを、何の感慨もなくただただ冷たい目で見下ろしている。

「でも、ご安心を。あなたの命は決して無駄になりません。あなたは糧かてとなるのです。古いにしえの偉大なる秘術の糧……その贄にえとなるのです。貴方へ捧ぐはギーフツ・ユース・子羊の肉ラムス」

　魔女が古妖精語で何事か呟つぶやく。

　すると、魔女の足下に特濃の闇が沼のように広がっていき……そこから黒い影の手が無数に伸び、イワンの遺体を摑つかんで、ずぶずぶと沈めていく。

　そして、沼の中からバリボリと、何かを咀そ嚼しゃくするような悍おぞましき音が響き渡る。

　だが、魔女は、闇の沼の中へ引きずり込まれていく男には、もう何一つ興味を示さず、壁の魔法陣へと指を付けた。

　そして、未完成の魔法陣の続きをつらつらと描き始めていく。

「さて、後、もう少しでコレも完成しますわね。長く苦労した分、感慨と喜びも、ひとしおですわ……くすくすくす……」

　魔女は魔法陣を描いていく。薄ら寒い笑みを浮かべ、描いていく。

「さて、今宵の作業が終わりましたら、この次は……」

　そして──




　────。




　キャルバニア城・下層階にある、キャルバニア王立妖精騎士学校。

　それは幾つかの学級クラスに分かれている。

　武力と名誉を尊ぶ、デュランデ学級クラス。

　智ち慧えと聡そう明めいさを尊ぶ、オルトール学級クラス。

　法と規律、徳を尊ぶ、アンサロー学級クラス。

　伝統的に、騎士学校の生徒達はこの三学級クラスに分かれ、将来の騎士を目指し、寮に住み込みで共同生活を行いながら、日々鍛錬と勉強に明け暮れることになる。

　だが、今期より、第四の学級クラスが新設された。

　その名も、ブリーツェ学級クラス。

　そこは、様々な理由で他学級クラスに入れず、あぶれてしまった者達の受け皿であり、他学級クラスの生徒達からは〝掃き溜だめ学級クラス〟などと揶や揄ゆされる、劣等学級クラス。

　城の中庭に面した離れの小城館にある、そんなブリーツェ学級クラスの教室にて。

「なぁ、アルヴィン。今日から、この学級クラスにも教官騎士がついてくれるんだよな!?」

「うん、そうだよ」

　従騎士スクワイアの正装に身を包んだ、六名の生徒の姿があった。

　午前の教練前のこの時間、生徒達は思い思いに会話に興じている。

「よっしゃあ！　これでようやく俺達も本格的に騎士の修行ができるってもんだ！」

「ですわね……」

　ブラウンの短髪少年のはしゃぎぶりに、灰髪のツインテール少女が憂鬱そうに応じた。

「この騎士学校に入学して早半年……わたくし達って基本、自主訓練か、たまにイザベラ様が政務の合間を縫って見てくれるだけでしたからね……」

「だな。三大公爵家の圧力によって、この学級クラスの教官騎士を務めてくれるやつが、今まで一人も居なかったもんな」

「はぁ……仮にも一国の王子が在籍する学級クラスなのに……この国って闇が深いですわ」

「もういいじゃねえか！　どっちみち、教官来てくれるんだからよ！」

　そんな風に、ブラウンの短髪少年とツインテール少女が話し合っていると。

「あっ、あの、その……でもっ！　わ、私っ、あまり怖い御お方かたは、ちょっと……ッ！」

　緩くウェーブのかかった亜麻色の髪の少女が、怯おびえたように言った。

「何を言ってるんだよ、リネット！　俺達は騎士になるんだろ!?　俺達を鍛えてくれる強つえぇやつなら、誰だって大歓迎だ！　な!?　セオドール!?」

　ブラウンの短髪少年が、そう言って、教室の隅へ言葉を投げる。

「ふん、期待できないね」

　すると、その一角から皮肉げな声が上がった。

　一同の視線が集まるそこには、眼鏡の少年が頰ほお杖づえをついて、明後日あさっての方を向いている。

「剣格は低い、ワケあり……こんな落ちこぼれが集まる〝掃き溜め学級クラス〟に来てくれる教官騎士なんて、まともなやつなわけないだろ」

「……ぐっ。……だ、だがよ……」

　それでも期待を捨てきれない……そんなブラウン髪の少年に。

「ええ、セオドールの言う通り、期待なんてまったくできませんよ」

　壁かべ際ぎわで腕組みしている貴き尾び人ひとの少女テンコが、ふんと鼻を鳴らして言い捨てた。

「なにせその教官騎士の名は、シド゠ブリーツェ。あの《野蛮人》シド卿きょうですから」

「「「「は？　シド？」」」」

　途端、教室中の生徒達が、ぽかんとする。

「ちょ、待て……《野蛮人》シド卿って……あのシド卿……じゃないよな？」

「あはは、そんなの当たり前ですよぉ……なにせ、千年前に亡なくなった人ですし……」

「同姓同名の別人ではありませんこと？」

「やれやれ、あのシド卿の名を名乗るなんて、またなんて面の皮が厚いやつだ」

　それぞれが、それぞれなりに納得しようとしていると。

「残念ながら、その伝説の本人です。先日、千年ぶりに生き返ったらしいので」

　テンコが、ぴしゃりと現実を突きつける。

「「「「…………」」」」

　すると、しばらくの間、教室内を沈黙が支配して。

「はぁあああああああああああああ!?　何じゃそりゃ!?」

「ちょ、アルヴィン!?　そ、それは一体、どういうことですの!?」

　にわかに騒ぎ始めた生徒達の視線が、一斉にアルヴィンへと集まった。

「え、えーと……あはは……どこから話そうかな……？」

　と、アルヴィンが困ったように頰を搔かいていると。

「その話……私も興味ありますわぁ……」

　教室の入り口付近から緩い声が聞こえ、そこに一同の視線が集まった。

　そこには、豪ごう奢しゃな金髪、血のような真紅の瞳、白い肌、息を吞のむような美貌の少女が佇たたずんでいた。アルヴィン達と同じ従騎士スクワイアの正装に身を包んでいる。

　アルヴィン達が目を瞬しばたたかせていると、少女は皆の前で、ふぁと小さく欠伸あくびをし、眠たげな目を擦こすりながら、気の抜けるような声で挨拶した。

「……ふぁ……〝皆さん、いつも通り、おはようございますぅ〜〟」

　すると、アルヴィンは呆あきれたように目を細め、ため息交じりに言った。

「遅刻だよ、フローラ。もうとっくに八時の鐘は鳴ってる」

「あらあら、そうなんですかぁ？　ごめんなさい……私、朝に弱くてぇ……」

「き、騎士を目指す者が、一体、何を吞のん気きなことを言ってるんですかっ!?　あなた、入学以来、ずっとそんな感じじゃありませんっ!?」

　テンコも、のほほんとしたフローラの態度に、両腰に手を当てて苦言を呈する。

「まぁまぁ、二人とも。そいつがそうなのはいつものことだろ？」

「ええ、最も早はや、フローラには、何を言っても無駄かと思いますわ」

　他の生徒達も口々にそんなことを言い始める。

　だが、当のフローラはまったく意に介することなく、ニコニコとマイペースに生徒達の間にやって来て、ちょこんと空いている席につく。

　そして、どこか悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えみながら、手を組んでアルヴィンに話の先を促した。

「……それで？　その噂うわさのシド卿についてなんですけどぉ……？」

「あ、うん。そうだね。先日、僕が暗黒騎士に襲われたのは、皆、もう知っていると思うけど、その時に色々とあってね……」

　やれやれと苦笑しながら。

　アルヴィンはゆっくりと、シドについて語り始めるのであった。




　────。




「ま、マジで、あの《野蛮人》シド卿だってのかよ……ッ!?」

「こ、これは予想外にも程がありますわ……ッ！」

「あわわわ……ッ！　こ、恐こわいよう……ッ！」

　アルヴィンの話が一通り終わると、生徒達が戦々恐々とし始めていた。

「《野蛮人》シド卿……通説では、騎士の風上にも置けぬ外道と言われてるな……」

　眼鏡の少年がやや表情を引きつらせながら、言った。

「ええ、彼の悪辣なる逸話や伝説は、枚挙に暇いとまがありませんわ」

　ツインテール少女も、やや青ざめながら頷うなずく。

「わ、私が聞いた話では……そ、その、シド卿……何の罪もない村の人達を、新しい剣の試し斬りのためだけに皆殺しにしちゃったとか……ッ!?　ひえええ……ッ！」

　亜麻色髪の少女が、ぶるぶる怯えながら逸話を思い出す。

「そんなん、まだ可か愛わいい方だぜ！　俺が聞いた話では、戦場で敵を百人斬りながら、下の剣で捕虜の女を百人斬りしたらしいぜ！」

　ブラウン髪の少年も、ごくりと唾を飲んで言う。

「性豪過ぎるだろ……伝説時代の騎士は化け物か」

　眼鏡の少年も、額に冷や汗を浮かべて呻うめいている。

「ちょ、ちょっと！　皆みんな、失礼だよっ！」

　すると、アルヴィンが頰を膨らませて、抗議を始めた。

「シド卿はそんな人じゃないよ！　本当の彼は騎士の中の騎士なんだから！」

「まーた、始まりましたよ、アルヴィンの妄想が」

　テンコが呆れ果てたように、呟つぶやく。

「なんで、アルヴィンのシド卿像って、そんなに世間一般とずれているんですか？」

「そ、それは……」

　反論せず、押し黙ってしまうアルヴィン。

　そんなアルヴィンを深く問い詰めはせず、テンコはため息を吐つきながら言った。

「まぁ、その話はとりあえず置いておいて……シド卿、遅くないですか？　八時の鐘から結構経たっていると思いますけど。……というか、もうすぐ九時の鐘です」

「そ、そういえば……」

　アルヴィンが小首を傾かしげる。

「うーん……道に迷っているのかな？　この城の中、ちょっとした町みたいに広いから……やっぱり、一緒に来るべきだったかなぁ？」

「どうするんですか？」

　テンコの問いに、アルヴィンが少し考えて、言った。

「仕方ない、召喚しよう」

「召喚？」

　すると、アルヴィンは右手の甲に刻まれた剣の紋章を、皆に見せる。

「イザベラが言うには、今のシド卿は……立ち場的には、僕の使い魔みたいなものらしいんだ。だから、強く念じれば、魔法の力で喚よび出すことができるらしい」

「べ、便利だな……喚んだら来るなんて」

「まるで、騎士にとっての妖精剣みたいな関係ですわね」

「剣が騎士に仕えるように、騎士が王に仕える……と。なるほど、言い得て妙だな」

　すると。

「……ふん」

　生徒達の話に、テンコが露骨に眉を顰ひそめる。

　なぜか、どこまでも不機嫌なテンコに苦笑しつつ、アルヴィンは右手の甲を上にして前へと出し、静かに念じ始めた。

（聖王アルスルが系譜、アルヴィン゠ノル゠キャルバニアがここに希こいねがう──）

　途端、ふわりと、辺りをマナの光が躍った。

　アルヴィンの手の甲に刻まれた紋章が、熱をもって光り始める。ふわふわと躍る光の粒子が床に降り注ぎ、三角形トーラの魔法陣を形成していく。

　そして、次第に、その場に高まっていく、マナの気配。

　一同の眼前で体現される、古いにしえの奇跡。

「お、おぉ……？」

　その場の一同が、固唾を吞んで見守る中。

（《閃光の騎士》サー・シド・ザ・シド卿ブリーツェ……我が呼びかけに応じよ。我が前にその姿を現すべし！）

　アルヴィンは、強く、強く、シドへと呼びかけた。

「──いざ、ここに！」

　その瞬間、床に形作られた魔法陣が、カッ！　と眩まばゆい光を上げて。

　一同の視界を一瞬、真っ白に灼やいて。

　そして──その光が収まると。

「３８４３！　……３８４４！　……３８４５！　……」

　そこには、シドの姿が出現していた。

「……３８４６！　……３８４７！　……」

　シドは、まるで丸太のような鉄の素振り棒で、一心不乱に素振りをしている。

　棒を構え、呼気を整え、気を練り、ゆっくり真っ直すぐ頭上へ振り上げる。

　肩、肘、手首の順に、力を滑らかに流れるように伝導させ、一歩の踏み込み、先鋭なる発気と共に鋭く振り下ろし──残心。

　荒々しくも、どこか洗練された、素振り型を延々と繰り返している。

　シドの素振りは決して作業ではなく、その一振り一振りに凄すさまじい集中が漲みなぎっている。もうどれだけの時間、没頭していたのか、シドの全身には滝のような汗が伝っている。

　その一連の素振りの所作は、まるで舞踊のように美しく、いつまでも眺めていられる。

　だが、唯一にて最大の問題点は……

「……あの、すみません、シド卿……？」

　アルヴィンが申し訳なさそうに声をかけると。

「３９７５！　……、……ん？　アルヴィン？」

　ようやく我に返ったシドが、素振りを止やめ、アルヴィン達を振り返った。

「ここは……？　っと、しまったな。ひょっとして、もう授業時間だったか？」

　シドが額の汗を拭い、軽く呼気を整えながら、言った。

「ははは、悪いな。昔から、何か一つに集中すると周りが見えなくなる性質でね」

「いえ……それはいいんですが、それよりも……」

「何をやっていたかって？　ああ、見てのとおり剣の素振りさ。なにせ、転生召喚の影響か、肉体が随分と貧弱になっててな……少しでも取り戻そうと思ってな」

「いえ……それもいいんですけど……なんで……？」

　アルヴィンが顔を真っ赤にして俯うつむき、肩や拳をぷるぷる震わせて。

　やがて、もう我慢ならないとばかりに叫んでいた。

「なんで、裸なんですかっ!?」

「ん？」

　そう。アルヴィンの指摘通り……シドは一糸まとわぬ全裸であった。

　瘦やせ肉じしながら、一片の無駄なく鍛え抜かれ、まるで古代彫刻のように見事な逆三角形の肉体美が、惜しげもなく一同の前にさらされている。

「…………」

　シドはしばらくの間、自分の姿を見下ろして……

「……素振りするなら裸だろ？　常識じゃないのか？」

「一体、どこの世界の常識!?」

　アルヴィンは顔を真っ赤にして、即、ツッコミを入れるのであった。

　そして──

「こ、こここ、この変質者ぁああああああああ──ッ！」

　テンコが顔を真っ赤にし、目をぐるぐると混こん沌とんに渦巻かせながら、叫ぶ。

　そして、抜刀。床を蹴ってシドへ突進し、左手一本で刺突を繰り出す──

「あ、あ、アルヴィンから離れろぉおおおおおおおおおおお──ッ！」

「……おっと？」

　──が。シドは、迫る切っ先をひょいと左手の指先で摘つまみ、流れるように右へ体たいを捌さばいて、刺突の軌道を外す。

　同時に、右手でテンコの後ろ首を引っ摑つかみながら足払いをかけ、テンコの身体からだをぐるんと巻き込むように床へ引き倒して──テンコへ馬乗りになる。

「きゃんっ!?」

　仰あお向むけに転がされて小さく悲鳴を上げたテンコの両手両足を、シドは己の両手両足で押さえ、テンコの動きを完全に封殺してしまう。

「しまった。つい、戦場組み手術レスリングを披露してしまった」

　シドは組み敷いたテンコを見下ろしながら言った。

「だが、テンコ。危ないだろ？　いくらなんでも、いきなり斬りかかるのはよくない。相手が俺じゃなかったら、大怪け我がを……」

　そして、実に常識的で、もっともな説教を始めようとするが。

「キャ──ッ!?　嫌ぁあああ──ッ!?　た、たた、助けてぇえええええ──ッ!?」

　全裸の男に組み敷かれて身動きの取れないテンコは、それどころではない。涙目で半狂乱になって首をブンブン振りながら、バタバタ暴れるしかないのであった。

「あの……やめてあげてください……」

　そんな二人を前に、アルヴィンはため息を吐きながら、肩を落とすしかなく。

　生徒達は──

「あ、あれが、伝説のシド卿きょうですの……ッ!?」

「ゴクリ……この時代に召喚されて、さっそく女を押し倒すとは……え、英雄色を好むとはよく言ったもんだぜ……ッ!?」

「嫌ぁあああ〜っ！　あの人、ただの変態の性犯罪者さんですよぉ!?」

「この分じゃ、〝戦場で敵を百人斬りながら、下の剣で女を百人斬りした〟という逸話も、案外、実話なのかもしれないな……」

　もう好き勝手言いたい放題であった。

　そして、そんな混沌の光景を前に。

「うふふふ……シド卿って、なんだか面白い人ですね〜」

「はぁ、フローラ……君は相変わらずマイペースだね……」

　動じずにこにこ微ほほ笑えむフローラに、アルヴィンは呆あきれたようにそう返すのであった。
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第三章　妖精界









　この世界には、人や動物といった物質的な生命が生きる《物質界》と、妖精や妖魔といった概念的な生命が生きる《妖精界》という二つの世界が存在する。

　その《物質界》と《妖精界》の二つの世界は、隣り合わせの関係でもあり、重ね合わせの関係でもある。いわば《妖精界》とは、この世界の裏側と言っていい。

　通常、その二つの世界は表裏の関係でありながらも、《帳とばり》と呼ばれる境界によって隔てられ、入り混じることはない。

　だが、この世界には、この《帳》があやふやで、《物質界》と《妖精界》が入り混じる場所──《融界》が、多々存在する。実は、王都キャルバニアが存在するこの地も、かつてはそんな二つの世界が入り混じる《融界》であった。

　キャルバニア城は、まさにこの入り混じる《物質界》と《妖精界》を線引きするために建造された魔法建造物であり、城自体が《帳》の役割を果たしている。

　それゆえに、この城には、あちこちに《妖精界》への多様な〝入り口〟が存在する。

　今、シド達が前にしている、城の中庭の池もその一つだ。

　そこに存在するだけで一種の境界を生み出す水は、もっともポピュラーな異界への入り口なのである。

「さて」

　騎士装束を纏まとったシドが、噴水池の中へ飛び込む。生徒達もそれに続く。

　ばしゃん！　と水柱を上げて、シド達の身体が暗い水の中へと沈み込んでいく。

　目を開けて見れば、下の方に光が見える。

　身体の上下を反転させ、その光を目指して深く潜っていく。

　すると、下へ潜っているはずなのに、明るい水面が徐々に眼前に近付いてくる。

　その水面から手を出し、水辺のへりに手をかけて、ぐいっと水上へ顔を出すと。

　周囲の風景はガラリと様変わりしていた。

　巨大な城の姿は噓うそのようにない。池の周辺には、小さな野原が広がり、それを取り囲むように、陽光に輝く緑の樹海が広がっている。

　ぷんと香る緑と土の匂い。鳥のさえずり、風のそよぎが梢こずえを揺らす音。野原には色とりどりの花が咲き乱れ、小さな花妖精達が、草花の陰からこちらの様子を窺うかがっている。

　池から上がると、身体もなぜか濡ぬれていない。何もかもが不思議な空間だ。

「やれやれ、久しぶりだな、ここに来るのは」

　妖精界・第一層《陽光ノ樹海》。

　キャルバニア王立妖精騎士学校の訓練場の一つであった。

　──そんなこんなで。

「というわけで、俺が今日からこのブリーツェ学級クラスの教官騎士を務めることになった、シド゠ブリーツェだ。ま、これからよろしく頼む」

　整列する生徒達を前に、シドが改めて挨拶した。

「というかさ。この学級クラス、なんで俺の名前がついているんだ？」

「あー、その、それは……色々理由があって……説明すると長くなるというか……」

　シドの疑問に、アルヴィンは曖昧に答えた。

「ふうん？　まぁいいや。とにかく、色々あって、これから俺は、従騎士スクワイアであるお前達を一人前の騎士として鍛え上げる……そのつもりだ」

　特に追及することもなく、シドは一同を真っ直ぐ見て、真摯に続ける。

「生前、俺は戦うことしか能がなかった男だ。王に剣を捧ささげ、王の剣で在り続けた。その有り様は、常人から見れば酷ひどく歪ゆがんだものだったことだろう。だが、そんな生を全うした俺だからこそ、お前達に教えられる。戦う力、戦う意味、そして──怖さを」

「…………」

「騎士の──〝その力は善を支える〟。悪鬼に堕おちても為なさねばならぬことがある。騎士になるとはそういうことだ。それでも、お前達がただの悪鬼に堕ちることなく、己おのが剣に意味を見み出いだせるよう、俺は全力で指導しよう。力だけではない騎士の魂をな。教練内容は辛つらいかもしれないが、どうかついてきてくれ。よろしく頼むぜ」

　そう、威風堂々と演説をしているシド。

　だが、アルヴィンがちらりと生徒達を見ると。

「「「「…………」」」」

　フローラを除いた全員が、穢けがらわしい性犯罪者を見るような目でシドを見ていた。

「ふっ、駄目か。まぁ、そんな気はしてた」

「そりゃそうですよ。誤魔化しきれると思ってるんですか？」

　清すが々すがしいどや顔のシドに、とみに不機嫌そうなテンコが律りち儀ぎに突っ込む。

　どうやら、アルヴィンの期待とは裏腹に、シドの教官騎士としての威厳や信頼は、さっそく地の底へと落ちているようであった。

「え、ええと……前途は多難ですけど、さっそく教練を開始しませんか？」

　アルヴィンはそうシドを促しつつ、改めてブリーツェ学級クラスの仲間達を見回す。

　幼なじみであり、親友でもある貴き尾び人ひとの少女テンコ。妖精剣は、刀。

　ふわふわとした独特な雰囲気がある少女フローラ。妖精剣は、長剣ロング・ソード。

　いかにもお嬢様な、ツインテールの少女エレイン。妖精剣は、片手半剣バスタード・ソード。

　お調子者そうな、ブラウンの髪の少年クリストファー。妖精剣は、大剣クレイモア。

　小動物のようにおどおどした、亜麻色の髪の少女リネット。妖精剣は、槍やり。

　いかにも性格キツそうな、眼鏡の少年セオドール。妖精剣は、小剣ショート・ソード。

　アルヴィン自身を含めて、合計七人。

　見た目も、得物もバラバラな、個性派の生徒達が揃そろっていた。

「さて、教練といっても何から始めるか。えーと、俺の従騎士スクワイア時代は……」

　アルヴィン達を前に、シドが何かを考え込むように腕組みしていると。

「その前に、あなたの力を見せてくださいよ、シド卿」

　後方から、いかにも挑戦的な声が上がった。

　発言者は当然のようにテンコであった。腕組みをして挑発するように言う。

「私達は騎士になるため、二年後の〝最終試練〟を突破する力をつけなければならないんです。ただでさえ、この学級クラスは色んなハンデがあります。もし、あなたの教練より自主訓練の方がマシだったら、あなたに付き合っている暇はないんですから」

「ちょっと、テンコ！　そんな失礼なこと──」

　慌ててアルヴィンがテンコを宥なだめるが、テンコはまったく引かずに言った。

「あなたの妖精剣と、その妖精魔法……見せてくださいませんか？」

　すると、そこは皆、興味があったのだろう。

　アルヴィン以外の全員が、興味津しん々しんといった感じでシドへ聞いていく。

「そうですわね、まずはそこを知りたいですわ」

「は、はいっ！　騎士の力は、妖精剣の力と言っても過言ではないですからねっ！」

「教官は伝説の騎士なんだろ!?　最強の妖精剣、持ってるに決まってるぜ！」

　大はしゃぎしはじめる生徒達。

　シドの妖精剣と、その妖精魔法……それはアルヴィンも気になるところであった。

（先日の暗黒騎士との戦いでは、なぜか使わなかったし……うん、せっかく教官になってくれたんだし、一度でいいから見てみたいな……）

　アルヴィンや生徒達が、期待に満ちた目でシドを見つめていると。

　シドは堂々と言った。

「ん？　妖精剣？　俺にそんなもんないぞ？」

「「「「は？」」」」

　生徒達の目が点になる。

「……へ？」

　アルヴィンもぽかんと口を開ける。

　そんな生徒達へ、シドは肩を竦すくめながら続けた。

「や。お前達も妖精剣を持つ騎士なら知ってるだろ？　騎士は《湖畔の乙女》の導きによって、《剣の湖》で自分だけの妖精剣を授かる……そうだろ？」

「え？　あっ、はい……わたくし達も、このキャルバニア王立妖精騎士学校へ入学時に、《剣の湖》で妖精剣を授かりましたわ」

「あ、ああ……そうだよな。《剣の湖》の底に眠る妖精剣達に呼びかけて、応じてくれた剣と契約をかわすんだよな。俺もやったぜ」

「で？　それがどうしたっていうんですか？」

　ジト目のテンコの視線に、シドが肩を竦めて応じた。

「俺、剣に全フラれしてんだ」

「「「「…………」」」」

　絶句する生徒達。

「え？　それって、どの剣も、シド卿に応じてくれなかったってことですか？」

「いやぁー……教官、さすがに冗談っすよね？　どんなヘッポコ騎士でも、一振りくらいは応じてくれる剣がいてくれるはずで……」

「全フラれだ。俺に応じてくれる剣は一振りもなかった。ふっ、モテない男はツラい」

　シドがおどけて、冗談めかしてそんなことを言うが。

「「「「…………」」」」

　生徒達は、ドン引きでそんなシドを眺めている。

　そして、さしものアルヴィンも動揺と目め眩まいを抑えきれなかった。

（う、噓……この間の暗黒騎士との戦いでは、何か理由があって、あえて妖精剣を使わなかっただけだと思ってたんだけど……ッ！）

　まさかの妖精剣なしの騎士である。予想外にもほどがあった。

「え、ええーと……教官？　妖精剣がないって……じゃ、じゃあ、どうすんすか？」

「騎士が妖精剣を持たずに、一体、どうやって戦うおつもりですの……？」

　同じく呆あきれたような生徒達が次々と投げかける問いに。

「ん？　どうするも何も……別に妖精剣なんて必要ないだろ？」

　シドは堂々と胸を張って宣言する──

「なにせ、俺自身が剣だからな」

　──そんな意味不明なことを。

「「「「…………」」」」

　生徒達は再三、絶句するしかなかった。

　妖精剣の力こそが騎士の力。それがない騎士に一体、何の価値があるというのか？

　その時、アルヴィンを除く彼らの胸裏は、見事なまでに一致していた。

　即すなわち──〝あ、駄目だわ、コイツ〟。

「ふんっ！　付き合ってられませんね！」

　真っ先に我に返ったテンコが、ふんと鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

「妖精剣を持ってないなんて、とんだ伝説の騎士様です！　もういいです！　私達は今まで通り、自主訓練でやりますので、どうかお帰りください！」

「な、なんてこと言うのさ、テンコ！」

　すると、そんなテンコをアルヴィンが諫いさめるように言った。

「シド卿きょうは妖精剣を持ってなくたって、凄すごく強いんだよ!?」

「そ、そんなはずはありません！　アルヴィンも知っているでしょう!?　騎士の強さは妖精剣の強さです！」

「それはそうだけど……」

　アルヴィンがちらりとシドを流し見ながら、言った。

「でも……僕、話したよね？　シド卿は、その騎士の強さであるはずの妖精剣なしで、僕を殺そうとした暗黒騎士に勝ったんだよ？　圧倒的に」

「「「「──ッ!?」」」」

　途端、それを聞いた生徒達の顔に驚きょう愕がくの表情が浮かぶ。生徒達も知っているのだ。オープス暗黒教団の暗黒騎士達が、皆、恐るべき凄腕の集団であることを。

　光の妖精神エクレールの眷けん属ぞく由来の、赤、青、緑の妖精剣を振るうキャルバニア妖精騎士団とは違い、暗黒騎士達は闇の妖精神オープスの眷属由来の、黒の妖精剣を振るう。

　その威力と能力は悍おぞましくも強力無比であり、もっとも下位の暗黒騎士でも、並の妖精剣持ちの騎士では太刀打ちすらできないほどの武を持つとされている。

　だというのに……

「……あのオープス暗黒教団の暗黒騎士に……勝った……？」

「う、噓うそだろ……？　妖精剣もなしに一体、どうやって……？」

　生徒達の奇異の視線が、シドへと集まっていく。

「わかったよね？　たとえ、妖精剣がなくても、シド卿は伝説時代の騎士なんだ。僕達が学べることはきっとあるはずだよ！」

　アルヴィンがどこまでも信頼しきったように、シドを弁護していると。

「ふ、ふんっ！　たまたまその暗黒騎士がもの凄く弱かったか、あるいは油断していただけなんじゃないですかっ!?」

　どこまでも、テンコが食い下がり、そして、鋭い目でシドを睨にらんだ。

「何度だって言います！　騎士の強さは基本、妖精剣の強さ！　そうですよね!?」

「まぁ、否定はしない。俺の時代でも、強い騎士は大抵、妖精剣持ちだったしな」

　テンコにやたら睨まれるシドが、やれやれと頭を搔かく。

　すると、テンコが我が意を得たりと説明を始めた。

「妖精剣はその名の通り、妖精達が剣の姿へと化身したもの。人の良き隣人グッド・フェロー達が、人のためにあれかしと願い、剣となってくれた存在です。

　あらゆる命や物質を形作る力──マナ。妖精はそのマナが自我を得た存在。つまり妖精剣とは、強大なマナの塊と言っても過言ではありません。

　ゆえに、妖精剣からマナの供給を受けることで、その使い手は比類なき身体能力強化と頑健さ、自己治癒能力を獲得しますし……」

　テンコがちらりとシドの腰に下がる剣を見やる。

「シド卿。腰のそれ……抜いて構えてもらって良いですか？」

「ん？　いいぞ。こうか？」

　シドが剣を抜き、それを片手で構える。

　その剣は、この城で支給されたもの。良質だが、なんの変哲もない鋼の長剣だ。

　すると、テンコは腰の鞘さやから、妖精剣の剣銘を宣言しながら、しゃらりと抜いた。

「赤の妖精剣──《紅月》」

　テンコの妖精剣は、緩く湾曲した刀だ。

　十字鍔つばや柄つかの設しつらえ、装飾は西方の意匠だが、その刀身の鍛え肌や造形は、東方の打刀そのものだ。刀身に浮かぶ淡い刃紋はまるで揺らめく炎のようだ。

「ほう？」

　その美しさに、見とれるシドの前で。

「燃えよ剣バーンニツグ」

　テンコが古妖精語で剣へ語りかけると、刃が赤く赤熱し、刀身に炎が燃え上がる。

　そして、小さな気合いと共に、刀を無造作に振るった。

　パキン！　テンコの刀とぶつかったシドの剣は、あっさりと焼き斬り飛ばされていた。

「あららー、もったいない」

「赤の妖精魔法【焰ほむら太た刀ち】です。……フン、これでわかったでしょう？」

　テンコが刀を一振りして炎を払い、流れるような手つきで鞘の中へ滑り込ませる。

「妖精剣の使い手は、強力な妖精魔法が使えます。その前に、普通の武器は歯が立ちません。妖精剣には妖精剣でしか対抗できない。だから、妖精剣こそが騎士の強さ」

　チン……完全に鞘に収まるテンコの刀。

　そして、テンコはシドを強い拒絶の意志の宿る目で突き刺して、続けた。

「私達はどうしても騎士になりたいんです。ゆえに、より妖精剣に習熟し、より強い妖精魔法を使えるようになりたいんです！　なのに、教官が妖精剣を持ってないなんて！」

「…………」

「いくら強くたって、あなたから学べることなんかありません！　帰ってください！」

　テンコがそう鋭く叫ぶ。

　アルヴィンは、おろおろしながら、シドと生徒達を見比べる。

　そして──

「そ、そうだよな……さすがに妖精剣を持ってないんじゃなぁ……」

「そもそも、妖精剣なしで強いなんて……ちょっと信じられませんわ」

「だよな……なんか、その暗黒騎士を倒したという話も疑わしく思えてくるぜ……」

「アルヴィン……まさか、作り話を……？」

　次々と生徒達が残念そうにテンコへ同調していく。

　テンコの言っていることが、何も間違っていないからだ。

　生徒達は皆、より強くなるために強い妖精魔法を取得したいのだ。ゆえに、妖精剣のプロフェッショナルに教えを乞いたいのだ。

　なのに、このブリーツェ学級クラスにはそれを教える教官がいない。上層部の嫌がらせで、まともな教官を今まで誰も回して貰もらえなかったからだ。

　そして、やっと来てくれた教官は、妖精剣なしの騎士。

　やっぱり、この人じゃ駄目だ……生徒達の胸中が一致しかけた、その時だった。

「ははははははは！」

　なぜか、シドが心底愉快そうに笑い始めたのだ。

　何事かと生徒達の視線が集まる中、シドはおかしそうに言った。

「強くなりたいだって？　お前達、本当に強くなりたいのか？　あっははははは！」

「な、何がおかしいんですか!?」

「いや、何、だってさぁ？」

　目を怒らせて凄んでくるテンコへ、シドは大笑いしながら煽あおるように返す。

「お前達さ、〝私達は妖精剣におんぶに抱っこです！　もっとおんぶに抱っこしてもらう方法が知りたいです！〟って堂々宣言してさぁ？　騎士として恥ずかしくないのか？」

「「「「〜〜ッ!?」」」」

　そんなシドの指摘に、生徒達の表情が凍る。

「な、何度言えばわかるんですか!?　妖精剣が騎士の強さだと説明したでしょう!?」

「否定はしない。だが、お前達に限っては、妖精剣っていう、ちょっと強い武器をオママゴトで振り回してイキがってるだけだ。馬鹿馬鹿しい」

　そんな風に、呆れたように肩を竦すくめるシドの言葉に。

「お、オママゴトですって……？」

　テンコが顔を真っ赤にして、ぶるぶると震え始める。そして──

「取り消してください……ッ！　取り消せぇ──ッ！」

　激情に任せて剣を抜き、シドへと斬りかかろうとして──

「ま、待って、テンコ！　ちょっと落ち着いてよ！」

　アルヴィンが慌てて、そんなテンコを背後から羽交い締めにして押さえつける。

「離してください！　この人はッ！　この人だけは許せません！　知らないくせに！　私がどんな気持ちで騎士を目指しているか、何も知らないくせに──ッ！」

　何が逆げき鱗りんに触れてしまったのか、すっかり頭に血が上ったテンコが、耳と尻尾をピンと立て、涙目で犬歯を剝むき出しにしながら、シドを睨み付ける。

　だが、シドはそんなテンコを面白そうに流し見ながら、とある言葉を突きつけた。

「なぁ、テンコ。一つ聞いていいか？」

「なんですか!?」

「お前の妖精剣の剣格は？」

「な……ッ!?」

　その瞬間、稲妻に撃たれたようにテンコが固まった。

「お前達が、どうして騎士になりたいかは問わん。だが、妖精剣に頼りきる限り、妖精剣よりは強くなれんぞ？　剣格がそのまま、お前達の騎士としての限界だ」

　テンコの表情が怒りから一変、みるみるうちに打ち拉ひしがれたような表情となる。呆ぼう然ぜんと放心して俯うつむき、その耳や尻尾がくたりと力なく垂れてしまう。

　その言葉は、周囲の生徒達にも響いたのか、皆一様に押し黙ってしまう。

「じゃ、じゃあ……ッ！　だったら……ッ！」

　やがて、テンコは何かを嚙かみ下すように歯嚙みをして顔を上げ、今にも喰くらい付かんばかりの目で、シドへ剣を構えた。

「そこまで仰おっしゃるなら、お手合わせ、お願いします！」

「ん？　手合わせ？　なんでだ？」

「当然でしょう!?　ここまで私達を侮辱したんです！　ならば、見せてくださいよ、妖精剣なしでそんな大口叩たたける、あなたの強さのほどを！　決闘です！」

　そんなテンコの宣言に、その場の一同の間に緊張が走る。

「テ、テンコ……君は一体、何を……ッ!?　ダメだよ、そんなの！」

「アルヴィンは黙ってください！　こんなにバカにされて引っ込んでいられません！　さぁ、構えてください！　先に一撃入れた方が勝ちです！」

　剣を構えるテンコ。その剣先の前に悠然と佇たたずむシド。

　その場の生徒達は、ハラハラとしながら、ことの成り行きを見守っている。

　だが、同時に、ある種の期待もあったのだ。

　アルヴィンが連れて来た、シドという男。噓か誠か、伝説時代最強の騎士と謳うたわれた男であり、暗黒騎士をも一蹴したという男。

　もし、それが真実ならば、このテンコとの一戦で全てが明らかになる──

　──のだが。

「ふぁ〜」

　シドは、そんな生徒達の期待の梯子はしごを外すように大欠伸あくびをして。

　ひょいっと跳んだ。

「え!?」

　シドは頭上の遥はるか高い位置にあった木の枝を摑つかみ、くるんと勢いを付けて、片手で逆上がりし、その枝の上に寝そべる。そして、こんなことを言った。

「寝る。お前達、今日のところはいつもの訓練を適当にやってろ」

「な──……」

　一瞬、何を言われたかわからないといった顔で、テンコが呆ほうけ……

「な、なななな、なんですか!?　逃げるんですか!?　バカにしてるんですか!?　降りてきなさいッ！　勝負ですっ！　勝負、勝負、勝負ッ！」

「いや、勝負っつっても、先に一撃入れるまでだろ？　じゃ、無理だ。今のお前じゃ弱すぎて下手したら殺しちまう」

　シドが心底申し訳なさそうに、頭を搔いてそう言った。

　そこに侮蔑の意図がまったくないだけ、余計に腹立たしい言葉であった。

「はぁ!?」

「悪いな……手加減っつっても、限度があるんだ。本当にすまん」

「ふ、ふ、ふざけるなぁあああああああ──ッ！　ムキィイイイイ──ッ！」

　テンコは顔を真っ赤にして吠ほえるが、当のシドは……

「ぐがー……ぐがー……ぐがー……」

　早速、寝息を立てていた。テンコなど、完全に眼中にないといった感じである。

　こんなシドの対応に、なんとも言えない微妙な視線で、シドとテンコを見守る生徒達。

「はぁ……前途は多難だなぁ……」

　そんな様子に、アルヴィンはため息を吐つくしかないのであった。




　────。




「グルォオオオオオオオオ──ッ！」

　迫る、迫る、迫って来る。

　影のように真っ黒な犬の妖魔──黒妖犬ブラックドッグが、その血に飢えた赤眼を爛らん々らんと輝かせ、野性的な肢体をしなやかに躍動させ、放たれた矢のごとき速度で迫って来る。

　その鋭き牙と爪を獲物の喉元へ届かせんと、一気に跳躍し──

「はぁああああああ──ッ！　燃えよ剣バーンニツグッ！」

　それを迎え撃つテンコが、裂れっ帛ぱくの気迫と共に動いた。

　影走るような踏み込み、霞かすみ動く手、華麗に連動して横回転する上半身。

　抜かれる刀が鞘さやを走り──爆発的に加速。横一文字の軌跡は音速に達する。

　居合い抜き。東方の剣技だ。

　そこに赤の妖精魔法【焰ほむら太た刀ち】が乗り、剣の軌跡が紅ぐ蓮れんに燃え上がる。

　炎えん刀とうは、放たれた矢のように迫り来る黒妖犬ブラックドッグを正確に捉えて、上下に両断し──

　黒妖犬ブラックドッグは断末魔の吠え声を上げて、黒い霧のような物に分解されて、消滅していく。

　その刹那、右方から襲いかかるもう一体の黒妖犬ブラックドッグ。

　その牙がテンコの喉元へと迫り──

「……ふっ！　爆ぜて砕けイクスプラッド！」

　テンコが古妖精語で剣に語りかけつつ、左足を軸に回転。牙に自身の刃やいばを合わせる。

　刃と牙、それが嚙み合った瞬間──爆発。

　刃から零距離で唐突に発せられた爆炎と爆圧が、黒妖犬ブラックドッグを容赦なく吹き飛ばす。

　赤の妖精魔法【爆剣】──刃に触れた相手を一方的に爆破する妖精魔法だ。

　全身に火の粉を纏まとったテンコが油断なく残心する。

　その手に握るは赤の妖精剣。剣からは、マナが絶えずテンコへ供給され、マナが充実する身体からだは羽のように軽く、感覚は研ぎ澄まされている。

　だが──

「ああもう、なんなんですかっ！　あの人はっ!?」

　テンコの心は先ほどから、ただひたすらにささくれ立っていた。

「ほらほら、落ち着いて、テンコ」

　びゅう！　アルヴィンが全身に激しい風を纏って、猛速度で突進──そのまま刺突を鋭く繰り出す。

　アルヴィンの刺突は、それを避よけきれなかった黒妖犬ブラックドッグの横腹を穿うがち、また一匹、黒い霧のような物に分解されて、消滅していく。

　アルヴィンがその手に握るは、緑の妖精剣。

　そして、今の魔法は、激しい追い風で自身を加速する、緑の妖精魔法【疾風】だ。

「この辺に強い妖魔はいないけど、そんな調子じゃ後れを取っちゃうかもよ？」

「うぐぐぐ……」

　現在、アルヴィン達は、第一層の樹海で、いつものように妖魔狩りを行っていた。

　妖精剣のように、人の〝良き隣人グッド・フェロー〟として力を貸してくれる妖精達もいれば、人に牙を剝むき、仇あだを為なす〝悪しきアンシーリィ・魑魅魍魎コート〟となった妖精達も存在する。

　それが、妖魔と呼ばれるモノ達だ。

　妖精界が妖精の住すみ処かであるならば、当然、妖魔の住処でもある。

　放っておけば、いずれ物質界に進出して人を襲う妖魔達を定期的に掃討し、それを未然に防ぐ……これもまた、騎士達の重要な仕事だ。

　階層深度が上がるほど、出現する妖魔も指数関数的に強力になっていくが、正式な騎士叙勲前である生徒達が任されるのは、主に妖精界第一層。危険度は高くない。

　と言っても、妖精剣を持たない一般人にとっては、第一層の低級妖魔ですら、出会った瞬間に死を覚悟せねばならない危険な存在だ。決して油断できる相手ではないが……

「さすがに、もう第一層の相手に後れを取ることはありませんね」

　テンコが息を吐きながら、周囲の樹海を見渡す。

　見れば、同じように黒妖犬ブラックドッグを掃討する、ブリーツェ学級クラスの生徒達がいた。

　クリストファー、エレイン、リネット、セオドール、フローラ……皆、妖精剣と妖精魔法を振るい、特に危なげなく黒妖犬ブラックドッグを一匹、また一匹と葬ほうむり去っている。

　やがて、アルヴィン達の前に現れた黒妖犬ブラックドッグの群れはすっかり掃討し尽くされ、その場に平穏が訪れていた。

「こっちは終わったぜ、アルヴィン」

「こっちもですわ」

　クリストファーとエレインが悠然とやって来る。

「ひ、ひええ……こ、恐こわかったぁ……」

「ふん」

「あらあら〜、皆さん、お疲れ様〜」

　リネット、セオドール、フローラもそれぞれの担当を終えて、戻って来る。

「よし。じゃあ、皆。戦いずくめで疲れたよね？　しばらく休憩しよっか」

　学級クラス長でもあるアルヴィンが、近くの切り株に腰かけて、そう提案すると。

「ああ……そうだな」

「ええ、そうですわね」

　生徒達はどうにも歯切れ悪く、そう答えて押し黙った。

「どうしたの？　皆」

　アルヴィンが不思議そうにそう聞くと。

「いや……その、なんだ……」

「わたくし達……この調子で本当に強くなれるんでしょうか？」

　アルヴィンは、皆がなぜ、こう沈みがちなのか理解した。

〝剣格がそのまま、お前達の騎士としての限界だ〟。

　恐らくはさっきのシドの言葉が、心の中で尾を引いているのだ。

　そう、全員、薄々気付いているのだ。今のまま修行を続けても、恐らく自分達は──

「な、何を言ってるんですかっ!?」

　すると、そんな弱気に陥った生徒達を、テンコが叱しっ咤たする。

「私達、今までずっと、皆で一緒に頑張ってきたじゃないですか！　最初は苦戦していた第一層の妖魔達も、最近は随分と楽に倒せるようになりました！　このまま、修行を続ければ、きっと私達だって、もっと強く──」

「ならないぞ？」

　テンコの熱っぽい言葉へ、冷や水を浴びせるような言葉が降ってくる。

　見上げれば。いつの間に来たのか、シドが頭上の木の枝に足を組んで腰かけ、林りん檎ごをかじって、生徒達を見下ろしていた。

「やっぱ、お前達は今が限界だ。このままじゃこれ以上は強くならん。諦めろ」

「シド卿きょう……ッ！」

　テンコが顔を真っ赤にして、シドを憎々しげに見上げる。

「いい加減なことを！　あなたに一体、何がわかるっていうんですか!?」

「わかるんだよ。さっきまでのお前達の戦いを見て確信した。剣技はまだまだ研けん鑽さんの余地があるが、妖精剣を振るう騎士としては頭打ちだよ」

「やっぱり、バカにしてるんですね……ッ!?」

　嚙かみ付くように、憎々しげに、シドを睨にらみ付けるテンコ。

　だが、意外にもシドは──

「いや、むしろ感心してるぞ？」

　にっと屈託無く笑いながら、そんなことを言った。

「え？」

「妖精剣におんぶに抱っことはいえ、全員よくもまぁ、独力でそこまで練り上げた。お前達、どうやら本気で騎士になりたかったんだな。特に……」

　シドがじっと、テンコを見下ろす。

「な、なんですか？」

「テンコ。妖精魔法はともかく、お前の剣技は美しい。ここまで美しい剣技を振るう者は伝説時代にもそうはいなかった」

　不意に、シドが心から感心したように言った。

「ふぇっ!?」

「剣技には想おもいが映るんだよ。恐らく、何か大事なものを守るために強くなる……ただその一念で、お前はずっと必死に鍛え上げてきたんだろ？　雨の日も、風の日も。ふっ……素直に惚ほれたぜ、お前の剣にな」

「な、な、な……ッ!?　ほ、惚れぇ……ッ!?」

　顔を少し赤らめて慌てるテンコを余よ所そに。

　シドは、食べ終わった林檎の芯をぽいと捨て、木の上で横になり、再び目を瞑つぶる。

「シド卿？」

「また、寝る。お前達の実力と課題は大体わかった。今日は第一層で適当にやってろ。明日から色々教えてやるさ」

　アルヴィンの問いかけに、シドはそんなことを無責任に言い捨て、あっという間にまた寝入ってしまうのであった。

「な、な、なんなんですか、あの人は……ッ!?」

　頭上から降ってくるいびきに、テンコが歯ぎしりする。

「何を考えてるのか、全然わかりませんっ！　そもそも教えるって何を!?」

「うーん……？」

　その意見に関しては、さすがに同感らしく、アルヴィンも言葉を濁す。頭上で吞のん気きに寝息を立てるシドを、なんとも複雑な面持ちで見つめるしかないのであった。

「で？　これからどうしますの？」

　と、そんなアルヴィンにエレインが問う。

「今日はこのまま、この第一層で妖魔掃討を続けるつもりですの？」

「そうだね、どうしようか……」

　アルヴィンが休憩後の訓練方針を考えていた……その時であった。

「やれやれ、ぎゃーぎゃーうるさいな。〝掃き溜だめ学級クラス〟は、相変わらずだな？」

　人を小馬鹿にしたような声が、背後からアルヴィン達へと浴びせかけられた。

「君達は……」

　アルヴィンが振り返って見れば、金髪の少年を先頭に従騎士スクワイアの生徒が数名、ぞろぞろと樹海の奧から現れていた。

　ただ、胸につけている徽き章しょうがアルヴィン達の竜の紋章とは違う。獅し子しの紋章だ。

「げっ!?」

「ちっ……デュランデ学級クラス……ッ！」

　たちまち、ブラウン髪の少年クリストファーや、セオドールが警戒し、身構える。

　アルヴィン達が使う、光の妖精神エクレールの妖精剣には、三色の属性がある。

　即すなわち、熱や炎を司つかさどる《火》──赤の妖精剣。

　即ち、水や変化を司る《水》──青の妖精剣。

　即ち、大自然の力を司る《木》──緑の妖精剣。

　キャルバニア王立妖精騎士学校は、新設のブリーツェ学級クラスを除けば、それぞれの剣の色ごとに、三つの学級クラスが伝統的に存在する。

　赤の妖精剣の使い手達で構成される、デュランデ学級クラス。

　青の妖精剣の使い手達で構成される、オルトール学級クラス。

　緑の妖精剣の使い手達で構成される、アンサロー学級クラス。

　そして、それぞれが妖精騎士団内部の、デュランデ公爵家派閥、オルトール公爵家派閥、アンサロー公爵家派閥を形成している。

　攻撃的な妖精魔法を得意とする赤の妖精剣のデュランデ学級クラスは、三つの伝統学級クラスの中でもっとも武闘派の学級クラスだ。

「しかし、アルヴィンよぉ？　お前、いつまで剣格の低い落ちこぼれ共集めて、お山の大将を気取ってるつもりだぁ？　ま、お前自身、剣格の低い落ちこぼれだもんなぁ？」

「……ガト！」

　金髪の少年──ガトの言葉に、アルヴィンが鋭い表情で睨み返す。

「お前ら下級剣格にしか選ばれなかった連中、本来ならどこの学級クラスにも入れねえ。一般兵科行きなんだが……お前、ブリーツェ学級クラスなんか新設しやがったからなぁ？」

「そこまでして騎士叙勲を受けて、この国の王様になりたかったかい？」

「そんなに王様になりたいなら、大人しく三大公爵家の誰かに取り入って、お情けで学級クラスに入れてもらえばよかったのにねぇ？」

「クスクスクス……かっこ悪ぅい！」

　ガト以下、デュランデ学級クラスの生徒達の侮蔑や嘲笑が、次々とアルヴィンを襲うが。

「…………」

　当のアルヴィンはただ、黙ってそれを受け入れているだけだ。

「くそっ……言いたい放題言いやがって……」

　そして、ブリーツェ学級クラスの生徒達もその屈辱に耐えるばかりであった。反論は何もできなかった。もし、この場でデュランデ学級クラスと乱闘になっても勝ち目がないからだ。

　妖精剣には、高い順に、神霊位アツィルト、精霊位ベリアー、威霊位イェツェラ、地霊位アッシャーの剣格が存在する。

　当然、剣格が高いほど、強大な力を持つ古き妖精が化身した強力な剣となり、扱える妖精魔法の威力も強力なものになっていく。

　だが、自分がどの剣格の剣に選ばれるか、それはもう、本人の先天的な資質と相性でしかない。そして、剣格の差は基本、絶対的な壁だ。

　そして、三つの各伝統学級クラスに入れる条件は、威霊位イェツェラ以上の剣を持つこと。

　ブリーツェ学級クラスは、入学試験時に地霊位アッシャーの剣に選ばれ、足切りにあってしまった落ちこぼれ達の受け皿であったのである。

「おっと、お前達とおしゃべりしてる暇はないんだった。俺達はこれから二層で妖魔退治があるからな。それに、今日は三層の触りを少し試してみることにもなってんだ」

「二層？　それにもう三層だって？」

　アルヴィンが驚きに目を瞬しばたたかせる。

　妖精界は階層が一つ上がるごとに、出現する妖魔の強さが指数関数的に上昇する。

　そして、第三層の妖魔と戦えれば一人前の騎士とも言われている。つまり、第一層で手一杯な自分達と、ガト達の間では、すでにそれだけの差があるということだ。

「ああ、そうさ。ま、俺達なら余裕さ。なにせ──今、ここにいる面メン子ツは全員、精霊位ベリアーの連中ばっかだからなぁ？」

　ガトは自身の斧おのの妖精剣を見せつけ、小馬鹿にするように笑った。

「ははは、お前ら地霊位アッシャーの雑ざ魚こどもは、この第一層で、いつまでもよろしく仲良くやってりゃいいさ。じゃーな！」

　そう言い捨てて。

　ガト達、デュランデ学級クラスの生徒達は樹海の奧へと向かっていくのであった。

「…………」

　それを見送ったアルヴィンは、やがて、はぁとため息を吐つく。

　そして、改めて自身の妖精剣を抜き──まじまじと見つめた。

　緑の妖精剣《黎れい明めい》──妖精剣格・地霊位アッシャー。

　そう、地霊位アッシャー。キャルバニア王家は代々、最高位の神霊位アツィルトに選ばれてきたのに、自分だけは、なぜか最下位の地霊位アッシャーだったのだ。

　他に王位継承候補者がいるなら、騎士叙勲を受けて王位を継ぐことを諦めればいい。その他の王位継承候補者に王位を譲ってやれば良い。

　だが、今は自分しかいないのだ。王位を継げるのは自分しかいない、この国を守れるのは自分だけなのだ。

　だから、アルヴィンは色々と無理をして、ブリーツェ学級クラスなどという四つ目の学級クラスを新設し、これまで必死に頑張ってきたのだが……

（やっぱり、無謀なのかな……剣格の差を覆くつがえすのは……僕が王になるのは……）

　今期が始まって以来、他の学級クラスとの差はつくばかりだ。

　まともに教えてくれる教官がいないというのもあるが、やっぱり一番大きいのは、結局のところ、剣格なのだろう。

　なぜなら、妖精剣の強さこそが、騎士の強さなのだから。

　アルヴィンが、そんな風にため息を吐いていると。

「アルヴィン。……私達も二層に挑戦しましょう」

　テンコがアルヴィンへ、そんなことを提案してきた。

「え？」

「デュランデ学級クラスの人達は、剣格こそ絶対の差だと考えているようですが……私はそうは思っていません。努力すれば必ず、その差を覆せるはずです！」

　そして、テンコは一同を振り返る。

「実際、私達は今まで頑張ってきて、第一層の妖魔は、大分、楽に倒せるようになってきたじゃないですか！　この調子でいけば、第二層、第三層の敵だって！　だから、挑戦してみましょうよ、アルヴィン！」

　そんなテンコの訴えに。

「そ、そうだ……ッ！　俺達だって今まで頑張ってきたんだ……ッ！」

「ええ、あそこまで言われて引き下がっていられませんわ。わたくし達もその気になればできるということを教えて差し上げようじゃありませんか」

「ふん。まぁ、引き際ぎわを見誤らなければ、問題ないはずだ」

　クリストファー、エレイン、セオドールも乗り気で応じてくる。どうやら、デュランデ学級クラスの連中に言われっぱなしで、相当腹に据えかねていたようだ。

　シドの無神経な発言に対する反発心もあったのかもしれない。

「ええええ、皆さん、本気ですかぁ〜〜っ!?」

「あらあら、まぁまぁ」

　ただ、リネットが及び腰で、フローラだけがいつも通りであった。

「リネット、お前、騎士になりたくないのかよ!?」

「そ、それは……」

「第二層、三層の敵を余裕で突破できないようじゃ、騎士叙勲の最終試練なんて、到底、突破できねえぞ!?　そろそろ俺達も次を目指さねえと！」

　クリストファーの言い分には一理あった。

　キャルバニア王立妖精騎士学校を卒業し、正式に騎士叙勲を受けるには、最終試練を突破しなければならない。これを突破できなければ、騎士にはなれない。

　即ち──アルヴィンも王にはなれない。

　この国は、三大公爵家に乗っ取られてしまう。

「……わかったよ」

　アルヴィンはこくりと頷うなずいた。

「いつまでも、第一層でお茶を濁しているわけにはいかないもんね。今日は、皆で第二層の敵に少し挑戦してみよう」

「はいっ！　そうこなくては！」

　アルヴィンの決定に、テンコがピコピコ尻尾を振ってコクコク頷いた。

「低位の剣でも、騎士として戦えること、証明してみせますわ」

「よっしゃあ、やってやるぜ！」

　見回せば、リネットがやや涙目だが、一同気合い充分のようだ。

「よし。なら、さっそく出発したいところだけど……」

　アルヴィンはちらりと上を見た。

「ぐかー……、ぐかー……、ぐかー……」

　そこでは、木の枝の上に横たわるシドが、大いびきをかいて眠りこけていた。

　先ほどからのテンコ達の会話に、まったく気付いていないようである。こっそり木に登って近付けば、そのままブスリと寝首をかけそうなほど無防備な姿だ。

（うーん……最初に出会ったあの嵐の晩のことが、なんだか夢のように思えてくるなぁ）

　アルヴィンがそう苦笑していると。

「シド卿きょうは放っておきましょう」

　テンコがそう耳打ちしてきた。

「下手に告げて、止められても面倒です。大丈夫ですよ、危ないと思ったら、すぐに引き返せば良いんですから」

「……わかった」

　まるで騙だますような扱いに、ほんの少し罪悪感を覚えながら。

「よし、じゃあ、皆、行こう。目指すは第二層だ」

　アルヴィン達は、シドを置いて、そっとその場を出発するのであった。




　────。




　第二層へ向かって樹海の中を移動する最中、アルヴィンとテンコが話す。

「地図によると、もうすぐ第二層だね」

「そうですね。……腕が鳴ります」

「実際、僕達の力は第二層の妖魔達に通用するかな？」

「書物で読む限りは……第二層に出現する妖魔なら通用するはずです。第一層の相手のように楽にはいかないでしょうけど」

「どっちみち、油断は禁物だね。……頼りにしているよ、テンコ」

「はいっ！　任せてください！　私はあなたの騎士ですからねっ！」

　先頭に並ぶ二人が、そんな風に話し合っていると。

　それを見守っていたその人物は、ほくそ笑みながら、密ひそかに呪文を唱えていた。その場の誰にも聞かれないように、古妖精語の呪文を唱えていた。

「来たれカム・来たれカム・来たれカム・我が三度のプレーゼ・アンス・呼びかけにスレイ・応じよコールン・汝の名はユネーメ──……」

　そして──




　────。




　妖精界の構造を人に説明する時、それはよく『積み重ねられた金貨』に例えられる。

　その金貨一枚一枚が、広大な敷しき地ちを誇る妖精界の各階層だ。

　ただ、この金貨には真ん中に穴が開いており、そこには、常に深く濃密な霧が立ちこめている。この穴こそがより上の階層へと続く入り口だ。

　だが、実に奇妙なことに、この金貨の真ん中の穴は、上に重ねられた金貨の外縁部と隣接している。普通の人々が住まう物質界では物理的にまったく有り得ない話だし、いまいち想像もつきにくいが、これこそが人知の及ばぬ異界の法則だ。

　要するに、各階層の中心を目指せば目指すほど、より上の階層へと到達する。無論、様々な地形の制限や例外もあり、一概にそうとは言い切れないが、基本的には中心を目指して進めば、より上層へと到達する──そんな構造だ。

「霧が出てきましたね」

「そろそろ、第一層の中心に近付いて来たらしい」

　陽光と緑溢あふれる第一層の樹海を進んでいくと、次第に辺りに霧が立ちこめ始める。

「皆、はぐれないようにもっと寄って！」

　一同は、アルヴィンの号令の下、ひとかたまりとなってゆっくりと進んでいく。

　そうしている間にも、白い霧は徐々に濃くなっていき、濃くなっていき……

　やがて、ミルクの海の中にいると錯覚するほど、辺りは真っ白になっていく。

　もう、すぐ隣の仲間の顔すら見えない。

「皆、大丈夫かい？」

「お、おう、なんとか……」

　それでも、声を掛け合い、励まし合いながら進んでいくと。

　一同は、唐突に霧を抜けて──辺りの風景はガラリと変化していた。

　先ほどまでの第一層は、陽光降り注ぐ緑と花の樹海であった。

　だが、今や樹海の密度は、第一層とは比較にならないほど濃密で圧倒的だ。

　周囲に立ち並ぶ樹木達は太く、とにかく高い。垂直に見上げるほどに。

　空は完全に、無数の梢こずえと葉で埋め尽くされてしまっている。

　陽光はほとんど遮られ、辺りは夜明け前のように薄暗い。たまに頭上の濃密な梢を抜けて地面に届く細い木漏れ日が、じめじめと苔こけ生むした地面に点々と光の痕を落とす。

　第一層とは打って変わった静寂ぶり。

　樹海の深さゆえに、見渡す奧には闇が色濃く広がっている。

　妖精界第二層《宵闇ノ樹海》。

　第一層で自信を付けた従騎士スクワイア達をくじく、第二の試練場であった。

「皆、いるね？　油断せずに行こう」

　こうして、アルヴィン達は、第二層の探索を開始するのであった──




　────。




「キケケケケケケケケケケ──ッ！」

　耳みみ障ざわりな哄こう笑しょうが樹海の中に響き渡る。

　その声の主は、背の低い異形の老人だ。長く薄気味悪い髪、燃えるような赤い眼め、長い鷲わし鼻ばなに突き出た歯、鋭い鉤かぎ爪づめ。赤い帽子とさび付いた斧おのを振りかざし、樹海を駆ける。

　無数に生えた樹木の幹を足場に、樹海の中を縦横無尽に飛び回る。その木と木の間を跳ねる影みたいな動きは、常人の目にはまったく捉えられないだろう。

　そして──

「キハアアアアアアアアアアアアアア──ッ！」

　その赤い帽子の老人の妖魔──赤帽鬼レッドキャップは、細剣レイピアを構えるアルヴィンに向かって、頭上から猛速度で襲いかかってくる。

　が。

「風によりて護れウィールド！　やああああぁ！」

　アルヴィンが古妖精語で語りかけながら、剣を頭上で旋回させ──衝撃音。

「ギ──ッ!?」

　緑の妖精魔法【風の盾】。収束した風で作られた障壁が、赤帽鬼レッドキャップの斧の一撃を受け止めたのだ。

　されど、赤帽鬼レッドキャップもさるもの。

　咄とっ嗟さに飛び下がり、その手に炎を漲みなぎらせ、炎の魔法を放とうとして──

　ビュゴオ！　突然、駆け抜けた凍気の波動が、赤帽鬼レッドキャップの炎の魔法をかき消す。

「させませんわ！　静寂にサイ凍てつかせよフリーズ！」

　見れば、エレインが剣を赤帽鬼レッドキャップへ向かって構えている。

　青の妖精魔法【冬の息吹いぶき】。あらゆる魔法を相そう殺さいし、打ち消す静寂の魔法だ。

「あわわわわわわ！　彼の足を止めよレグトップ！」

　そして、リネットが槍やりを地面に突き刺し、槍へ語りかける。

　すると、魔法を打ち消されて呆ぼう然ぜんとしている赤帽鬼レッドキャップの足下から、みるみる内に蔦つたが伸び、赤帽鬼レッドキャップの足を絡からめ取っていく。緑の妖精魔法【蔦絡み】だ。

「い、いいい、今ですっ！　テンコさんっ！」

「ありがとうございます！　はぁああああっ！」

　赤帽鬼レッドキャップの隙を逃すことなく、テンコが地を蹴って素早く飛びかかった。

　振りかざすその刀が、紅ぐ蓮れんに燃え上がる。

　赤の妖精魔法【焰ほむら太た刀ち】が、赤帽鬼レッドキャップの首を容赦なく斬り飛ばす。

「──ぎ──」

　首を刎はねられた赤帽鬼レッドキャップは、真っ黒な霧に分解され、消滅していくのであった。

「か、勝ったか……ッ！」

「ふぅ……ッ！」

　その場の一同に、安あん堵どの空気が流れる。

「本当に二層になると妖魔の強さが段違いだな……なんなんだ、あの速度は……」

「まったくだ……動きを目で追うのがやっとだ……」

　クリストファーの感想に、セオドールも応じる。

「これが二層……きついね」

　アルヴィンも肩で息を吐きながら、今までとは格段に違う環境におののいていると。

「でもでも〜、私達、皆、ちゃんと戦えているんじゃないですかぁ〜？」

　フローラがいつもの調子で、のほほんとそんなことを言った。

「そうですね。フローラの言う通りです」

　テンコが刀を鞘さやに収めながら、アルヴィンの下へやって来る。

「決して楽ではありませんが、私達の剣は通じています。今まで、私達が必死に頑張ってきたことは無駄じゃなかったんです」

「テンコ……そうだね、そうかもしれない」

　アルヴィンはふっと笑った。

「それで、アルヴィン、どうします？　まだ続けますか？」

「いや、今日はこんなところにして帰還しよう」

　テンコの問いに、アルヴィンが言った。

「僕達の力が二層の敵にもまずまず通用するとわかっただけで収穫だよ。……それに、そろそろ、シド卿が目を覚まして心配しているかもしれない」

「……別に、あんな人、どーでもいいんですが」

　どこか不服そうなテンコに苦笑しつつ、アルヴィンは一同に指示を出す。

「じゃあ、皆。少し休憩してから、移動しよう」

「はい、ですわ」

「おうよ」

　皆が口々にアルヴィンに同意した──その時だった。




「ぎゃあああああああああああ──ッ!?」

「う、うわぁあああああああああああああ──ッ!?」




　樹海の奧から、確かに人の悲鳴が聞こえたのであった。それも複数。

「アルヴィン？」

「わからない。でも、誰かが妖魔との戦いで怪け我がしたのかもしれない。行ってみよう」

　そう短くテンコとやり取りして。

　アルヴィンは、一同と連れ立って、悲鳴の方向へと向かうのであった。




「……な、何これ？」

　深い樹海を抜けた先にあった水辺──そこに信じられない光景が広がっていた。

　そこには一体の妖魔が鎮座していた。

　実に奇妙で奇怪な姿の妖魔だ。

　大岩のように巨大な体たい軀くをしている。その全長は数メトルほどもあるだろう。

　蜥蜴とかげのような七つの頭に七つの角、七つの目。胴体は鳥にも似ていて、腰からは鷲わしのような羽が生えている。太い尻尾。口には狼おおかみのような牙がズラリ。

　ただそこに在るだけで、周囲のあらゆる脆ぜい弱じゃくなる生物を押し潰すかのような圧力プレッシャー。

　自然界の絶対的捕食者のみが纏まとう、その残虐なる貫かん禄ろく。

　元より静寂を湛たたえた樹海が、さらに凍り付いたような感覚。

　その妖魔の合計四十九の目が、まるで意図の読めない奈落のような色を湛えて、アルヴィン達を見つめている。

　初見だが、あの特徴的な姿は間違いない──

「キリムだ……キリムです……ッ！」

　アルヴィンの隣で、真っ青になったテンコが震えながら言った。

「噓うそ……どうして……ッ!?　どうして二層に、あんな深層域の妖魔が……ッ!?」

　妖魔キリム。残虐非道な深層域の殺し屋だ。

　本来なら、熟練の妖精騎士が一隊を組んで討伐するような、強力な妖魔である。

「お、おい、アレを見ろよ……ッ！」

　クリストファーの指差すキリムの足下には、数名の少年少女達が転がっている。

「あれは……さっきのデュランデ学級クラスの……ッ!?」

「ガトも……ッ！」

　ガト以下、倒れ伏すデュランデ学級クラスの生徒達は、全員見るも無む惨ざんに血ち塗まみれだ。彼らの妖精剣は無惨に叩たたき折られ、砕かれ、散らばっている。

　キリムには獲物を生きたまま丸まる吞のみする習性があるため、ひとまず殺されてはいないようだが……すでに虫の息であり、どの道このままでは時間の問題である。

「ぁ、あああああ……ッ!?」

「ひいいい……ッ!?」

　この想定外の敵の出現に、浮き足立つブリーツェ学級クラスの生徒達。

「皆、落ち着いて」

　そんな仲間達を、アルヴィンが動揺を押し殺しながら一喝する。

「全員で力を合わせて牽けん制せいしつつ、隙を見て離脱しよう。大丈夫──」

　そんな指示を出した──その時であった。

（……えっ？）

　ぷん、と。何の前触れもなく、アルヴィンの視界からキリムの姿が消えたのだ。

　確かに、この両目でキリムの姿を、その動きをしっかり注視したはずだったのに。

（一体、何が起きて──？）

　そんなアルヴィンの疑問に答えたのは──

「ぎゃああああああああああああ──ッ!?」

「ぅあああああっ!?」

　背後から聞こえて来た、仲間達の悲鳴であった。

「え!?」

　アルヴィンが咄嗟に振り返ると、そこには、キリムの姿があった。

　あの一瞬で背後に回り込まれたのだ。あの巨体で信じられない瞬発力だ。

　そして、キリムの二つの顎が、クリストファーとセオドールの身体からだをそれぞれ咥くわえ、軽々と持ち上げている。

　キリムは二人を、頭上でブンブンと滅め茶ちゃ苦く茶ちゃに振り回し、近くの大木へと投げつける。

「ガハ──ッ!?」

　大木の幹がバキバキに砕かれ、叩き付けられた二人が剣を放り出して倒れ伏す。

「ひ──」

「み、皆、動いて！　散って！」

　硬直するテンコ達を、アルヴィンが叱しっ咤たする。

　それに背を押されるように、一同が周囲へ散開する。

「う、うううっ！　と、止まってぇ……ッ！　彼の足を止めよレグトップ！」

　リネットが槍を地に突き立てる。緑の妖精魔法【蔦絡み】を発動させる。

　もの凄すごい勢いで生育する蔦が、キリムの足を絡め取るが──キリムがまるで意にも介さず、二歩、三歩と歩むと、蔦はそのままあっさりブチブチ切れてしまう。

　そして、キリムの首の一つが、低く唸うなりを上げ始める。

　途端、キィイイイイン、と激しい高音が辺りに響き始める。

　キリムの得意技、超高音で相手を麻ま痺ひさせ動きを封じる音波の魔法【金切り声】だ。

「さ、させませんわ！　静寂にサイ凍てつかせよフリーズ！」

　エレインがその魔法を打ち消そうと、青の妖精魔法【冬の息吹】を放つが──

　ぱぁん！　逆に打ち消されたのは、エレインが放った凍気の波動であった。

　キリムの魔法の威力が強すぎて、打ち消しきれなかったのだ。

「そ、そんな……ッ!?」

　そして、キリムが放った凄絶な高音がその場に響き渡り、一同の脳を直接抉えぐった。

「ぁあああ……ぁああああああああああああああ──ッ!?」

「い、嫌ぁああああああああああ──ッ!?」

　まともに受けたエレインとリネットが、堪たまらず剣を取り落とし、頭を押さえて蹲うずくまる。

　たちまち、目や耳からの出血。想像を絶する頭痛と吐き気がその場の者達を襲い、失われていく肌の感覚や意識に、血涙を流しながら悶もだえるしかない。

「……くっ！」

　いつも、のほほんとしたフローラも堪らず蹲ってしまう。

「こ、このぉ……ッ！　い、いい加減にぃ……ッ！」

　気迫と根性でその音波に耐えながら、テンコが歯を食いしばって剣を構える。

「いい加減にしろぉおおおおおお──ッ！」

　そして、テンコが剣を振りかざし、キリムへ肉薄した。

　この状況でキリムに斬りかかれたのは、日頃の鍛錬の賜たま物ものだと言って良い。

　しかも、剣技の精度を落とすことなく、会心の斬撃を為なせたのは賞しょう讃さんに値する。

「燃えよ剣バーンニツグッ！　はぁあああああああああああ──ッ！」

　そして、発動する赤の妖精魔法【焰ほむら太た刀ち】。

　テンコの炎刀が、キリムの七つの首の一つを斬り落とさんと、虚こ空くうを走り──

　ぱきん！

　だが、空を舞ったのは、真っ二つに折れたテンコの刀の剣先であった。

「……え……？」

　空中で刀を振り抜いた格好のまま、テンコは呆ぼう然ぜんとする。

　キリムの首には、爪の先ほどの傷一つすらついていない──一層や二層の妖魔を、バターのように斬り裂いてきたテンコの剣が何一つ通じていない。

「噓……」

　そんなテンコの疑問に答えたのは、横殴りに迫った強烈なキリムの尾の一撃だった。

　テンコの身体が水平一直線に吹き飛ばされ、近場の大木の幹に激しく叩き付けられる。

「がぁっ……ぁ……ッ!?」

　衝撃で肺から一気に押し出される空気、全身がバラバラに砕けてしまったかのような激痛。いや、実際に骨の何本かは折れただろう。

　テンコの身体が重力の命じるまま、大木の幹をずるりと滑り落ちる。

　大木の幹にぐったり背を預けるように座り込むテンコは、すでに指先に欠片かけらほどの力も入らなくなっていた。

　そんなテンコを、残酷な殺し屋キリムが無言で襲う。

　瞬まばたき一つの間に霞かすみ消えるような凄すさまじい速度で、テンコへと迫ってきて──

「……ぁ……」

　その七つの顎を開き、無数の牙がテンコの全身に喰くらい付こうとしていた──

　──その時、風が渦巻いた。

「──テンコ！　風によりて護れウィールド！」

　咄とっ嗟さに割って入ったアルヴィンが、緑の妖精魔法【風の盾】を展開したのだ。

　圧縮凝集した風の障壁が、七つの顎を受け止める。

　ばんっ！　だが、その【風の盾】はあっさりとかみ砕かれて割られ、四散する。

　対しキリムは、誰もが怯おびえて竦すくむ中、唯一戦意を失わず立ち向かうアルヴィンを多少は警戒したのだろうか。軽くその場から跳び下がり、七つの頭が持つ合計四十九の瞳でアルヴィンを観察し始めた。

　全身が深海の底に沈んでいくような感覚が、アルヴィンを襲った。

「はぁー……ッ！　はぁー……ッ！　はぁー……ッ！」

　キリムが放つ野生の威圧感と殺気に、アルヴィンが過呼吸気味に剣を構えていると。

「な、何を……やってるんですか、アルヴィン！」

　朦もう朧ろうとする意識でテンコが叫ぶ。

「げほっ、ごほっ……逃げて……私なんか置いて、早く逃げて……ッ！」

「嫌だ……ッ！　君を置いてなんか、行けないよ！」

「アルヴィン！」

　テンコが悲痛に叫ぶが、もう遅い。

　キリムはその野生の直感で、眼前のアルヴィンが自分にとってなんの脅威にもならない矮わい小しょうな存在であることを、本能的に察したらしい。

　たちまち、獲物を残酷に狩る殺気を放ち、アルヴィンの全身を突き刺してくる。

「そ、そんな……アルヴィン……私のせいで……ッ！」

　テンコがそう嘆いた、その瞬間だった。

　キリムが地を蹴って、突進を開始した。

　相変わらず常人の動体視力の限界をゆうに超える凄まじい動きだ。

　先ほど、辛かろうじて【風の盾】で初撃を防いでみせたのが、すでに奇跡なのだ。

　アルヴィンは悟る。数秒後、自分はキリムの爪と牙によって、バラバラに引き裂かれているであろうことを。

（それでも、僕は──ッ！）

　絶望感の中、アルヴィンは歯を食いしばって迫り来るキリムと向き合って。

　迫り来るキリムの顎が大きく開かれて、ぞろりと並ぶナイフのような牙が、容赦なく、自分に迫って、迫って、迫って──

　さすがに最後の瞬間、アルヴィンは思わず目を瞑つぶって身を固くするが。

　──その時は、来なかった。




　斬ッ！　鳴り響く斬撃音。




「ギャオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！」

　そして、上がったのは、キリムの凄絶な苦く悶もんの咆ほう哮こう。

「……え？」

　アルヴィンが恐る恐る目を開くと──

　そこには、頭部の一つの側面を深々と斬り裂かれ、血をまき散らし、苦痛にのたうち回るキリムと。

「大丈夫か？　王子様」

　キリムの前に立ちはだかる、シドの背中。

　シドは半開きの右手を右水平方向に伸ばしているが、相変わらずの徒手空拳だ。

　なのに、キリムが深手を負わされている。シドは妖精剣を持っていないのに、だ。

「ったく、お前達は勝手に動き回りやがって……少しやんちゃが過ぎるぜ？」

　軽く振り返って、ニヤリと笑ってみせるシド。

「まぁ、間に合って良かった」

「シド卿きょう……い、今、何をやったんですか!?」

「噓うそでしょう!?　妖精剣すら攻撃が通らないキリムの鱗うろこを一体、どうやって!?」

　驚きょう愕がくしたのは、アルヴィンやテンコだけではない。

　辛うじて意識を保っていたエレイン、リネット、クリストファー、セオドールも。

　あのマイペースなフローラさえも。

　皆、一様に目を剝むいて、啞あ然ぜんとするしかなかったのだ。

　その時、のたうち回っていたキリムが、首の一つを回してシドに向き、その顎を開き──奇妙な吠ほえ声を一斉に上げようとする。あの音波の魔法だ。

「は──ッ！」

　それよりも速く、シドが鋭く踏み込み、跳躍、右手を横一いっ閃せんに振るう。

　刹那、音波を放とうとしていたキリムの首を斬り飛ばし──

「ふ──」

　素早くキリムの懐ふところに踏み込んだシドが左拳を突き上げ、キリムの胴を捕らえる。

　ぼぎゃ！　と砕ける鋼鉄より硬いキリムの肋ろっ骨こつ。

「キギャアアアアアアアアア──ッ!?」

　がんっ！　と。激しくキリムが首を仰のけ反らせ──そのまま後方へひっくり返る。

　苦悶にのたうち回るキリムが大地を鳴動させる。

　シドのその力は──どう考えても人間業ではなかった。

「なんで……ッ!?　妖精剣も持ってないのに、なんでそんな……ッ!?」

　信じられないとばかりに吠えるテンコへ。

「さて。明日からと思ってたんだが、見取り稽古のちょうど良い相手を運良く見つけたことだし、今、お前達に教えてやろう。……伝説時代の騎士の戦いをな」

　シドが暴れてのたうち回るキリムを油断なく見据えながら、半身に構え、そう言った。




「さて……まず、お前達。俺の身体からだをよく見ろ。何が見える？」

　普通なら熟練の騎士達が隊たい伍ごを組み、全神経を集中させねばならない相手を前に。

　シドが軽くステップを踏みつつ生徒達を振り返りながら、そんなことを言う。

　シドの問いの意味がわからず、不思議そうに顔を見合わせる生徒達へ。

「もっとよく目を凝らせ。妖精剣に選ばれたお前達なら、きっと見えるはずだ。見るんじゃない、視みるんだ。霊的な目を啓ひらき、知るのではなく識しれ」

　促され、アルヴィン達が、さらによく目を凝らす。

　すると、何かシドの全身に、きらきらと黄金色の粒子が立ち上っているのが、薄ぼんやりと見えた。

　意識しなければ見えない。だが、視ようとすれば確かに見える。

「み、見えた……ッ！」

「わ、わたくしもですわ……ッ！」

「な、なんだ、あの光……ッ!?」

　生徒達がそのようにざわめき始めた時、キリムが動いた。

　恐ろしく俊敏かつ残酷な動作で、シドへと襲いかかる。

　だが、シドはそれを見もせず、疾風の動作でかわし──そのすれ違い様に、キリムの胴を、半開きの右手で容赦なく薙なぐ。

　上がるキリムの苦悶の咆哮。やはり、シドの手は、鋼鉄より硬いキリムの鱗を易やす々やすと、深々と斬り裂いてしまっていた。

「見えたか？　そうだ、この光はマナだ」

　キリムから程よく距離を取りながら、シドが言った。

「マナ……ッ!?」

「それって、妖精の力じゃ……ッ!?」

「なんで、人がマナの力を……？」

　口々に疑問を口にする生徒達へ。

「おいおい。マナとはあらゆる生き物や自然に宿る、この世界の全ての物質と命を形作る力だぞ？　なんで、人をそこから外すんだ」

　苦痛に暴れるキリムを前に、シドは呆あきれたように肩を竦める。

「〝万物に妖精は宿る〟という言葉を知っているな？　妖精は自然界に存在するマナが様々な概念に従って、姿形意思を持った存在だ。ならば、それが化身した妖精剣はマナの塊……そこまではわかるな？」

　苦悶にのたうち回るキリムが、シドへ向かって滅め茶ちゃ苦く茶ちゃに尾を振り回す。

　鞭むちのように唸うなる尾が地面を抉えぐり、木々を根こそぎ吹き飛ばすが──残像を残して霞かすむように前後左右に動くシドへ、擦かすりもしない。

「つまり、妖精魔法ってのは、基本、そのマナの塊である妖精剣から、マナを一方的に借りて、撃ち放つ術だといっていい」

　軽いステップで、キリムの攻撃を悉ことごとくかわし続けながら、シドが言った。

「だが、妖精だってピンキリだ。何千年も生きて、強大な力を獲得した大妖精もいれば、生まれたてで力の弱い妖精もいる」

　そんなシドの指摘に、生徒達ははっとして、自分の妖精剣を見つめた。

「気付いたか？　剣格の低い妖精剣ってのは、生まれたての若い妖精剣ってことだ。力は弱くとも、人の力になりたかった良き隣人グッド・フェロー達が、人のためにあれかしと願って剣となってくれた……それが、お前達の妖精剣だ」

　鼻先に猛然と迫る尾撃をふらりとかわし──シドはカウンター一閃。

　ドバッ！　半開きの左手がキリムの尾を両断し、斬り飛ばした尾の先が宙を舞う。

　そして、跳躍と共に返す右手の一閃で、また一つキリムの首を飛ばす。

　さらに上がるキリムの苦悶の咆哮。

「つまり、お前達は、そんな心優しい妖精の子供におんぶに抱っこしてもらって、強くなった気でいたんだよ。情けないったらありゃあしないぜ」

　そんなシドの指摘に、生徒達が打ち拉ひしがれたように呆ぼう然ぜんとする。

　そして、シドがキリムの懐に、するりと飛び込み──

「なぜ、妖精剣ばかりに頼り、自分自身を鍛えなかった？」

　袈け裟さ斬ぎりから猛然と繫つなぐ、逆袈裟。

「言ったろう？　マナは万物に宿る生命力そのものだ。生きとし生ける者ならば誰だって持っている。そして当然、俺達ヒトも持っている。マナは妖精だけの特別な力じゃない」

　シドの右手が手刀を形作り、そこにマナを漲みなぎらせていく。

「自身のマナを練り上げ、自在に操ることができれば様々なことができる。決して万能じゃないが、以前の自分より確実に強くなれる」

　刹那、シドが地を蹴って、霞かすみ消えるように動いた。

「マナを手に収束させれば、どんな名剣にも勝るとも劣らぬ鋭利な剣となり──」

　瞬時に、巨大なキリムの胸部に刻まれるＸの字の斬撃。派手に上がる血ち飛沫しぶき。

　散々痛めつけられ怒り狂ったキリムが、その丸太のような腕の先の爪を振り上げて──

「マナを体表に隙なく巡らせれば、どんな強固な鎧よろいよりも頑丈な鎧と化す」

　ズバッ！　剛風と共に振るわれたキリムの爪が、シドの身体を容赦なく捕らえるが、どっしりと構えたシドの身体には、擦り傷一つ付くことはなく──

「グギャアアアアアアアアアアアアア──ッ!?」

　代わりに折れ砕け散ったのは、キリムの爪の方であった。

　そして、駄賃とばかりに、シドの右手がキリムの首をまた一つ持っていく。

「〝ウィル〟──この一連のマナ制御を伝説時代ではそう呼んだ。どうだ？　妖精剣のない俺も、なかなかやるだろ？」

　シドが生徒達を振り返って、ニヤリと笑った。

「……ッ！」

　シドが繰り広げる凄すさまじい光景に、生徒達はただ呆然とするしかない。

　そして、生徒達が見守る中、キリムの残った顎がシドへ殺到するが。

「まぁ、要するに、アレだ」

　すでに下がっていたシドが、紫電が走るようにキリムの側面を回り込んでいく──

「お前達は、妖精剣を上手に振り回す方法を工夫しては、強くなった気でいただけだ。努力は認めるが、まだ圧倒的に自分自身の鍛え方が足りない」

　そして、シドが天高く跳躍、近場の枝を蹴って反転。

「笑止。お前達が弱いのは──当たり前だ」

　落下の勢いを乗せ、右の貫ぬき手てをキリムの背中へ、深々と突き立てるのであった。

「グルォオオオオオオオオオオオオオ──ッ!?」

　背中のシドを振り落とそうと、暴れ回るキリム。

　だが、シドは巧みにバランスを取り、さらに腕を突き刺していく。

「つ、強い……ッ!?」

　生徒達は、そんな単純で陳腐な感想しか呟つぶやけない。

　そして、そんな冗談みたいな光景を前に、アルヴィンがぼんやりと考える。

　ふと、昼間のことを思い出す。




　──なにせ、俺自身が剣だからな──




「そういう……そういうことだったの……？」

　アルヴィンは、自分でマナを練って操るウィルという技など知らない。マナは妖精剣から借りるもの……それが、この世界の騎士の常識だったのだ。

　シドと初めて会った時、シドはただの短剣で暗黒騎士と戦った。

　それは、苦し紛れの武器調達じゃない。

　手加減だったのだ。恐らくは召喚復活されたてで、自身の肉体感覚やマナ感覚が狂っていたシド。その状態で、素手で戦っては相手のほうがあまりにも危険過ぎたから。

（そうか……長い時の中で、僕達、騎士は忘れてしまったんだ……自分自身を鍛え上げてこその強さだということを。手軽で便利な妖精剣に頼るあまり、武人として基本的なことを、いつの間にかすっかり忘れてしまっていたんだ……）

　そして、アルヴィンは、戦い続けるシドの背中を見つめる。

　鍛え抜いたその身一つで強大な敵と立ち回るその姿の、なんと惚ほれ惚ぼれすることか。

（確かに、現代の騎士は弱体化してしまったのかもしれない……でも、シド卿きょうが居てくれたのなら……ッ！）

　あの真なる強さは、現代に蘇よみがえるのかもしれない。

　アルヴィンは、何かを期待するようにシドを見つめ続ける。

　そうしている間にも、シドが空を舞う。舞いながら無数の斬撃を放つ。

　そして、シドの斬撃乱舞に、キリムの全身が滅茶苦茶に斬り刻まれていく。

　一つ、また一つ、為なす術すべなく飛んで行く、キリムの首。

　あっという間に、もう残された首は一つ。

　すると、キリムは眼前の騎士を相手に、まったく勝ち目がないことを悟ったのだろう。

「ギャアアアアアアアアア──ッ！」

　深層の殺し屋の誇りを放棄し、腰の翼を広げて地を蹴り、宙へと飛び立った。

　翼のはばたきが猛烈な風を巻き起こし、地上を吹き荒すさぶ中。

　シドが、中空へと逃げるキリムを真っ直すぐ見上げ、半開きの右手を構える。

　そして、深呼吸をしながら、ゆっくりと大上段に構えた。

　まるで、弓に矢を番つがえ、慎重に弦つるを引くように、ゆっくりと。

　遠ざかるキリムへ狙いを定めるように……ゆっくりと……

「……よく視ておけ、お前達」

　そして、シドは低い呼吸音と共に、右手を引き絞って──

「お前達が目指す最初の到達点は──ここだ」

　そんな言葉と共に。

　シドが、全身全霊の発ば条ねを利きかせ、思いっきり右手を振り下ろす。

　同時に──マナで形作られた刃やいばが右手から伸びた。

〝遠当て〟──その斬撃は、数十メトルもの距離を神速で走った。

　固い肉を斬り裂く鈍い音が、上空に残響する。

　そのただの一撃で、キリムの翼が根元から切断され──同時に、最後の首が宙を舞った。

　その巨きょ軀くが空から墜おちていく。その顎が咆ほう哮こうすることは、もう二度とない。

　勝負は付いた。あまりにも、呆あっ気けなさ過ぎるその結末。

　討伐に、精鋭騎士の大部隊が必要となる強力な妖魔を、歯し牙がにもかけず一蹴するその武勇。まるで伝説の一幕そのものの光景。

　その場の誰もが、瞠どう目もくし、驚きょう愕がくし、畏怖し、確信し──悟る。

　アルヴィンも、テンコも。他の生徒達も。

　皆、まったく同じ胸中で、シドの背中を見つめる。

〝ああ、これが。これこそが──伝説時代の騎士なのだ〟と。




「……ふぅ」

　キリムを滅ぼしたシドが息を吐く。

　そして、しばらくの間、何かを確かめるように、自分の右手を見つめる。

「……やっぱり、そうか。……やれやれだ」

　やがて、何かを確信したように息を吐き、改めて周囲を見回して呟いた。

「ま、それは置いといて……だ。なんだって、キリムが出現したんだ？　さすがにこんな低層に出現していい妖魔じゃないだろうに」

　早々に撃退したとはいえ、やはり被害は大きい。デュランデ学級クラスの生徒達は全員、酷ひどく負傷して気絶しており、ブリーツェ学級クラスの生徒達もボロボロだ。

　色々と謎は残るが、とりあえずは。

「怪け我がした連中を連れて帰るか。可哀想かわいそうだしな」

　シドがそんな風に結論し、頭を搔かいていると。

「シド卿……」

　ふらり、と。

　ブリーツェ学級クラスの面々が、シドの周りに集まってきていた。

「ん？　どうした？」

　シドが生徒達を見回しながら、応じる。

　生徒達は、しばらく俯うつむいたまま黙っていたが。

　やがて、絞り出すようにぽつぽつと語り始めた。

「実は、俺達……弱いんです」

「わたくし達が選ばれた剣は……とても剣格が低い剣だったんですの。……そのような剣にしか、選ばれなかったのです」

　クリストファーやエレインが俯きながらそう言った。

　その苦悩に満ちた表情は、剣格の低さというハンデを負いながら、それでも今まで騎士になるため、彼らがいかに必死に努力してきたかの証左だった。

「それでも、俺達はどうしても騎士になりたい……」

「……いえ、騎士にならなければならないのです」

　シドが見回せば。

　リネットも、セオドールも。皆、同じような想おもいらしかった。

「なぁ、シド卿……俺達も、シド卿みたいな強い騎士に……なれるんですか？」

　一同の胸中を代弁するように。

　クリストファーが、不安げにそんな問いを投げてくるが……

「なれる」

　シドは迷わずそう答えた。

「騎士とは、強い戦士を指す言葉じゃない。生き様だ。騎士たらんと己を律し、意志を貫き続ける限り、そいつは立派な騎士だ」

「…………」

「無論、騎士は弱き者には務まらない。騎士の──〝その剣は弱きを助ける〟。騎士が戦士として強くあることも重要なことだ。だから、まずは剣を捨てろ。自身を鍛えろ」

「…………」

「安心しろ。ウィルは特別な能力じゃない。生きとし生ける者ならば誰だって使える。当然、お前達だって練習すりゃ、必ず自在に操れるようになる。

　まぁ、さすがに、ウィルで俺に勝つのはかなり無謀だが……お前達自身のマナがちゃんと鍛え上がれば、いずれお前達の妖精剣でも、強い妖精魔法を扱えるようになる」

「あ……」

　何かに気付いたように生徒達がはっとする。

「マナは万物に宿る命の力……人の力であると同時に、妖精の力でもあるから……？」

「そうだ。実際、俺が生きた伝説時代、低剣格の妖精剣でも、ウィルを併用することで鬼神のように強かった騎士なぞゴロゴロいたぞ？」

　シドが何かを懐なつかしむように、ニヤリと笑う。

「そして、その修行は俺に任せろ。どこまでも付き合ってやるさ。なにせ──」

　そして、不安げな生徒達の顔を見回して、力強く言った。

「俺は、お前達の教官らしいからな」

　そんなシドに。

「し、シド卿……」

「……きょ、教官……」

　生徒達の目にたちまち希望が満ちていく。

　今まで、自分達は本当に騎士になれるのか、なれないのか……そんな不安に常に苛さいなまれていた生徒達の心に、初めて希望の光が差したのだ。

　気付けば。

　生徒達は皆、崇敬の念を込めた目をシドへと向けていくのであった──




「うふふ、立派な人ですね〜」

「うん、さすがはシド卿……伝説の騎士だよ」

　少し離れた場所で。

　フローラとアルヴィンが、シドと生徒達を穏やかに見守っている。

「やっぱり、あの日の決断は間違いじゃなかった……王家の口伝……転生復活の秘術……シド卿の伝説……全部、本物だったんだ……」

　アルヴィンは夢見るような表情で、シドを見つめている。

「うん、シド卿がいてくれれば……僕は、きっと……」

　すると、フローラがそんなアルヴィンをからかうように言った。

「ふふっ……アルヴィンったら。その表情……まるで恋する乙女みたい〜」

「んな──ッ!?」

　フローラの指摘に、アルヴィンが慌てて両手を振る。

「ななな、何を言ってるんだい、フローラ!?　ぼ、僕は男の子だよっ!?」

「冗談よぉ〜、冗談。それにしてもその慌てよう……ひょっとして、アルヴィンって本当にそっちの気がある人ぉ？　きゃー」

「も、もぉおおおおっ！　フローラったらぁああああ──ッ！」

　くすくす笑うフローラに、アルヴィンが顔を真っ赤にして、食ってかかる。

　そして、そんな二人から、さらに少し離れた場所で。

「…………」

　テンコが、シドを複雑な表情で睨にらんでいた。

（確かに、シド卿きょうが、本当にあの伝説の《野蛮人》であることは間違いなさそうです）

　だが、テンコの目には、他の生徒達のように畏怖や尊敬の念はない。

　ただただ、悔しさと憤いきどおりを鬱うつ々うつと燃やす卑屈な目であった。

（でも、いくらシド卿が強くたって認めないッ！　私はあの人を認めない……ッ！）

《野蛮人》シド卿。残虐非道にて冷酷無比。騎士の風上にも置けぬ外道。

　広く語り継がれている伝説が、シドの全てを物語っている。

　もし、本当にシドが正しき人物ならば、なぜ、今にそう語り継がれているのか？

　答えは明白。結局、シドはもっとも騎士に相応ふさわしくない男なのだ。

　そして、何よりも──




　──テンコ……どうか、アルヴィンを頼む……

　──騎士として、守ってあげてくれ……




「アルヴィンを守るのは、私……ッ！　私がアルヴィンの騎士なんですから……ッ！」

　そんなことを誰へともなく呟つぶやき、剣の鞘さやを、ぎりと握りしめて。

　テンコは、憎々しげな瞳で、シドを睨み続けるのであった──
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　──北の大地。

　雪と氷に閉ざされた極寒の魔都に聳そびえ立つダクネシア城、その王の間にて。

　玉座につく王冠の少女が、退屈そうに肘かけに頰ほお杖づえをつきながら呟いた。

「で？　首尾はどうかしらぁ？」

『上々ですわ』

　少女の問いに応じたのは、玉座の肘かけに設置された巨大な水晶玉だ。

　その水晶玉の中に、黒い魔女の姿が映っている。

『数日前、アルヴィン王子が転生召喚したという騎士……彼は間違いなく、伝説時代の騎士……《野蛮人》シド卿であらせられますわ』

「……その根拠は？」

『色々ありますが……これをご覧になるのが一番早いかと』

　すると、水晶玉の中に映る映像が切り替わる。

　切り替わった映像の中に、シドが映っていた。

　シドがキリムを相手に、大立ち回りを演じている。

　目にも留まらぬ速度でシドが動き、キリムを何度も何度も手で斬り付ける。

　やがて、シドがあっさりとキリムを撃破したところで、その映像は切れた。

『……ふふ、どうでしょうか？』

　再び映像が切り替わり、魔女の艶えん然ぜんとした微ほほ笑えみが映った。

「な、なによこれ……？　デタラメじゃない!?」

　すると、王冠の少女がわなわな震えながら、呻うめいた。

「これが……あの伝説時代の騎士、《野蛮人》シド卿!?　何もかも規格外でデタラメ過ぎるわ！　なんなの、なんなのよコレ！」

　だんっ！　王冠の少女は憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬを込めて、玉座の肘掛けを叩たたく。

『この程度で驚いてはいけませんわ』

　すると、魔女がクスクスと楽しげに笑いながら言った。

『本来の彼は、こんなものではありません。……〝弱すぎる〟』

「はぁ!?」

『千年の時を経た復活……色々と無理があったのでしょうね。シド卿の戦闘能力は当時の全盛時と比べて、著しく劣ります。今の彼は、まだ本調子ではありません』

「まだ上があるっていうの!?　どうするのよ!?　こんなデタラメな騎士が、あの子に付いたら……ッ！」

『ふふふ、我が可か愛わいい主あるじ様……あなたが突つついた藪やぶから、竜が出てしまいましたね？　まさか、私もこんな事態になるとは読めませんでしたわ』

「何を吞のん気きな！　今、進めている件くだんの計画、もう後戻りできないんでしょう!?」

『ええ、そうですわ。王都に仕掛けた儀式は完成しました。後は時が経たち、《門》が自然と開かれるのを待つばかりです。もう止められませんわ』

「くっ……ッ！」

　王冠の少女は、悔しげに目を瞑つぶり、玉座の手すりをガンガン拳で叩く。

「どうして!?　どうして、いつもいつも、あの子ばっかり!?　こんなの、ずるい……ずるいわよっ！　許せない！　許せない、許せないっ！」

　だが、そんな憤る王冠の少女へ、魔女は悠然と返す。

『ご安心を。確かにシド卿は、主様の悲願達成への最大の障壁となるやもしれませんが……今の彼には〝致命的な弱点〟もあるのです』

「……弱点……ですって……？」

『ええ、そうですわ。その弱点がある限り、シド卿恐るるに足らず……ですわ』

　そう艶然と微笑んで、魔女はシド卿の弱点を語り始める──




「……ふん……そう。そういうこと？」

　魔女から説明を聞かされた王冠の少女は、憮ぶ然ぜんとして応じた。

「そういうことなら……まぁ、シド卿がどう動こうが、件の計画に支障はなさそうね」

『そうでしょう？』

「なら、私も予定通り、眷けん属ぞく達を動かすわ。期待しているわよ？　我が下僕」

『ふふ、こちらはお任せくださいな、我が可愛い主様』

　王冠の少女の不ぶ躾しつけな態度に、魔女がニコニコと応じる。

　だが、その時。魔女は不意に、ぼそりと零こぼした。

『しかし、主様とアルヴィン王子……お二人が揃そろわれたこの時代に偶然、復活したシド卿……なんだか運命を感じますわ』

「何？　今、何か言った？」

『いいえ、なんでも。それでは、後のことはよしなに頼みますわ、主様』

　そんなやり取りを最後に、水晶玉の映像は切れた。

「ふん……」

　しばらくの間、王冠の少女は気け怠だるげに水晶玉を見つめて……立ち上がる。

　そして、ゆっくりと歩き始めた。

　王の間を出て、誰も居ない朽ちかけた城内通路を歩き……テラスへと出る。




　ビュゴォオオオオオオオオオオオオオオ──ッ！




　吹きさらしのテラスに出た瞬間、凄すさまじい寒気と吹雪が、王冠の少女を殴りつけた。

　常人ならば、このような薄着では五分と生きていられない圧倒的な凍気だ。

　だが、少女はそんな凍気を毛ほども意に介することなく、眼下の光景を見つめる。

　遥はるか下方一面に広がるのは、かつて魔都と呼ばれた都の廃はい墟きょだ。その石造りの建物の殆ほとんどが朽ち果てかけ、雪と氷に半ば閉ざされ、真っ白に染め上げられている。

　都を囲むように聳え立つ山脈の尾根も真っ白に染まり、空は重苦しい灰色と闇を湛たたえ、年中ひっきりなしに極寒の吹雪を叩き付けてくる。

　そんな氷結地獄のような光景を見下ろしながら──王冠の少女は呟いた。

「傾聴せよリスティス・汝らの主ユ・マスタス、その代行たるアクティマ・我の言の葉をワルデン」

　古妖精語で呟かれたその言葉は、すぐさま吹雪にかき消され、流されていく。

　だが、その言葉は、なぜか不思議な威厳と重圧感を保って、雪と氷に閉ざされた廃都中に広がっていく。山やま彦びこのように響き渡っていく。

「我が権能をカメド・もって命ずバ・オルソル・我が呼び声にミアンス・応えよコールン」

　そして──廃都内に、奇妙な変化が起こった。

　ぽっ！　ぽっ！　ぽっ！　薄暗い廃都の彼方此方あちこちに、青い炎がまるで鬼火のように上がり、その数を、一、十、百、千……と、急速に増やしていく。

　そして、その鬼火達は徐々に形を変化させていく。

　まずは人の骸骨の形に。そして次の瞬間、闇が広がって骸骨を万遍なく、くるむ。

　最終的に、鬼火は、全身に黒の襤褸ぼろ装束を纏まとい、一振りの剣を持った悍おぞましい騎士の姿となった。本来、顔が覗のぞくべき部分には無限の深しん淵えんが広がっている。

　そんな亡霊の騎士が、王冠の少女の呼び声に応じ、続々と廃都中に出現しつつあった。

「……まぁ、こんなものかしら？」

　王冠の少女は、亡霊の騎士の群れを見下ろしながら、そんなことを呟いた。

「ふん、口惜くやしいわね。今の私の権能じゃ、応じてくれる者はこの程度か。まぁいいわぁ……そのための、今回の計画だしねぇ？」

　そして、王冠の少女は、暗闇にすっと朱を引くように、唇を笑みの形に歪ゆがめた。

「私ねぇ、退屈なの。なにせ、今の私は、まだこの魔都から出られないからぁ。……だから、精々楽しませて頂戴ねぇ？　ねぇ？　アルヴィン……」

　くすくすと、吹雪に乗って嗤わらい声が流れ行く中で。

　出現した亡霊の騎士達は、一斉に歩き始め、大通りで合流して軍隊じみた隊たい伍ごを組み、行進を開始するのであった──




　────。




　──王都キャルバニア。

　キャルバニア城・下層階、外周部にて。

「はぁ……はぁ……ッ！　皆……ほら、頑張ろう……ぜぇ……ぜぇ……ッ！」

「「「「ぁあああぁぁああああぁぁぁぁああぁぁぁ──ッ！」」」」

　ブリーツェ学級クラスの生徒達の悲鳴が響き渡っていた。

　アルヴィンを先頭に、学級クラスの生徒達が、城壁沿いをひたすら走って周回している。

　しかも、大昔の騎士が着用していたような、重厚な金属製の全身鎧よろいを着込んで、だ。

　おまけに、全員、妖精剣を持っていない。シドに没収されたのだ。つまり、妖精剣が供給してくれるマナによる身体能力強化が、今のアルヴィン達にはまったくない。

　一歩走るごとに、がっしゃがっしゃと耳みみ障ざわりな金属音が、生徒達の脳を搔かきむしる。

　凄まじい重量と地獄のような酸欠地獄が、生徒達を蹂じゅう躙りんしていた。

「ほら、走れ。とにかく走れ。大きく呼吸をしろ。空気から、光る何かを身体からだに取り込むようなイメージでな」

　シドがそんな生徒達を、悠然と見渡しながら言った。

「ちょ……シド卿きょう！　こんな特訓に一体、何の意味がぁああああ──ッ!?」

　アルヴィンの隣で、テンコが涙目で叫ぶ。

「うううううっ！　妖精剣があれば、こんな重たい鎧なんてぇえええ──っ！」

　テンコの言うとおり、妖精剣は身体能力強化と比類なき頑健さを使い手に与える。剣を握っているだけで、下手な鎧よりよほど頑丈で打たれ強くなるのだ。

　しかも、妖精剣は何の魔法もかかっていないこんな金属鎧など、容易たやすくバターのように斬り裂く。現代では、こんな鎧を着ける意味などまったくないのだ。

「おいおい、あいつら何やってんだ……？　鎧なんか着て……？」

「妖精剣も持たずに、なぜ、あんな無意味な訓練を……？」

「剣格が低いせいで限界が見えすぎて、最も早はや、自棄やけになってるんじゃないかぁ？」

　周囲を見れば、本日の訓練帰りに通りかかったデュランデ学級クラスやオルトール学級クラス、アンサロー学級クラスの生徒達が、不審げに見てくる。

　だが、そんな他学級クラスの生徒達を完全に無視して、シドはテンコ達へ言い放った。

「お前達は妖精剣に頼りすぎだ。根本的な基礎体力がまずなってない」

「そっ、そんなぁああああああ〜〜ッ!?」

「俺達の時代、見習い騎士はとにかく鎧を着て走ったもんさ。そして、鎧着たまま、高山を何度も上り下りし、激流の荒河の中を何往復も泳がされたもんだ」

「はぁああああ!?　化け物ですか!?　そんなの死んじゃいますよぉ!?」

「は？　そりゃ死ぬだろ。弱い奴やつが訓練で死ぬなんて日常茶飯事だろ？」

　シドが、何を当たり前な……といった顔でキョトンとする。

　そんなシドの様子に、一同はぞっとするしかない。伝説時代を生きたシドと、現代を生きる自分達では、生命に対する基本的な常識や価値観が違いすぎるのだ。

「あっはっは！　安心しろ、俺は優しい。お前達が死ぬような訓練はさせないさ。というわけで、後、五十周追加な」

「殺意しかない！」

　テンコは絶望感に目め眩まいを覚えた。

「別に、悪戯いたずらにお前達を虐いじめているわけじゃないさ。さっきも説明したが、ウィルの基本は呼吸ブレスだ」

　シドがどんどんと自分の胸を叩たたく。

「人も自然の一部……とは言っても、やはり人はちっぽけな存在だ。人の身体にあるマナの総量なんて限られている。だから、マナを外から集め、練り上げるんだよ。この世界に満ち溢あふれている大量のマナを呼吸で身体に取り込んでな。

　だが、自然界に存在するマナと自分の中に存在するマナは別物だ。自分が使える形に昇華しないといけない。普段、妖精剣が勝手にやってくれているそれを、俺達は自分でやる必要がある。その技術こそがウィルの要諦だ」

「ぜはー……ぜはー……ぜはー……ッ！」

「では、自然界の霊的要素であるマナと、物質的要素である人の肉体……全然性質が違うその両者を結びつけるものはなんだ？　それは〝魂ウィル〟だ」

「ぜーっ！　ぜーっ！　ぜーっ！　ひーっ！」

「つまり、呼吸で世界から取り込んだマナを自身の魂ウィルへ送り、それを一気に燃焼させ、自身のマナとして昇華させる。精神を集中する時、息を整えろと言うだろ？　魂ウィルは特殊な呼吸法によって操作可能だ。呼吸こそがマナを魂ウィルの中で燃やす唯一の起爆剤だ」

「……ぜは……っ！　ぜは……っ！」

「この一連の行程を、〝ウィルを燃やす〟と表現する。魂ウィルの大いなる力を知覚し、自在に操ることこそ、ウィルの神髄」

「…………………」

「まぁ、要するに肺だ。ウィルを使いたきゃ、一にも二にも肺を鍛えろ。走って、走りまくって肺を鍛えまくれ。細かいウィルの技術はそれから──」

　ふと、シドが気付くと。

　生徒達はいつの間にか全員、地面にばったりぐったりと倒れ伏していた。

「……やれやれ、だらしないなぁ。初日だから軽いジョギングから始めようと思ったのに……こりゃ、当分、本格的な走り込みは無理だなぁ」

　じゃらり。シドが、大きな鉄球付きの鎖をいくつも手でじゃらつかせながら、残念そうにため息を吐ついた。

（死ぬ！　殺される！）

　言葉を発する余裕もなく、テンコ達は無様に地を舐なめながら、ぼんやりとそんなことを思うしかないのであった。




　────。




　──そんな地獄のような日々が経過すること数日。

　夕方。遠く望む山の稜りょう線せんに日が落ち、周囲が赤と金色で鮮烈に黄昏たそがれる世界にて──

「あはは、皆、お疲れ様……」

「ぐあああああああ──っ！　今日もきっつかったぁあああああ！」

　アルヴィンのねぎらいの言葉に、クリストファーの叫びが辺りに響き渡った。

　今日もようやく、一通りの訓練メニューが終わった生徒達は、訓練場の真ん中で累るい々るいと倒れ伏していた。

「きょ、今日こそ死ぬかと思いましたわ……」

「げほごほがはごほっ……お、お婆ばあちゃんが河の向こうで手を振ってましたぁ……」

「容赦がなさすぎる……伝説時代の騎士には血も涙もないのか……」

　エレインも、リネットも、セオドールもぐったりしている。

「……鬼です……あの人は鬼だ……」

　くたりと耳を垂らしたテンコの憎まれ口にも覇気がない。

　全員、ぐったりと力なくへたり込むしかないのであった。

「あれ？　そういえば、フローラは？」

　ふと、フローラの姿がないことに気付いたアルヴィンが、ずっしりと重い身体を起こす。

「ああ、あいつ？　あいつなら、今日の鍛錬が終わるなり、早々にどっか行ったぞ？　早く汗を流したいとかなんとか……」

「まったく……相変わらずですわね、あの子は」

「なんかフローラさんって、キツがってますが、いつも結構、余裕そうですよね……」

「ったく、どんな体力してんだ……人は見かけによらねえなぁ……」

　そんな風に、一同がぶつぶつ言い合っていると。

「な、なんか……ごめんね、皆……」

　不意に、アルヴィンが申し訳なさそうに謝っていた。

　一同の視線が、アルヴィンへと集まる。

「ん？　どうしたんだ？」

「なぜ、謝るんですの？」

「その……シド卿を、勝手に教官騎士にしちゃって……ごめんねって」

　そんなアルヴィンの言葉に、一同が目を瞬しばたたかせる。

「もちろん、僕は覚悟していたよ。将来、王になるために……どんなことをしても強くなってやるって。だから、シド卿に頼んだんだ」

「…………」

「でも、皆にまで付き合わせちゃって本当にごめん。もし、耐えられなかったら、僕からシド卿へ言っておくよ……希望者をシド卿の指導から外してくれって……だから……」

　すると。

　一同は互いに顔を見合わせて、含むように笑い始めた。

「……皆？」

　そんな一同の様子に、今度はアルヴィンが目を瞬かせる番であった。

「何を言ってるんだ、アルヴィン。むしろ、俺達はお前に感謝してるんだぜ？」

「そうですわ」

「えっ？」

　クリストファーとエレインの意外な言葉に、アルヴィンが言葉に詰まる。

「今だから正直言いますとね。やっぱり、わたくし達……心の底では無理だと思っていたんですの……騎士になるの」

「！」

「本当に、妖精剣の剣格の差ってのは絶対だったからなぁ。俺達がいくら必死に努力したって、剣格が上の連中との差は開くばっかりでさ……」

「それに、最近は……訓練しても全然、伸びている気がしませんでしたしね……」

　リネットも伏し目がちに同意する。

「でもな。希望ができたんだ！　シド卿、見ただろ？　シド卿は、人は妖精剣なしでも、あそこまでやれるって示してくれたじゃねえか！」

「ウィル……今は失われし伝説時代の技……確かに、あの領域まで行くのは不可能かもしれませんが……少しでもあの領域に近付けるなら……」

「シド卿は断言してくれましたっ！　私達でも必ず強くなれるって！　騎士になれるって！　シド卿は私達に希望を示してくれたんですっ！」

「おうよ。だからこの程度の地獄、何の希望もなかった日々と比べたら屁へでもないぜ！」

　そう熱っぽく語る仲間達を前に、アルヴィンは呆ほうけるしかない。

　そして、そんなアルヴィンへ、エレインが続ける。

「それだけではありませんわ、アルヴィン。あなたがこうして、ブリーツェ学級クラスを作ってくれたからこそ、わたくし達は騎士を目指していられるんですの。

　名門騎士の出自でありながら、剣格の低い剣にしか選ばれなかったわたくしは、騎士の道を絶たれ、家からも放逐され、絶望しかありませんでした。一時は自殺も考えました。でも……あなたが、わたくしを救ってくれたのです」

「……俺もな。アルヴィンのお陰で、平民出身の落ちこぼれな俺も、まだガキの頃からの夢を追い続けていられる……」

「わ、私だって、似たようなものです……私が、なんとか従騎士スクワイアになれたお陰で、奨学金が貰もらえて……没落貴族の私の家族は……飢えずに生きていけます」

　エレインの言葉に、クリストファー、リネットも次々に応じた。

「それに……大変でしょう？　アルヴィン。三大公爵家に逆らうのは」

「ああ、政治の難しい話はよくわからん俺でも、そのくらいわかるぜ」

「確か三大公爵家は……王子様へ、騎士叙勲のために学級クラスに入れて欲しかったら、自分の麾き下かに降くだれ……みたいなことを通達してきたんですよね？」

「ったく、この国の王位継承の掟おきてを逆手に取りやがって……卑ひ怯きょうな奴らだぜ！」

「でも、あなたはそれを拒んだ。……この国を、真の意味で守るために」

　エレインが、アルヴィンの手を取って、真っ直すぐ見つめる。

「どうか、自信を持ってください。わたくしが、もし騎士となるなら……アルヴィン、あなたの騎士になりたいと、そう思っているのですから」

「ああ、俺もな」

「わ、私もですっ！　……仕えるなら、私、王子様がいいですっ！」

「み、皆……」

　感極まったように目を細めるアルヴィンへ。

「要するに、見くびるなよってことだ」

　今まで少し遠い場所で黙っていたセオドールが、不意にぼそりと呟つぶやいた。

「僕達は君が思っている以上に、自らの意思と選択の下、ここに居る。君が僕達に対して何か気負う必要なんてない。君は王子だ。次の王だ。ただ堂々としていればいい」

「……あ、ありがとう」

　仲間達の言葉に、アルヴィンが嬉うれしそうに微ほほ笑えむ。

「良かったですね、アルヴィン！」

　すると、テンコがそんなアルヴィンを横から抱きしめていた。

「もちろん、私だっています！　私はずっと、ずっと、あなたの騎士です！　あらゆる艱かん難なん辛しん苦くから、あなたを守ってみせます！　大丈夫、うまく行きますよ。きっと……」

「テンコ……うん……」

　この半年間、苦楽を共にしたブリーツェ学級クラスの仲間達の言葉に、アルヴィンの胸が一杯になる。嬉しくて、気恥ずかしくて。

　かつて、辛つらい道を選択したことが、決して無駄じゃなかったと思えて。

　でも。

　だからこそ、アルヴィンは、思ってしまうのだ。

（……苦しい）

　最近、仲間達と過ごしていると、時折、堪えきれない罪悪感と重責に、胸が押し潰されそうになることがある。ちょうど今のように。

　なぜなら──

（僕は、いつだって仲間達を……そして、民を騙だまして、裏切っているのだから）

　だが、アルヴィンはそんな胸中を露程も表には出さずに。

「さぁ、そろそろ、冷えてくるよ。……皆、上がろっか」

　そう言って一同を促し、城内へと戻るのであった──




　────。




　──その夜。

　キャルバニア城・上層階。

　王族の居住区が存在する区画、その最さい奥おう。寝室にて。

「…………」

　アルヴィンは眠れぬ夜を過ごしていた。

　ランプの火を落とした暗闇の中、ベッドに寝そべり虚こ空くうを見つめている。

　その胸中に反はん芻すうされることは、昼間の仲間達とのやり取りだ。

　こんな自分を、支えてくれる仲間達。未来の王だと認めてくれる仲間達。

　……眠れない。どうしても眠れない。

　元々、アルヴィンには時折、どうしようもなくそんな夜があるのだ。

　そんな夜は──……

「…………」

　アルヴィンは、ベッドからそっと身を起こした。

　正面の扉から続く部屋には、シドに宛てがわれた部屋がある。

　外からこの寝室へ至るには、必ずその部屋を通る必要がある。護衛であるシドが詰めて寝泊まりする部屋としては、ぴったりだ。

　アルヴィンは抜き足差し足、その扉に忍び寄る。
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　そして、音も立てずに扉を少し開き、シドの部屋内部の様子を窺うかがう。

「ぐかー……ぐかー……」

　シドは、部屋のベッドの上で大の字になって、眠っていた。

　正直、護衛として、それでいいのかと問い詰めたいが。

　シドが眠っていることを確認したアルヴィンは、寝室の隅にある鏡の前に立った。

　しばらく、それをじっと見つめ……そっと鏡面に手を触れる。

　鏡の表面がまるで水面のように波立ち……手が鏡の中へと沈んだ。

　この鏡は、アルヴィンだけが知っている、とある秘密の妖精界への入り口なのだ。

　アルヴィンは迷わず、鏡の中へと入っていった。




　鏡を抜けた先にあったのは──

　美しい銀月が夜空に浮かぶ、清浄な気に満ちた森の中だった。

　訪れる者を母のように包み込む、優しい闇。頰を撫なでる心地好よい夜の風。

　アルヴィンは、微かすかな月明かりを頼りに、ひっそりと森の奧を目指して歩き始める。

　すると、進むうちに、空気に清せい澄ちょうなる水の気配と匂いが漂い始めた。

　アルヴィンは森をそっと抜け……開けた場所に出る。

　そこには、澄み切った水を湛たたえた、小さな泉があった。

　鏡のような水面は、月の光を照り返し、きらきらと輝いている。

　水辺には蛍の光が躍り、そこには実に幻想的な風景が広がっていた。

「…………」

　アルヴィンは、周囲の気配を注意深く確認すると……木陰で服を脱ぎ始める。

　しゅる……森の静寂の中、衣服の衣きぬ擦ずれ、下着が落ちる音が、小さく響く。

　だが、その暗い森の闇の中、薄うっすらと判別する身体からだの線は──どういうことか、男性というより、どこか女性的だ。

　アルヴィンは、不思議な力が感じられる櫛くしを取り出す。

　それで、そっと髪を梳すくと、ばさり、と長い髪が広がった。

　やがて、一糸纏まとわぬ姿となったアルヴィンは、そっと泉の中へと足を踏み入れた。

　ぱちゃり……小さく響く水音。

　泉には、頭上に輝く月の光を遮る梢こずえは、もうない。

　淡く降り注ぐ月明かりの下、アルヴィンの裸体が露あらわになった。

　少女だ。

　アルヴィンの身体は男性ではない。紛れもなく女性のものだ。

　純金を溶かし流したかのような長い金髪、艶なまめかしいうなじ、肢体が描く優美な線、瑞みず々みずしく張りがある白い肌。胸の膨らみこそ控えめな方ではあるが、清せい楚そで美しい丘陵を形作るそれは〝女の性〟を否いや応おうなく主張している。

　彼女を構成する何もかもが芸術品のようであった。

　常日頃、周囲の人間にはひた隠しにしている本当の自分を、今、ようやく解放し、アルヴィンは、安あん堵どしたように息を吐くのであった。

「……ほぅ」

　まさに、湖に舞い降りた美の妖精と形容すべきか。

　そんなアルヴィンが泉の浅瀬に座り、ぱちゃぱちゃと水浴びを始めた。

　両手で水を掬すくって身体にかけ、腕や足を洗う。頭に水を被かぶり、髪を丁寧に梳くしけずる。

　白い珠たま肌はだを、水滴が伝い落ちていく。月明かりを反射させ、きらきらと輝く。

　そして、手を合わせて掬った水鏡に、己の顔を映し、じっと見つめる。

　解放感のある場所で、人知れず水浴びをするアルヴィンの顔は、心底、安らいでいるようだった。

　──だが。

　がさりっ！

　背後──アルヴィンがやって来た方向から、不意に音がした。

「っ!?」

　途端、アルヴィンの身体が、びくりと震え、硬直する。

（噓うそっ!?　誰!?　ここは、私以外の人は、誰も知らないはず──ッ!?）

　アルヴィンが咄とっ嗟さに、物音がした方向を振り返る。

　すると、いつの間にか。

　泉に面した森の樹木に、腕組みして背中を預ける一人の男の姿があった。

「よう、アルヴィン。まさか、こんな場所があったなんてな」

　シドだ。完全に眠っていたはずのシドが、なぜかそこに居る。

「驚かせてしまったか？　悪いな。俺はどんなに熟睡してても、何か異変が起きれば、一瞬で覚醒するタイプでね。お前の気配が急に消えたから捜しに来たんだよ」

「……な」

「だが、感心しないな。多分、お前しか知らない秘密の場所なんだろうが、さすがに一人じゃ不用心だぜ？　水浴びしたけりゃしたいと素直に言ってくれよ。……なに、俺はお前の護衛だ。別にそれくらい、いつでも便宜を──……、」

　シドとアルヴィンの目が合う。

　そして、シドの視線が、アルヴィンの姿を頭の天辺てっぺんから順に下へ走査する。

「……うん？　……えーと？　……おいおい、マジか？」

　その途端、歴戦の騎士たるシドが、珍しく言葉を失って目を丸くした。

　アルヴィンの身体に、アルヴィンの正体に、今、ようやく気付いたのだ。

「ははは、こりゃあ……まいった。俺としたことが、なんて目の節穴さだ」

「〜〜〜〜ッ!?」

　ばっ！　アルヴィンが慌てて胸や秘部を手で隠し、真っ赤になって俯うつむいてしまう。

　シドもシドで、気まずそうにアルヴィンへ背を向けて、頭を搔かく。

　そして、しばらくの間、なんとも言えない沈黙が両者の間に漂い……

　やがて、意を決したように、シドが問いかける。

「……えーと、お前、アルヴィンなんだよな？　実はいた双子の妹とかじゃなく」

　そんなシドの言葉に。

「あ、ぅ……う……その、あの……」

　アルヴィンは、かたかたと震えるしかなくて。

　その沈黙が、何よりも雄弁に真実を物語っていて。

「やれやれ、アルヴィン……お前、女だったのか……」
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　そんな呆ほうけたようなシドの呟つぶやきが、夜の静寂に消えていくのであった──




「……話は……聞かせてくれるのか？」

　シドの言葉に、アルヴィン──否いな、今はアルマがこくりと頷うなずいた。

　アルマは、もうすっかりいつもの騎士装束に身を包んでいる。

　長く伸びていた髪も、不思議な櫛を通すと、いつもの長さに戻っていた。どうやら、通すことで髪の長さを変化させる魔法の櫛らしい。

　泉のほとりで、二人は大樹を背に隣り合って腰かけ、白い月が映る水面みなもを見ている。

　そして、意を決したようにアルマが、ぽつぽつと語り始めた。

「といっても……あまり話すことはないんですが……」

　何かを諦めたように、アルマは虚うつろな目で言った。

「ご存じないでしょうか？　キャルバニア王国は代々、男子の王が治める国。この掟おきてにより、女は王にはなれません」

「……ふうん？　その古ふる臭くせぇ掟、まだあるんだな」

「先王アールド……私の父上は、近年、弱体化してしまった王家の王でありながら、三大公爵家をよく抑え、可能な限り善政を布しいた賢王と呼べる人物でした。その父上の唯一の失策が……世継ぎに恵まれなかったこと」

「…………」

「王家の統治が潰ついえれば、三大公爵家が王国の主権を握ります。

　この世界情勢下で、他国侵略を目論もくろむデュランデ公、自らが贅ぜいを尽くすために民から搾取することしか考えてないオルトール公、この王国を他国に売ろうとしているアンサロー公……彼らが台頭すれば、この国は終わりです。

　この国の民のためにも、どうしても、王家の統治を絶えさせるわけにはいきませんでした。そこで、父上が取られた苦肉の策が……」

「アルマ姫。お前を男として……アルヴィン王子として、次期王位に据えることか」

「……はい」

　膝を抱いて、そこに顔を埋うずめるアルマ。

　細かな身体の震えが、彼女の葛藤と苦悩の発露であった。

「実に愚かなことだと思います。民を、皆を騙だまして、裏切って……でも、他に方法がなかったんです。それが王家の人間の務め……だから、私は男の子として、ずっと……」

「…………」

　感情の読めない表情で押し黙るシド。虚ろな瞳は、水面を彷徨さまよっている。

「もちろん、私は一生を男の子として生きていく覚悟は決めています。だけど、私……時々、どうしても女の子に戻りたくなる時があるんです……皆を騙している……裏切っている……そう強く自覚させられる時……もう、どうしようもなく衝動的に、女の子に戻りたくなってしまう時が……あるんです……」

　ぽろぽろと涙をこぼしながら、アルマが顔を上げる。

　その、どうしても女の子に戻りたくなる時……それが、今だったのだ。

「俺以外に、この秘密を知っているのは？」

「……イザベラと……小さい頃からの親友だった、テンコだけです」

「そうか」

「はい。だから……」

　アルマが、思い詰めたように、両手でシドの手を取った。

　そして、シドを真っ直すぐ見つめ、懇願するように言った。

「どうか……どうか、この話は内密にしてくれませんか？　万が一、私が女だということが世間に知れ渡ったら、全部終わりなんです……王家も、この国も、民もッ！」

「…………」

「私は、王にならなければならないんです……父上の意思を継いで、この国を守らないといけないんです……だから……ッ！　お願いします……ッ！」

「…………」

「もし、このことを胸の内に秘めていただけるなら……」

　すると、アルマはそう言って……

「私は、あなたが望むことなら、なんでもいたします……から」

　意を決したように、シドの正面にそっと移動した。

　そして、身を乗り出し、互いの吐息が感じられるような距離で見つめ合う。

　やがて、アルマは覚悟の表情で、それでも恥ずかしそうに、顔を真っ赤に染めて。

　目を伏せて。胸元に手をかけ、前合わせのボタンを一つ一つ外していって。

　再び、ゆっくりと衣服を脱ぎ始める……

「そう……あなたが望むのなら、なんでも……たとえ、あなたが、私を……」

　だが。

「おっと、そこまでだ」

　シドが手を伸ばし、はだけられたアルマの胸元の衣服を合わせる。

　そして。

「……シド卿きょう……？　あ、痛っ!?」

　シドは、アルマの脳天に手刀を振り落としていた。

「バカめ。王となろう者が自分を安売りすんな。ったく……お前はいつになったら、俺の主君候補見習い代理補佐から抜け出すんだ？」

　だが、そう語るシドの表情は、どこまで穏やかで優しい。

　呆けたようなアルマの頭に、シドは手を乗せ、わしゃわしゃと撫なでる。

「あ……」

「大丈夫だ、安心しろ。お前が女だろうが男だろうが、俺のアルスルに対する忠誠は変わらない。俺はお前を守る。あらゆる敵意と悪意から。だから、安心しろ」

「……ぅ……」

　不意に、アルヴィンの目と鼻の奥が、つんと熱を持つ。

　視界が、徐々にぐにゃぐにゃに歪ゆがんでいく……

　そんなアルヴィンへ、シドが優しく言葉を続けていく。

「俺は、お前のことを心から尊敬する。女の身で王たらんとするなど……ましてや、それを隠してなんて、貧弱な俺の頭じゃ及びもつかないほどの重圧だろうさ。そんな重さに、その華きゃ奢しゃな身体からだで、お前は今までずっと、必死に耐え続けて来たんだろ？」

「……ぁ……ぁあ……」

「お前は立派だよ。誇れ。胸を張れ」

　そんな風に、アルマの頭を撫で続けるシドへ。

「シド卿……お願いがあるんです……」

「なんだ？」

　アルマが震える声で告げた。

「今夜は……もう少し……もう少しだけ……女の子でいさせてくれませんか……？」

　そんな、アルマの求めに。

「ああ、好きにしな」

　シドは優しく応える。

　すると、アルマは、勢いよく身を乗り出して、シドの胸に抱きついた。

　そして──

「ぐすっ……ひっく……うぅ……うわぁあああああんっ！」

　アルマは、シドの胸の中で、子供のように身を震わせ、泣きじゃくるのであった。

「…………」

　シドは、そんなアルマの頭を、背中を、髪を、無言で撫で続ける。

　いつまでも。

　……いつまでも。




　────。




　──次の日。

　今日のテンコは、朝から不機嫌だった。

　いつもの重たい全身鎧よろいを着込んでの、地獄の走り込みに対する不満ではない。

　アルヴィンとシドについてのことだ。

「そうだ、その調子だ、アルヴィン」

「はいっ！」

　シドがアルヴィンへ、ウィルを乗せた剣技の指導をしている。アルヴィンは生徒達の中で、ウィルの筋が一番良いということで、一足早く先に進んだらしい。

「教えた通りの律動リズムでもっと深く息を吸え。外界から魂ウィルへ取り入れたマナの流れを感じろ。マナが満ちて小さく火が燻くすぶる魂ウィルの中に、大量の空気を送り、激しく燃やすイメージだ。妖精剣からマナを受け取る感覚は一度、忘れろ」

「は、はいっ！」

「ウィルを燃やして得たマナを、全身に巡らせるんだ。呼吸で速くした血流に乗せて、マナを身体の隅々まで運ぶイメージ……〝マナを通す〟んだ」

　シドの厳しくも熱心な指導の下、アルヴィンが一生懸命に剣を振っている。

「こ、こうですか？」

「違うな。それじゃただ、マナを無駄に体外へ発散してるだけだ。……よし、今から、お前の代わりに、俺がお前の身体にマナを流す。その感覚をよく覚え、真ま似ねしろ」

「……はいっ！」

　シドは、アルヴィンを手取り足取り教える。

「あ……なんか今、一瞬、身体が熱くなって、いつもより速く剣を振れたような？」

「ほう？　早くも片へん鱗りんを摑つかんできたか。お前はやっぱ筋がいいな」

「え？」

「それが、〝マナを通す〟感覚だ。マナを手足に通せば、お前はいつも以上の身体能力を発揮できるし、妖精剣に通せば、より強い妖精魔法を行使できる」

「い、今のが……」

「ああ。だが、まだまだだ。今のお前のウィルは、精々、身体がちょっと暖まって調子が良くなる程度だろう？」

「は、はい……」

「ウィルにはその先の領域や技がいくつもある。だが、まぁ……まずはそうやって、ウィルを燃やし、マナを手足や剣へ通すことだけ覚えろ。それで充分強くなれる」

「は、はいっ！」

　嬉うれしそうにシドへ返事をするアルヴィン。

　そして、再び始まるマンツーマンの指導。

　そんな二人の様子を、テンコはジト目で睨にらんでいた。

（シド卿がアルヴィンを教える……それは別にいいんです、それは。だけど──）

　そんなテンコが凝視している先で。

「ぜぇ……ぜぇ……はぁ……はぁ……ッ！　けほっ！」

「よし。一旦、休憩しようか」

「い、いえっ！　僕、まだいけますっ！」

「アルヴィン？」

「もう一度……もう一度、お願いしますっ！　今の感覚を忘れたくないんです！」

　アルヴィンが、シドへ縋すがり付くように詰め寄っていた。

「しかしな……俺のマナは今のお前には強すぎる。あまり流し過ぎても、お前の身体に負担がかかるからな……」

「でも、僕は一刻も早く強くなりたい……将来、立派な王になるために！　僕には立ち止まっている暇なんてないんです！　だから──」

　すると、そんなアルヴィンの熱意に押し負けたのか。

「しゃーないな」

　シドが苦笑しながら応じた。

「過度な無理はよくないが、鉄は熱いうちに打てとも言う。よし、もう少しだけだぞ？」

「は、はいっ！　ありがとうございますっ！」

　すると、アルヴィンがシドへ背を向け、身を任せるように脱力する。

　シドは、そんなアルヴィンの背後から、アルヴィンの左肩と剣を握る右手首を摑む。

　必然的に密着するシドとアルヴィンの身体。

「行くぞ？　少し強めに流す。キツいかもしれないが、霊的な感覚でしっかりとその流れを摑んでみろ。ウィルによる自身のマナの流れを俺の流すマナに合わせるんだ」

「はい……よ、よろしくお願いします……」

　そう言って、アルヴィンが目を閉じて精神を集中し、深く呼吸を始めた。

　そして、シドの手に導かれるままに、ゆっくりと剣を振り始める。

　テンコがじっと見れば、アルヴィンの頰が、ほんのり上気している。

　だが、その頰の熱の性質は、熱心な訓練で上昇した体温とは、どうにも性質が異なる気がしてならない。

　アルヴィンは訓練に没頭していながら、どこかシドへ身体を任せることにうっとりと安あん堵どしきっているようであった。

　テンコは、ただの訓練を越えた奇妙な違和感を、アルヴィンから感じたのである。

「な、なんですか、あれ……？」

　どうにも様子のおかしい二人の様子に、テンコがジト目になる。

　有り体に言って、二人の距離感が妙に近い気がする。

　思えば、今朝からアルヴィンの様子はおかしかった。シドはいつも通りだが、アルヴィンの方が妙にシドへと懐なついている……そんな雰囲気だ。

　そして、そんな二人の様子に、他の休憩中の生徒達も気付いたのだろう。

「……ど、どうしたのでしょうか？　あの二人……」

「そういう訓練……と、そう言ってしまえば、そこまでなのですが……」

　リネットとエレインが、不思議そうに首を傾かしげていた。

「どう思います？　テンコ」

「べ、別にっ！　あんなの、アルヴィンが私達より一歩先に進んだから、次のステップにいち早く進んだ……ただ、それだけじゃないですかっ！　思うことなんて……」

　テンコが自分に言い聞かせるようにそう言いかけた……その時だ。

「ははーん？　さては教官とアルヴィンのやつ……デキたな!?」

　クリストファーがそんなことを、どや顔で言い始めた。

「んな──ッ!?」

「ぇえええっ!?　お、お待ちくださいましっ！　あの二人は殿方同士ですのよ!?」

「そ、そそそ、そういうのっ！　良くないと思いますっ！　ハァハァ！」

　エレインが真っ青になり、リネットはなぜか顔を真っ赤にして興奮気味だった。

「いやいや、わからんぜ？　ほら、アルヴィンって、男の俺でも、たまに思わずドキッとするくらい色っぽい時あるしな！　昔の騎士物語にも、美形騎士同士の耽たん美びものって、わりと定番だし、ひょっとしたら──」

　そんなクリストファーの言葉は。

「……ひょっとしたら……なんですか？」

　芯から凍いてつくような声に、遮られていた。

　気付けば、テンコが後ろ手で抜き身の剣を持ち、その切っ先を、クリストファーの喉元へと突きつけている。

「ヒョエッ!?　な、なんでもありましぇん!?」

「ふんっ！」

　クリストファーを黙らせ、テンコが剣を鞘さやに収める。

　そして、一人物思う。

（ま、何があったか、全然知りませんが！　私とアルヴィンの絆きずなに敵かなうわけありませんけどね！　なにせ、私はアルヴィンの〝秘密〟を知る数少ない親友ですから！）

　フフン、と勝ち誇ったように、哀かなしいドヤ顔をするテンコ。

　そうやって、自分の優位性と心の均衡を保とうとするが。

　そんなテンコの後方では……

「あ！　シド卿きょう！　今の!?」

「ああ。ウィルを学び始めて、たった数日でそれだけできれば上出来だ」

「やったぁ！　ありがとうございます！」

　アルヴィンがシドの手を取って、嬉しそうに笑って、ぴょんぴょん跳ねていた。

「しかし、お前は本当に早いな？　伝説時代の騎士でも、ウィルの感覚を摑むには、それなりに時間がかかったものなんだがな？」

「あはは、きっとシド卿の教えがいいからですよ！」

「ふっ、何を浮かれてるんだ」

　シドが、ぐしゃりとアルヴィンの頭を摑む。

「落ち着いて意識しないとできない今の状態じゃ、戦闘じゃ使い物にならん。今までどおり、普通に妖精剣へおんぶに抱っこした方がよほど強い。……まだまだ先は長いぜ？」

「わかってます！　これからも、どうかよろしくお願いします！」

「……ああ、任せろ」

　シドはそのまま、アルヴィンの頭をくしゃくしゃと撫なでて。

「……♪」

　アルヴィンはどこか嬉しそうに、それを受け入れていて……

（や、やっぱり、あの《野蛮人》は気に入りませんっ！　うううう〜〜ッ！）

　テンコは、一人悶もん々もんと怒りと嫉妬を燃やすのであった。











第五章　王都の変









　──その日。

　キャルバニア城内に、激震が走っていた。

「北の魔国が動いた……だって!?」

　キャルバニア城・中層階の軍議室にて。

　今、アルヴィンの前には、緊急招集された各大臣、キャルバニア妖精騎士団の各団長、王国一般兵団の将校達が集っている。

　そして、早馬で駆けつけた伝令兵の報告に、一同は騒然としていた。

「はっ！　北の魔国ダクネシアにて、幽騎士約二千騎が唐突に出現！　北のデスパレス山脈を越えて国境砦とりでを突破、現在、この王都キャルバニアを目指して猛速度で進軍中！　恐らく三日内にはこの王都に到達するものかと！」

　そんな伝令兵の報告に、その場の一同が騒然とする。

「幽騎士だと……ッ!?　魔王に従うあの呪われた尖せん兵ぺい達が……ッ!?」

「バカな……ッ！　近年、オープス暗黒教団が、旧魔国を拠点に活動を再開していたとは聞いていたが、まさか、魔国ダクネシアまで動き始めるとは……ッ！」

「しかし、今になってなぜ、幽騎士が!?　あの呪われた死し霊りょう騎士達は、魔王の命令以外は受け付けないはず……ッ！」

「まさか、噂うわさ通り、魔国に魔王の後継者が本当に現れたというのか……ッ!?」

　そんな風に動揺と困惑に揺れる一同へ。

「落ち着いてください、皆さん」

　王務代行、湖畔の乙女の長おさイザベラが毅き然ぜんと言った。

「魔国やオープス暗黒教団の実情を詮索するのは後回しです。今は、この突然の国難に対処するのが先決です」

　そして、イザベラが軍務大臣をちらりと流し見て問う。

「現在、これに即応できる王国側の戦力はいかに？」

「はい。王都の最低限の守備を除くと、妖精騎士二千。そして、一般兵一万ですな」

「幽騎士の戦闘能力の前には、妖精剣を持たない一般兵は役に立ちません。それを考えれば、総力を挙げて、なんとか押し返せるギリギリですね……各妖精騎士団関係者はただちに出陣の準備を願います」

　イザベラがテキパキと一同へ指示を出していると。

「そうだな、此こ度たびの戦、我々が出るしかあるまい。無論、やぶさかではないがな」

　この軍議の席の上座で堂々としている、大柄で横おう柄へいそうな中年男性が口を開いた。

　キャルバニア妖精騎士団、第一団・通称《赤の騎士団》団長、デュランデ公爵だ。

「ええ、当然ですわね。幽騎士の戦闘能力を考えれば、彼奴あいつらに対抗しうるのは妖精騎士以外に考えられません。戦闘の中核となり、矢面に立つのは、わたくし達」

　妖よう艶えんな眼鏡の女性も、したり顔で追従する。

　キャルバニア妖精騎士団、第二団・通称《青の騎士団》団長、オルトール公爵だ。

「となると、必定、出血するのも我々……いえ、この国難に、王国の盾たる我々騎士が痛みを引き受けるのは、実に当然のことなのですが」

　金髪で年齢不詳の美貌の男が、髪をかき上げながら言う。

　キャルバニア妖精騎士団、第三団・通称《緑の騎士団》団長、アンサロー公爵だ。

　この三名こそ、キャルバニア王国を王家と共に支える屋台骨にして守護者、三大公爵家の現当主達であった。

　そして、このタイミングでのこの公爵達の物言いに、イザベラが目を細める。

「……一体、何が仰おっしゃりたいのでしょうか？」

「いえ、此度の戦……これだけ我々に負担を強いるのです。王家の方で今後、我々に対する何らかの〝配慮〟や〝優遇〟が、恩賞としてあってもよろしいかと思いましてね」

　途端、ざわざわとその場が騒然とする。なんと三大公爵家は今回の騒乱に乗じて、王国内における自身らの利権のさらなる向上を狙っているのだ。

「国王は、妖精騎士団を含むキャルバニア王国軍の最高司令官です。王家の勅命に従い、軍を派兵するのは、至極当然のことと思いますが？」

　そんなイザベラの反論に。

「ええ、そうです、その通り。我々の地位と領地は王家から賜り、保障されているもの……この王国のために身を粉にするのは、至極当然のこと」

「しかし、残念ながら、その王家の当主たる国王は現状、不在ですわ。次期王位継承者はいらっしゃいますが」

　オルトール公爵が、一番の上座で腰かけるアルヴィンをちらりと流し見る。

「……っ！」

　アルヴィンは黙って、その視線を受け止めるしかない。

「そして、イザベラ殿。王家との古き盟約に従う《湖畔の乙女》の長おさとして、現在国政を代行する貴女あなたですが……しょせん、王の名代に過ぎない。つまり、我々三大公爵家は、此度の派兵に応じる義務も義理もないんですよ」

「そうですわね。我々は王家と国王陛下に忠誠を誓う騎士であるがゆえに」

「よくも、そういけしゃあしゃあと恥知らずな詭き弁べんを弄せますね。この国難をだしに使ってまで、王国内における自身のさらなる地位向上と利権獲得を狙いますか」

　イザベラが静かな怒りを込めて吐き捨てる。

「いえいえ、そうではありません。ただ……血を流すのが我々だけというのは、あまりにも不公平だ。王と家臣は、その苦痛を分かち合ってこそでございましょう？」

「自分は何も痛まず、我々にのみ騎士を出させ、我々が痛むのを高みの見物していることこそ、筋が通らぬ話だろう？」

「わたくし達が問うのは、王家はそこをどう埋め合わせてくれるつもりなのか、ですわ」

「くっ……」

　イザベラが悔しそうに拳を握り固めた。

　この国は、こういう国なのだ。国王は確かに、王国軍の総司令官ではあるが、なぜか自身が直接指揮できる妖精騎士団を持っていないのである。

　そもそも、キャルバニア王立妖精騎士学校からおかしく、デュランデ学級クラス、オルトール学級クラス、アンサロー学級クラス……それぞれの学級クラスの生徒達は卒業後、通例そのまま、デュランデ公の《赤の騎士団》、オルトール公の《青の騎士団》、アンサロー公の《緑の騎士団》に組み込まれる。

　だからこそ、アルヴィンは、先王アールドの発案を受け、自身が直接指揮できる妖精騎士団をいずれ結成するため、ブリーツェ学級クラスを新設したのである。

「ふむ。そうですね……此度の国難を乗り越えた暁には、我々に……」

　そして、何も言い返せないイザベラを相手に、アンサロー公が何らかの利権を要求しようとしていた……その時であった。

「まぁ、要するになんだ？」

　不意に、一人の青年が声を上げていた。

　アルヴィンの背後に影のように佇たたずんでいた騎士だ。

「王家のアルヴィンも子飼いの騎士を出せば、文句ないんだろう？　なら、俺が行ってやってもいいぜ？」

　──シドだ。

　最近、一千年間の死より目覚め、アルヴィン王子の麾き下かに加わったという騎士。

　伝説時代最強と謳うたわれた騎士──《野蛮人》シド卿。

　もうシドの存在は、王国上層部でとっくに知れ渡っていた。

　シドの発言に、その場の一同の注目が一斉に集まる。

「シド卿きょう……あの《野蛮人》シド卿が、此度の戦に参陣……？」

「噂によれば、妖精界で出現した妖魔キリムを単騎で撃破したとか……」

「バカな！　いくら伝説時代の騎士でも、そんなことできるはずがないだろう!?」

「そもそも、あんな男が本当に伝説時代の騎士のわけが──」

　そんなひそひそ話が、軍関係者や大臣の間で囁ささやかれる。

　そして。

「ふははははははっ！　バカな！」

　だんっ！　と。デュランデ公が拳でテーブルを叩たたき、シドを睨にらみ付ける。

「騎士を出せば良いだと？　バカめ。貴公一騎が参陣したところで一体、何ができる!?」

「まったくですわね。我々が一体、どれほどの戦力を出すのか、少し物を考えて発言して欲しいものです」

「大体、貴方あなた一人が妖精騎士二千に敵かなうはずが……」

　アンサロー公、オルトール公も口々にシドを揶や揄ゆしていると。

「俺の方が強い」

　シドが何の気負いもなく堂々と言った。

「なんだと？」

「聞こえなかったか？　今回動くお前ら子飼いの妖精騎士総勢二千騎……そいつら全員合わせても、俺の方が強い」

　しん……一瞬、静まりかえって。

　次の瞬間、その場が大爆笑に包まれていた。

「ふはははははっ！　何をバカなことを！」

「伝説時代の騎士様は、どうやら大した冗談好きらしい！」

「《野蛮人》より、《道化師》を名乗られてはいかがかな!?」

　そんな大盛り上がりな一同を前に、シドは困ったように頰を搔かく。

「うーん、ただの事実なんだがな。……まぁいいか、別に」

　そして、シドは気を取り直して、三大公爵家に問う。

「ま、とにかくだ。王家側からは俺が出る。そして、俺があんたら三家の子飼いの騎士達より戦果を上げたら、そんなまだるっこしい利権交渉はナシにしないか？」

「……ッ!?」

「なにせ、互いに平等に出血し、〝筋が通ってる〟だろ？　なーに、俺達はなんだかんだ言って同じ旗を掲げ、同じ国を守る仲間だ……仲良くやろうぜ？」

　そんなシドの不敵な言葉に。

　単なる道化師ではない何かを感じ取った公爵達が、表情を引き締める。

「……いいでしょう」

　アンサロー公が静かに応じた。

「もし、貴方が口だけでなく、それだけの戦果を本当に上げられたのなら……ですが」

「よし、言げん質ちは取ったぜ？」

　そして、シドが事の成り行きを見守っていたアルヴィンへと振り返る。

「おい、アルヴィン」

「し、シド卿……」

「後はお前の判断だ。どうする？　俺はまだ、お前に忠誠を誓ったわけじゃないが……少なくとも、お前の力にはなってやりたいとは考えている」

　シドがアルヴィンを真っ直すぐ見つめる。

「〝騎士は真実のみを語る〟──お前がそう命令をすれば、俺はあの七面倒臭い三大公爵サマ達を黙らせる戦果を上げてきてやる。だが、お前が俺の力を信じられず、失敗して恥をかきたくない、今後の自分の立ち場を悪くしたくないと思うなら、拒否すればいい」

「…………」

「……さぁ、どうする？」

　そんな何かを試すように、不敵に微ほほ笑えむシドの目を前に。

　しばらくの間、アルヴィンは目を閉じて沈黙し……やがて、目を見開いて宣言した。

「僕は、あなたを信じる！　王命だ！　シド卿、此度の北の魔国の侵攻防衛戦へ出撃し、余が満足できる戦果を上げよ！」

「ふっ……大分、王様らしくなってきたな？　それでいい」

　アルヴィンのそんな下命に、シドがにやりと笑って。

　動揺と困惑、様々な思惑と波乱に満ちた軍議は、幕を下ろすのであった──




「……というわけで、今、この王都に危機が迫っているんだ」

　キャルバニア城・下層階。

　中庭に面した小城館にあるブリーツェ学級クラスの教室にて。

　アルヴィンから話を聞かされた生徒達が、緊張の面持ちで互いに顔を見合わせていた。

「そ、そういうことだったのかよ……」

「道理で、今日は早朝から城内が緊張感に包まれていると思ってた」

　クリストファーとセオドールが、額に汗を浮かべながら呻うめく。

　他の生徒達も似たような面持ちで、ごくりと唾つばを飲んでいた。

　そして、シドがアルヴィンの話を補足するように言った。

「妖精騎士団は、王都に最小限の守備を残し、全軍、北から迫る魔国の軍の迎撃戦に出陣する。騎士学校の従騎士スクワイア──つまり、お前達は、各学級クラスの教官騎士を指揮官とした小隊を編成し、王都防衛にあたる妖精騎士団の後方支援だ」

　そして、シドは視線を横滑りさせ、神妙な表情で佇むアルヴィンを流し見てくる。

「だが、俺は王家派の騎士として前線に出るので、ブリーツェ学級クラス小隊の指揮官は、お前だ、アルヴィン」

「……ッ！」

「万が一前線が抜かれ、敵軍に王都侵入を許した場合、この学級クラスの……お前の仲間達の命運を握るのはお前だ。……できるな？」

　そんなシドの問いに。

「はいっ！　任せてください！」

　アルヴィンは力強く頷うなずいて見せるのであった。

「よい返事だ」

　そんなアルヴィンを見て、シドは満足そうに頷き、アルヴィンの頭に手をのせ、くしゃくしゃと撫なでる。

「……ぁ……」

　アルヴィンはシドに撫でられ、一瞬、嬉うれしそうに口元を綻ばせるが、すぐに不安げな表情となって目を伏せてしまった。

「……どうした？」

「いえ、その……こんなことになって申し訳ありません」

　アルヴィンが悔恨の表情で言葉を絞り出す。

「何がだ？」

「その……僕の立ち場と身勝手のせいで、シド卿が前線に出ることになってしまって」

　じっと自分を見つめてくるシドへ、アルヴィンは言った。

「はっきり言って、僕は……王家は、三大公爵家から目の仇かたきにされています。対外的には僕の麾き下かの騎士であるシド卿は……恐らく前線ではロクな支援が受けられないと思います。イザベラにあなたの補佐を頼んではいますが……」

「…………」

「もちろん、シド卿の強さは知ってます！　わかっているつもりです！　でも、何が起こるかわからないのが戦場……そうですよね!?」

「ああ、そうだな。記憶はおぼろげだが……俺もかつて、そうやって何度も戦友達を失ってきた。〝あいつが、こんな戦場で死ぬわけない〟……そんな連中が何人も逝いった」

「……ッ！」

　そんなシドの告白に、アルヴィンが一瞬言葉に詰まる。

「僕は、その……不安なんです……もし、万が一、シド卿の身に何かあったらと、そう思うと……ッ！」

「…………」

「……なんか嫌な予感がするんです。この戦いで……シド卿が消えて、いなくなってしまいそうな……そんな嫌な予感が……」

「…………」

「もし、あなたがいなくなったら、シド卿、僕は……ッ！」

　と、アルヴィンが何かを言いかけると。

　びしりっ！　シドのデコピンがアルヴィンの額を打った。

「あいたっ!?」

「指揮官が部下の前で、おおっぴらに不安をブチまけるんじゃない。ったく、お前は上に立つ王として少し成長したかと思えば、すぐに後退するな」

　だが、そう叱責するシドの表情は優しかった。

「安心しろ。俺はこんなところじゃ死なない。それに、お前達も死なせない。……たかが幽騎士二千騎だろ？　一騎たりとも前線を抜かせないさ」

　そして、アルヴィンを真っ直ぐ見つめて、にっと笑う。

「お前達には、まだまだ騎士として教えてやりたいことが山とあるんだ。それは、単純な武としての強さに限った話じゃなくな」

「し、シド卿……」

「だから、お前も何が何でも生き残れ。そして、何かあったら遠慮なく俺を喚よべ。俺が即座に駆けつけ、必ずお前を守ってやる。……いいな？」

　すると、アルヴィンはシドの手を取り、胸に抱いて言った。

「……信じてます。どうか、ご武運を」

「ああ」

　互いに信頼の灯ともった目で見つめ合う、シドとアルヴィン。

　そんな二人の様子を。

「……アルヴィン……」

　テンコは肩を落として耳を伏せ、どこか哀かなしげに眺めているのであった。




　こうして。

　キャルバニア妖精騎士団を主力とする、王国軍総兵力二千は、王都を出撃した。

　向かう先は、魔国の幽騎士二千が波は濤とうのように迫り来る北方。

　彼我の進軍速度から逆算するに、接敵する予定地は、北に山脈を望むファボーム平原。

　互いに騎兵を主力とする、大規模な機動戦となることが予測されるのであった。




　────。




　敵が攻め込んでくる。

　十数年ぶりに勃発した大規模戦闘に、キャルバニア王都中が騒然としていた。

　万が一、前線が崩壊し、抜かれてしまった時に備え、王都内では女性と子供を優先的に、キャルバニア城内への避難が始まっている。

　キャルバニア王立妖精騎士学校の生徒達の中でも、すでにその実力を認められている高剣格の上級生は、妖精騎士団の一員として北の前線へと出撃した。

　それ以外の生徒達は学級クラスごとに小隊を編成し、騒然とする王都内の警備と避難誘導を行う王都防衛隊の補佐を行うことになった。

　アルヴィン達、ブリーツェ学級クラスの生徒達もそんな王都防衛隊の補佐をする小隊だ。

　アルヴィンは王家の人間とはいえ、今は叙勲前の従騎士スクワイア。

　正式な騎士叙勲を受けた先輩の正騎士の命令は絶対であり、先輩騎士達の指示を受けながら、警備任務へとつくのであった──




「お、おお……王子様……」

　避難誘導中、杖つえに縋すがり付いているような老婆が、アルヴィンに近づいてきていた。

「どうしましたか？　お婆ばあさん」

「う、うぅ……ああ、恐ろしい……恐ろしい敵が迫ってきていると聞きました……」

「はい。ですが、キャルバニア妖精騎士団が総力を挙げて、迎撃に向かっています。どうか、ご安心を」

「おおぉ……申し訳ございません……それでも……それでも恐ろしいのです……わたくし達は無事に……無事に明日を迎えられるのでしょうか……？」

「それは……」

　言葉に詰まり、即座に答えられなかった己の失態を、アルヴィンは恥じた。

「ああ、ああ……なんで……なんでこんなことに……こんな時に、先王様が……アールド王様がいてくれたら……ああ……ッ！」

　今は亡なき先王アールド……アルヴィンの実の父の名を、しきりに唱える老婆の姿に、アルヴィンは内心、苦い思いを抑えきれない。

　無論、先王の名を唱える老婆に悪気など微み塵じんもない。ただ、不安なのだ。

　それが意味することはわかっている。即すなわち、自分がまだ王として未熟なのだ。民の信を得ていない。

　だが、アルヴィンはくじけない。老婆の両肩に手を置き、真摯に訴える。

「大丈夫です、お婆さん。この王都は、そして、王都に住まう民は、この僕が……そして王国が誇る妖精騎士団が、命をかけて護まもります」

「おおぉ……王子様……アルヴィン王子様……」

「だから、万が一のことに備えて避難してください。大丈夫、大丈夫ですから」

　安心させるように何度もそう言って。

　アルヴィンは老婆の手を引いて、誘導するのであった。

「ふぅ……今のところ、避難誘導は順調だね……」

　アルヴィンは、ブリーツェ小隊と共に大通りの警備につきながら、周囲を見渡した。

　大通りでは、不安げな民衆が、王都防衛隊に守られて長蛇の列を成し、王都で一番護りの堅いキャルバニア城へ向かって、とぼとぼと歩いている。

　民衆は、皆一様に不安げな表情を浮かべていた。

　暴動は起きないか。もめ事は起きないか。アルヴィンがそう周囲を警戒していると。

「アルヴィン」

　テンコがぱたぱたと足早にやってくる。

　先刻、向こうの通りで民衆同士のもめ事があり、テンコが様子を見てきたのだ。

「こちらの様子はどうですか？　うまくいってますか？」

「うん、問題ないよ。テンコの方はどうだった？」

「こっちも大丈夫でした」

「……妖精剣の調子はどう？　こないだ、大分、キリムに手て酷ひどく壊されてたけど……」

　すると、テンコが腰の刀をすらりと半分ほど抜いた。真っ二つに叩たたき折られていたテンコの妖精剣は、今や傷一つない状態に完璧に修復されている。

「城に勤めている巨人族ティターンの鍛冶師、ドルーガさんが大急ぎで修復してくれました。もう妖精剣戦闘には、まったく支障はないと思います」

「そう、間に合ったんだ。それは良かった」

　アルヴィンが、ほっとしたように微ほほ笑えんだ。

「シド卿きょうが言うには、恒常的にウィルを燃やし続ければ、僕達のマナ総量も上がるし、それに合わせて自然と妖精剣も強くなっていくらしいよ？」

「……そうですか」

　どこか沈んだ調子で、テンコが呟つぶやいた。

　アルヴィンは改めて周囲を見渡す。

　クリストファー、エレイン、リネット、セオドール、フローラも緊張の面持ちでそれぞれの職務に従事しているが、特に変わった様子はなさそうだ。

　アルヴィンが仲間達の様子を確認していると、テンコがふと言った。

「しかし……大変なことになってしまいましたね、アルヴィン」

「そうだね……」

「でもまぁ……きっとなんとかなるんでしょうね」

　テンコの言葉には、どこか投げやりな、ふて腐れたような響きがあった。

「なにせ……前線には、伝説時代最強の騎士様がご出撃なされたのですから」

「テンコ？」

　テンコの何か含むような言い方に、違和感を覚えるアルヴィン。

　しばらくの間。二人の間を、妙に気まずい沈黙が流れる。

　やがて、テンコがぼそりと口を開く。

「少し、お話いいですか？」

「なんだい？　テンコ」

　アルヴィンが何事かと小首を傾かしげると、テンコが説教するように始めた。

「アルヴィン……あなた、最近、シド卿と距離が妙に近くありませんか？」

「えっ!?　そ、そ、そんなことないと思うけどっ!?」

　あからさまに目をそらし、声を上ずらせるアルヴィン。

　テンコはそんなアルヴィンへ詰め寄り、手を摑つかんで引く。

「テンコ？」

　アルヴィンはテンコに手を引かれるままに、人気のない路地裏へと連れ込まれる。

　そして、テンコが周囲に聞こえないよう、声を潜めて言ってくる。

「わかっているんですか？　あなたは本当は女の子なんですよ？　あんまり彼を近付けて……もし、バレたらどうするんですか？」

「……う……」

　テンコの指摘に、アルヴィンの頰が思いっきり引きつれる。

　その頰の引きつれる意味を、テンコは知らない。

「いいですか？　決して油断しないでください。彼に気を許してはいけません。確かに、彼はとんでもなく強いかもしれませんが……ただ、それだけです」

　テンコがアルヴィンに詰め寄り、怒ったように一気にまくし立てる。

「彼は伝説に名高き《野蛮人》。残虐非道で冷酷無比と語り継がれる、騎士の風上にも置けない男です。今はどういうわけか騎士ぶっていますが、いつその本性を露あらわにするか、わかったものじゃありません。

　もし、あなたが女だと知ったら、それを笠に着てきっとエラいことを要求してくるに決まってます！　たとえば下劣な欲望のままに、あなたの身体からだを要求したりとか！」

「そっ、そんなこと、シド卿は絶対にしないよっ！」

　アルヴィンが顔を真っ赤にして、反論する。

「シド卿はそんなことをする人じゃない！　ああ見えて、誰よりも誠実で紳士だ！」

「……なんで、そんなこと言い切れるんですか？」

「え、えーと……それは……」

「とにかく、シド卿に気を許しては駄目です！　絶対駄目です！」

　そして、テンコはアルヴィンの両肩を摑み、縋るように訴えた。

「あなたを守るのは、この私ですっ！　約束したんです！　あなたは、私がこの命に替えても守りますから……守って見せますからっ！　だから、彼なんか……ッ！」

　さすがに、テンコの様子のおかしさをアルヴィンは悟った。

「ねぇ……テンコ、どうしたの？」

　アルヴィンは、興奮するテンコを宥なだめるように、控えめに問いを投げる。

「テンコが、シド卿のことが嫌いなのは仕方ないとして……でも、何かそれ以上に、切羽詰まっているというか……焦あせっているというか……」

「……そ、そんな……ことは……」

　アルヴィンの指摘に、途端、しどろもどろになるテンコ。

　アルヴィンは知っている。テンコの耳がくたりと伏せられ、尻尾が力なく下がるこんな時は、図星を指されてしょげている時だ。

「ねぇ、テンコ。何か悩みや心配事があるなら話してくれないかな？」

　それを察したアルヴィンが、穏やかにテンコへ言った。

「僕達……ううん、私達、子供の頃からの親友同士でしょう？　……ね？」

「……あ、アルマ……」

　そんなアルヴィンを、テンコが呆ほうけたように見つめてくる。

　つい、今はもう誰も知らないはずの、アルヴィンの本当の名前を呼んでしまう。

　アルヴィンとテンコが二人きり……アルヴィンが女の子に戻れる時のみ、呼ぶことができる本当の名を。

　だが、しばらくして、テンコははっと我に返り、目を伏せて応じた。

「いえ、アルヴィン。……なんでもありません。なんでもないんです」

「テンコ……」

　どうも、幼なじみは何も話してくれないらしい。

　それを悟ったアルヴィンは、ほんの少しだけ哀かなしげに親友の名を呟いた。

「あまり持ち場を離れていると、先輩達に怒られてしまいます。そろそろ戻りましょう」

　そう言って、テンコがその場を離れようとした……その時だった。

　ふと、アルヴィンは気付く。

「……あれ？　霧……？」

　いつの間にか、辺りに霧が漂い始めていたのだ。

　その霧は王都全体を包み、みるみるうちに濃くなっていく雰囲気があった。

「変だね……早朝ならともかく、こんな時間帯に突然、霧がかかるなんて」

「確かに、妙ですね……」

　アルヴィンとテンコが、少し不自然な現象に首を傾げていると。

　それは──唐突だった。




　どくん。




　王都の南地区の一角……とある路地裏の奥まった場所を中心に、王都中へ奇妙な胎動が響き渡るのであった。




　────。




　王都より北五十キーロ地点を中心に広がるファボーム平原にて。

　東西に広がるデスパレス山脈を越えてやってきた、魔国の幽騎士二千騎と、南から進軍した王国の妖精騎士二千騎が睨にらみ合っていた。

　魔国の幽騎士達は、幽馬と呼ばれる闇の黒馬に跨またがり、生きとし生ける者全てを抹殺せんと輝く真紅の瞳を、そのローブの奧に宿している。

　陣形は、密集陣形。

　一塊になって突撃し、真正面から全てを踏み潰すという何の捻ひねりもない陣形だ。

　だが、幽騎士一体一体の戦闘能力を考えれば、決してバカにできる戦法ではない。並の雑兵ならばその十倍の頭数を揃そろえたところで悉ことごとく蹴散らされ、踏み潰されるだろう。

　対する王国軍、妖精騎士団の騎士達も全騎、軍馬に騎乗し、騎兵となっている。

　陣形は、正面、そして両翼の三つに部隊を分散した、鶴かく翼よく陣形。

　正面の部隊で受け止め、左右から挟撃し、包囲殲せん滅めつを図る構えである。

　そんな王国軍の最後尾──第一団、第二団、第三団の騎士団長らが集う本陣、小高い丘の上にて。

「いよいよだな」

　シドは目を細めて遠くの敵陣を見据え、そんなことを呟いた。

　馬には騎乗していない。今回の戦闘に参加する騎士の中で唯一、徒か歩ちであった。

「ええ、そうですね。布陣は悪くありません。これなら……」

　その隣で馬に騎乗し、手綱を器用に取りながらイザベラが頷うなずく。

　アルヴィンの後見人であり、王家の政務名代であるイザベラは、今回の迎撃戦の総司令官として従軍したのだ。

　彼女は卓越した指揮と軍隊捌さばきで、すでに有利な戦況を作り出している。

　だが……

「ここまでご苦労であった、イザベラ殿。しかし、残念ながら、此こ度たびの戦……ここからは、我々は我々で勝手にやらせてもらうぞ」

　馬に騎乗したデュランデ公が、イザベラの背後からそんなことを言い捨てた。

「しょせん、貴公は王家の名代。我々が貴様の指揮下に入る義理はない」

「それに貴女あなたは文官。政まつりごとは得意みたいだけど、軍事はどうかしら？　私達に任せたほうがよくなくて？」

「まぁ、餅は餅屋ということです。それでは」

「貴公も貴公で好きにすれば良い……貴公に従う戦力が存在するならな」

　オルトール公も、アンサロー公も、デュランデ公も、三者三様好き勝手に言い捨てて、勝手に自分が指揮する部隊の方へと行ってしまう。

　そんな自分勝手な三大公爵達を見送り、イザベラがため息を吐ついた。

「おやおや、連中はなんで、総大将のイザベラの言うこと聞かないんだろうな？」

　頭の後ろで手を組んだシドが、呆あきれたようにぼやく。

「ああ言われたが、イザベラ……お前、相当の軍略家だろ？　お前の指揮に間違いはないだろうに」

「いえ……私など……」

「ははは、謙遜するなよ。ここに至るまでの進軍の手て際ぎわとこの陣形捌き……ただの文官であるはずがない。お前の本性はバリバリの武官だろ？」

　そんなシドの言葉に、イザベラが苦笑する。

　そして、シドは流し目で三大公爵達の背を見ながら、言った。

「あーあ、イザベラの指揮通り全軍を動かせば、あの程度の幽騎士軍団、多分、この時代の騎士でも、被害最小限で圧勝なんだろうけどなぁ」

「〝王家の名代であるイザベラの指揮の下の勝利〟……その事実が、きっと気にくわないのです。今後の彼らの利権と面メン子ツのためにも」

「ははっ、なるほど、くだらねえ。……ま、そっちの方が都合良いさ」

　すると、シドが一笑に付しながら、その場で左右の伸脚を始めた。

「どうするのですか？　シド卿きょう」

「ん？　決まってるじゃないか」

　シドが伸脚しながら、悪戯いたずら坊ぼう主ずのようにニヤリとして、イザベラに振り返る。

「連中も言っていたろ？　好きにしろと。……なら、好きにするさ」




　──そして。

　ついに、戦いの火蓋が切って落とされた。

　幽騎士達が動き始める。幽馬に鞭むちを入れ、一斉に突撃を開始する。

　轟とどろく幽馬の蹄ひづめが、大地を鳴動させる。

　密集陣形を組んだ幽騎士達は、まるで大地を猛然と浸しん蝕しょくする黒い津波のようであった。

　それに応じて、迎え撃つ王国軍──デュランデ公が指揮する第一団《赤の騎士団》、オルトール公が指揮する第二団《青の騎士団》、アンサロー公が指揮する第三団《緑の騎士団》も、一斉に迎撃に動き始める。

　角笛が鳴り、鬨ときの声が上がる。

　各騎士総員、抜剣。手綱を操り、馬を走らせる。

　妖精剣の加護は、自身が騎乗する馬にも有効だ。妖精剣から送られてくるマナを馬にまで伝えることによって、その馬は通常とは比較にならない走力と頑健さを得る。

　妖精剣持ちの騎兵戦力は、間違いなくこの時代の最強兵種の一つだ。

　だが、相手は幽騎士。幽馬に乗った幽騎士も恐るべき機動力と白兵戦能力を発揮する。

　両者が互いに正面からぶつかり合えば、激戦は必至。

　さしもの騎士達も、これから始まるであろう死闘に、表情を強こわばらせている。

　そして、その両軍の激突がいよいよ迫った──その時だった。

　隊列を組んで進軍する王国軍の中から、一人の騎士が唐突に単騎で突出したのだ。

　シドだ。

　シドは王国軍側の騎士で唯一、馬に乗っていない。徒か歩ちだ。徒か歩ちで走っている。

　だが、妖精剣の加護を存分に使って騎乗した王国側の騎士の誰よりも、速い。

　信じられない速度で平原を駆け抜け、あっという間に騎士達を置き去りにしていく。

「徒か歩ちで馬に勝つ……だと!?」

「ば、バカな!?　なんなんだ、あいつは!?」

　あっという間に置いて行かれた騎士達は、どんどん小さくなっていくシドの背中を、目を丸くして見つめるしかない。

「……さて、と」

　激流のように後方へ流れる平原の光景の中、そんな騎士達にまったく構うことなく、シドは眼前を見据える。

　地平線を黒く塗り潰すように迫って来る幽騎士の密集陣形が、視界の中でどんどん大きくなっていく。

　幽騎士達も、単騎で突撃してくるシドの存在に気付いたのだろう。

　何騎かはあからさまにシドを目掛けて剣を振りかざし、迫って来る。

「それじゃ……いっちょやってやるか！」

　そして、シドはまったく走力を落とすことなく、真まっ直すぐ、真っ直ぐ、真っ直ぐ、駆け抜け──接敵。

「ぉおおおおおお──ッ！」

　シドが猛然と振るう右手で、数騎の幽騎士を幽馬ごと、すれ違い様に両断する。

　一陣の疾風が、幽騎士の最前列の一角を、容赦なく吹き飛ばすのであった──




　────。




　信じられない光景が展開していた。

　生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわである戦場の最さ中なか、何かに気を取られている暇などない。

　さすがにそんなことは、その場の王国軍の騎士達も当然のように知っている。

　だが。

　それでも。

　それでも、その光景には目を奪われずにいられなかった。

「はぁああああ──ッ！」

　その光景の中心でシドが戦っている。

　単騎突出したシドは、幽騎士の密集陣形の奥深くに一人孤立している。

　通常ならこれで、詰み。その者の命運は尽きたも同然。

　だが──その危なげがシドにはまったくない。

　無数の幽騎士が、前後左右から、シドを押し潰そうと迫って来る。

　剣が、槍やりが、四方八方から、シドを八つ裂きにし串刺しにせんと迫って来る。

　しかし──

「よっと！」

　シドには、一太刀も擦かすりもしない。

　まるで三百六十度全方向に目がついているとでも言わんばかりに、右へ体を捌き、左へステップを踏み、跳躍して宙返りし──悉くをかわし続ける。

　そして、そのかわしざまに──

「はぁあああっ！」

　シドは左右の手足を荒れ狂う嵐のように振るった。

　半開きの右手が、右から迫る幽騎士の首をスッ飛ばす。

　左の拳が、左から突進してきた幽騎士の胴に大穴を開ける。

　ごう！　と、空中で身体からだを旋風回転させ、斧おののように振るわれたかかと落としが、背後の幽騎士を馬ごと真っ二つに両断する。

　まるで戦場の中を、疾とく素早く舞い踊るかのようなシドの挙動。

　シドが手足を振るう都度、幽騎士達が黒い塵ちりとなって消滅していく。

　それは最も早はや、戦いではない。

　ただの虐殺であった。

「あいつは一体、なんなんだ……ッ!?」

「妖精剣も持たずに一体、どうやって、あんな芸当を……ッ!?」

「あ、あれが……伝説時代の騎士なのか……ッ!?」

　そんなシドの獅し子し奮ふん迅じんの激闘を遠くから眺める王国の騎士達は、ただただ戦慄と畏怖に震えるしかなかった。

「──シッ！」

　そうしている間にも、シドが半開きの左手を水平に振るい、放たれた矢のように正面から突進してきた三体の幽騎士を、纏まとめて上下に両断する。

　同時に、横合いから突進してきた二体の幽騎士を、右拳のカウンターで殴り倒す。

　そして、次の瞬間、残心するシドの姿が、ふっと霞かすみ消え──

　どっ！　戦場の全然違う一角で、数体の幽騎士が空に吹き飛ぶ。

　そして、そこで再び始まる、一方的な殲せん滅めつ虐殺劇……

「一瞬であんな場所に!?」

「速い……速すぎる……目で追えないぞ……ッ！」

　とにかく、シドは幽騎士を撃破するペースが速い。それも圧倒的に。

　幽騎士はその一騎一騎が、王国の妖精騎士にも劣らぬ能力を持つ強敵なのだ。

　ゆえに、妖精騎士達は、互いに背を預けるように隊列を組み、互いをカバーし合いながら、なるべく一対一、できれば一対複数の状況に持ち込み、幽騎士達と渡り合っていく。

　それでも数合の斬り結びで撃破できることは稀まれで、時に数十合におよぶ斬り結びの果てに、ようやく一騎の幽騎士を滅ぼせる……そういうレベルの相手なのだ。

　だと言うのに──

「せやぁっ！」

　シドが五体の幽騎士の間を、稲妻のようなジグザグの動きで、猛速度で駆け抜ける。

　ちら、ちらと。シドの姿は、反転のごく僅かに速度が落ちた瞬間しか見えない。

　駆け抜けた後、半瞬遅れて。

「ォオオオオオオオオオ──ッ！」

　五体の幽騎士達がバラバラに分解され、一斉に消滅していく。

「マジか……？」

「う、噓うそだろ……」

　そんな光景を目まの当たりにした騎士達は、薄々悟り始める。

　出撃前、シドが上層部の前で堂々と言ってのけたという大言。

〝妖精騎士総勢二千騎……そいつら全員合わせても、俺の方が強い〟──それが、まったく大言でなかったということに。

「な、何をやっているんだ、貴様ら!?　何をグズグズしている!?」

　必死に戦う騎士達の後方で、デュランデ公の怒声が響き渡る。

「貴様ら、雁がん首くびそろえてたった一人の騎士に後れを取ってどうする!?　もっと、早く掃討しろッ！　もっと早く、一騎でも多く倒せ！」

　だが、デュランデ公は憤ふん怒ぬで威厳を必死に保とうとはしているが、その表情はすっかり青ざめている。明らかに余裕がない。

　眼前の伝説時代の騎士の、自分達とはあまりにも次元の違う、規格外の武を認めたくない……そんな感情がありありと表れている。

「まさか、そんな……」

「噂うわさには聞いていましたが……これほどとは……」

　デュランデ公ほどでないが、戦場の後方で冷静にシドの獅子奮迅を見守る、オルトール公、アンサロー公も動揺し、息を吞のんでいる。

　シドの突撃によって、両断され、バラバラに分断された二千の幽騎士は、完全に浮き足立ち、最早ただの烏う合ごうの衆だ。

　そして、細切れになった幽騎士の小集団は、片端からシドが喰くい取り、蹴散らしていく。

　最早、もう誰の目にも明らかだ。

　このまま戦況が進めば、この戦場で一体、誰が一番の戦果を上げるのか？

　デュランデ公の《赤の騎士団》か？　否いな。

　オルトール公の《青の騎士団》か？　否。

　アンサロー公の《緑の騎士団》か？　断じて、否。

　それは、《野蛮人》シド卿きょう。現代に蘇よみがえった伝説である彼だということに──




　────。




「ふむ、趨すう勢せいは決したな」

　迎撃戦が始まって、小一時間。

　シドは、手近に敵が居なくなったことに気付き、ふと戦う手を止めた。

　シドが幽騎士の密集陣形をバラバラに分断して、大幅に間引きしたことで、王国の妖精騎士団と幽騎士軍団とでは、最早、覆くつがえしようのない数の優位が生まれた。

　周辺では敵味方が入り乱れ、激しく斬り結んでいるが、総じて優勢。

　完全掃討にはまだ時間がかかるだろうが……もう余程のことがない限り、この戦場での王国軍側の敗北はない。

「ま、俺もそれなりに勝利へ貢献したし……三大公爵達も、これでアルヴィンに無体なことは言えんだろ」

　自身の戦果に満足し、シドがくるりと戦場に背を向ける。

　本陣まで戻ろうとする。

　だが──

　どくん……そんな己おのが心臓の不協和音と共に。

　不意に、くらりとシドの身体が傾かしぎ、シドは片手片膝をついてしまう。

「はぁ……ッ！　はぁ……ッ！　ぐ、ぅ……ッ!?」

　苦しげに顔を歪ゆがめて荒い息を吐きながら、全身をガクガクと震わせる。魂が抜け落ちるような虚脱感。全身からはびっしりと冷や汗が流れ、顔色は真っ青になっていた。

　やがて……そんな発作も収まり、シドはよろよろと立ち上がる。

「……さすがに無茶しすぎたか。やれやれ、このポンコツめ」

　シドが、そう呻うめきながら頭を振る。

　そして、再び本陣へ向かって歩き始めた……その時であった。

「し、シド卿……ッ！」

　本陣の方から、一人の娘が馬を駆って猛然と、シドを目指してやって来る。

　イザベラだ。

「馬上から失礼します！　シド卿、ご無事でしたか!?」

　イザベラはシドの傍かたわらまで来ると、手綱を引いて馬を回頭させつつ安あん堵どするが。

「あなた……顔色が……？　それに……なんだか……？」

　シドの様子のおかしさに気付き、イザベラは目を見開いて、はっとする。

「シド卿……あなたは、ま、まさか……ッ!?」

「よ、イザベラ。勝負の趨勢が決まるくらいに、敵を間引いておいたぜ？」

　構わず、シドは不敵に笑った。

「決着にはまだ時間はかかるが、勝敗は決まった。もう俺の出る幕じゃない」

「そ、それは……ご苦労様でした。さすがは伝説時代の騎士様ですね……私も、まさかこれほどまでとは、露ほども思っていませんでした……」

「大したことじゃない。この程度の槍働きをやってのける奴やつなんて、伝説時代にはゴロゴロいたさ。……まぁ、それは置いといて、だ」

　シドが表情を引き締めながら、イザベラを見上げる。

「別に、わざわざ俺の槍働きをねぎらいに来た……ってわけじゃないだろ？」

　イザベラの纏う雰囲気から、何か不穏なものを感じ取ったシドが、さっそく話を促す。

「何があった？」

「……え、ええ。実はたった今、伝令メッセンジャー・妖精ピクシーによって、王都から伝令が入りました」

「王都から？」

　真っ青になったイザベラが頷うなずき、それでも気丈に毅き然ぜんと告げた。

「はい、王都の一大事です。今、王都では──ッ！」




　────。




　ギャオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォン！




　王都中に、野太く絶大なる獣の雄お叫たけびが響き渡った。

　大気を震わせ、天を裂き、地をどよもすような、げに恐ろしき咆ほう哮こうであった。

　自然の暴威、火山の噴火の如しその野生の咆哮は、山やま颪おろしよりも凄すさまじき衝撃波となって大弓のごとく千里を瞬時に走る。

　発せられた声の衝撃は、運悪く近場で直下直撃を喰くらった家屋や建物を、粉々に粉砕して、吹き飛ばす。

　そして、その咆哮は理屈を越えて聞く者全ての魂を直接撃ち、全ての心と精神を瞬時にバラバラに打ち砕いた。

　その咆哮には、恐るべき魔力があるのだ。食物連鎖の頂点を極める絶対的強者の誇りと風格が、その雄叫びに強大な魔法の力を自然と宿すのだ。

　その咆哮の魔力に当てられ、王都の民の三分の一が瞬時に失神し、三分の一が全身麻ま痺ひや五感の変調をきたして倒れ、三分の一がただただ沸き起こる純粋なる恐怖と絶望に忘我し、喪心した。

　心や身体の弱い者は、この咆哮一つで永遠の眠りへつくことになっただろう。

　それは、暴君たる獣の咆哮でありながら、一種の魔法だ。

　──【打ちのめす叫びスタン・スローター】。

　そんなものを為なせる存在は、この世界に一つしかいない。

「な、何……あれ……？」

　仲間達と共に高台で警備についていたアルヴィンは、それを遠くから呆ぼう然ぜんと眺める。

　王都の南地区に、突如、山のように巨大な体たい軀くを持つ怪物が出現したのだ。

　先日のキリムなど比較にならない。圧倒的質量を持つ、巨軀の怪物だ。

　これだけ距離が離れているというのに尚なお、すぐそこにいるような圧迫感がある。遠近感が麻痺してくるほどの巨大さだ。

　その巨木のように太い手足には、えも言われぬ絶大な暴力が漲みなぎっているのがわかる。

　全身をびっしりと覆う鱗うろこは黒光りし、巨大な顎、冷たく輝くように燃える炎の紅眼。

　生まれながらに人間より圧倒的上位に君臨する、絶対的強者。

　食物連鎖の頂点を極めし暴君。

　──竜ドラゴン。

　荒ぶる大自然の脅威に対する畏怖と恐怖が、暴虐を体現する形となってこの世界に生まれ落ちるという、最上位クラスの大妖魔であった。




　ギャオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォン！




　震えるアルヴィンの前で、竜が再び天に喰らい付かんとばかりに、空に向かって顎あぎとを開き──大だい音おん声じょうで吠ほえる。

　それは最も早はや、質量を持つ音の衝撃となって、王都中に拡散し……

「うわぁあああ!?」

　数秒遅れて、アルヴィン達の元へと到達する。

　ビュゴオ！　正面から叩たたき付けられる壮絶な衝撃波。

　その威力でアルヴィンの身体からだが浮き、吹き飛ばされ、為す術すべなく地を転がされていく。

「くっ!?　な、なんで……なんで、こんな所に、竜が……ッ!?」

　アルヴィンがガタガタ震えながら手をついて顔を上げ、その竜を遠く睨にらみ付ける。

　すると。

「ふぅ……ようやく成りましたわぁ……」

　そんなアルヴィンの傍らで、不意に、そんなことを呟つぶやく者がいた。

「本当に、ここ王都キャルバニアの地は、光の妖精神エクレールの加護が強すぎて……おかげで、小細工を弄するのに実に苦労しましたわ」

「フローラ……？」

　アルヴィンは、ブリーツェ学級クラスのマイペースな少女──フローラを見上げる。

　フローラはニコニコと微ほほ笑えんでいる。いつもの吞のん気きな様子を崩さず、のほほんと遠くに出現した竜を見つめている。

「フローラ……君は一体、何を言って……？」

　アルヴィンが立ち上がり、どこかいつもと雰囲気の違うフローラに対して身構える。

「あらあら？」

　すると、フローラはきょとんとし、アルヴィンを見て目を瞬しばたたかせた。

「竜の【打ちのめす叫びスタン・スローター】を浴びて、立ち上がれるなんて……正直、驚きましたわ。とてもお強い心の持ち主なのですね？　王子様。ふふ、褒めてさしあげますわ」

　そう言って、フローラは、ぱちぱちぱちと手を打ち鳴らす。

　場違いな拍手が乾いた音を立てて、辺りに響き渡る。

　いつも通りのマイペースと言ってしまえばそこまでだが……明らかにおかしい。

　違和感しかない。

　そもそも、フローラは最初から何かがおかしかった。

　フローラ……〝ブリーツェ学級クラスに入学以来、ずっと苦楽を共にしてきた仲間〟……それがアルヴィンの、否いな、アルヴィン達のフローラに対する認識であった。

　だが、アルヴィンは心の底のどこかで、フローラという存在にずっと違和感も覚えていた。しかし、今までそれを疑問に思うことができなかった。

　疑問に思うことが、許されてなかったのだ。

「フローラ……き、君は一体……？」

　だが、ことここに至り、フローラに対する違和感が最大となったことで、ようやくアルヴィンはフローラに対する違和感を認識し、考察が可能となった。

「……フローラ……僕達の……仲間……同じ学級クラスの……」

　ざっ！　ざざざっ！

　アルヴィンの中の記憶が、万華鏡のようにブレる。

　その中で徐々に一つの結論を導き出していく。

「……違う……君は……誰だ……？」

　アルヴィンの問いに、フローラが無言で、冷たく、そして艶えん然ぜんと微笑んだ。

「僕達ブリーツェ学級クラスは……僕、テンコ、エレイン、クリストファー、リネット、セオドール……六人だった……たった六人だけで立ち上げた、弱小学級クラスだったはず……ッ！」

「あ〜、確かにそうでしたね〜？」

「フローラなんて生徒は……存在しなかった……ッ！　一体、君は誰だ……ッ!?」

　そんなアルヴィンの問いかけに。

　フローラは、ふぅ……と、肩を落としてほんの少しだけ寂しそうに言った。

「古いにしえの魔女が使用した魔法に【噓うそと真まことの境界線】と呼ばれるものがありましてね……これは、術者が被術者へ、自身にとって何か都合の良い情報をすり込み、被術者の現実の認識を操作してしまう魔法なんですが……

　さすがに、伝説時代の騎士様の心に、まやかしの魔法を通せると思うほど、私、自惚うぬぼれていませんからね……だから、騎士様に会う前に、王子様達にかけたのですよ〜？」

　そう。シドにはまやかしの魔法が効かずとも、アルヴィン達には効く。

　ならば、アルヴィン達がフローラのまやかしに気付かなければ、フローラという存在が学級クラスに元々いないことを知らないシドには、看破できようはずもない。

「な……ッ!?　じゃあ、君は、シド卿きょうが僕達の学級クラスにやってきた、初日に……？」

「ふふふ、実を言いますとね……あなた達と過ごしたこの数日間……こう見えて、悪くないなって、思っていたんですよ？」

　ぞ、ぞ、ぞ、と。

　フローラの周囲に闇がわだかまる。全てを塗り潰すような特濃の闇が。

　闇がフローラに集まっていき……その姿形を変えていく。

「学校で、何か一つの目標に向かって、皆で一生懸命頑張るなんて……これぞ、青春じゃないですか？　こう見えて満更ではなかったんです……うふふ、少なくとも、私は仲間だと思っていました……偽りの友情、砂上の楼閣でしたけどねぇ……あはははは……」

　そして、フローラにわだかまる闇は、漆黒のフードとローブを形成する。

　幽鬼のような一人の魔女の姿が、フローラという存在を上書きする。

「さて、改めて名乗りましょう」

　魔女はローブの裾をばさりと広げ、恭うやうやしく慇いん懃ぎんに一礼して言った。

「私、闇の妖精神オープスを奉ずる、オープス暗黒教団の教祖を務めております、大魔女フローラと申しますわ。以後、お見知りおきを。……以後があれば、ですけどね？」

「オープス暗黒教団！」

　アルヴィンが魔女──フローラから跳び下がり、細剣レイピアの妖精剣を構える。

「あの竜は……君の仕業か……ッ!?」

「ええ、そうですわ」

　アルヴィンの問いに、フローラがくすくす嗤わらいながら応じた。
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「この王都が、元は物質界と妖精界の融界であったことはご存じでしょう？　つまり、ここは世界でもっとも妖精界に近い場所の一つ……それを利用させて頂きました」

　フローラは、剣を構えるアルヴィンなど意にも介さず振り返り、王都の中央に君臨した竜を眺める。

「古の魔法により、この物質界と妖精界の深層域を、《門》と《道》で無理矢理繫つなげ、あの竜をここに召喚したのですわ。ふふ、《湖畔の乙女》達の目を盗んで、魔法儀式を仕込むのは、さすがに骨が折れましたわ」

「何のためにそんなことをするんだ……ッ!?」

　今にも斬りかからんばかりの気勢で、アルヴィンが吠える。

「それはもちろん──この王都を完全に滅ぼすこと」

　辺りの気温が数度下がるかのような、冷たい愉悦の言葉を囁ささやくフローラ。

「王都を滅ぼすだって……ッ!?」

「そう。聖王アルスルが築いたこの王都……特にあの城。邪魔なんですよ……我が主あるじ様の悲願達成のね。ゆえに、この世界の地図から綺き麗れいさっぱり消滅していただきますわ」

　額に脂汗を浮かべて青ざめるアルヴィンを、フローラが悠然と眺める。

「そのために今回の計画を、以前より密ひそかに進行させていました……幽騎士で陽動をしかけ、王城から妖精騎士団を引き摺ずり出す。空になった王都を、妖精界深層から喚よび込んだ竜によって灰かい燼じんに帰す……単純だけど有効でしょう？　クスクスクス……」

「なんてことを……ッ!?　フローラァ……ッ！　追い風立たせよテイウィードッ！」

　怒りに燃えたアルヴィンが、古妖精語で剣へと語りかけ、緑の妖精魔法【疾風】を発動する。全身に追い風の激風を纏まとって高速移動し、フローラへ猛然と刺突を放つ。

「あらあらまぁまぁ」

　だが、アルヴィンが斬ったのは、フローラの影だ。

　気付けば、近場の建物の屋根上にフローラは佇たたずんでおり、余裕の表情でアルヴィンを見下ろしている。

「安心してくださいな。あなたを、ここでどうこうするつもりはありませんから。先ほど竜を召喚したあの魔法儀式が、結構な量のマナを私から食い取ってしまいまして……今の私、とても疲れてるんです。あなたと戦うのも億おっ劫くうなくらいにね？」

　そして、フローラが古妖精語で何事か唱える。すると、その足下に三角形トーラの魔法陣が展開される。闇がその場にわだかまり、フローラの姿がゆっくりと薄らいで消えていく。

「ま、待て！　逃げるのか!?」

「逃げる？　ふふ、見逃してさしあげているんですわ。あなたにはまだ、あの子の予備としての利用価値がありますから」

「……予備……ッ!?　それはどういう……ッ!?」

「まぁ、それも……あなたがあの竜を相手に生き残ることができればの話ですけどね」

　そう言い残して。

　フローラの姿は、完全にわだかまる闇の中へかき消えるのであった。

「……くっ！」

　悔しげに、剣を地面に突き立て、ぎりと握りしめる。

　だが、こうして悔しがってばかりもいられない。

　今は一刻も早く、王都を襲ったあの竜をなんとかしなければ。

　アルヴィンが王都の中央……最前線を見る。

　巨大な竜は、何の見境もなく手当たり次第に暴れていた。爪や尾の一撃で、周囲の建物を悉ことごとく倒壊させ、口から吐く炎の息が周囲を灼しゃく熱ねつ地獄に燃え上がらせる。

　あの一帯は、なんとか住民の避難が完了している区画ではあったが、もし、避難がもう少し遅かったら、一体どれほどの犠牲が出ていたかわからない。

　そして、王都を襲った脅威に、それを黙って指を咥くわえて見ているキャルバニア王国が誇る妖精騎士団ではない。

　王都防衛のために残った妖精騎士達が、今は《赤》も《青》も《緑》もなく、竜の元に決死の覚悟で結集し、なんとか竜の暴虐を止めようと奮闘している。

　卓越した剣技と、様々な妖精魔法が竜に炸さく裂れつする。

　炎の剣が。飛び交う鬼火が。

　凍いてつく冷気が。無数の氷ひょう槍そうが。

　風の刃やいばが。毒花が。大岩の投石が。

　竜を押さえ込もうと四方八方から一斉に浴びせかけられる。

　だが、その悉くが、まったく竜の強きょう靭じんなる鱗うろこには通らない。

　竜は、自分の周りで飛び回るうっとうしい羽虫のような騎士達を、野太い尾の一撃、丸太のような爪そう牙がで、滅め茶ちゃ苦く茶ちゃに振り散らす。

　あの巨体で信じられないほどの速度と俊敏さで振り回されるそれは、まさに絶対的暴力の嵐といっていい。

　騎士達は為なす術すべもなく、蹴散らされていくのであった。

「シド卿……ッ！」

　アルヴィンは思わず縋すがるように自身の右手の甲を見つめ、シドの名を呼ぶ。

　だが、紋章に反応がまったくない。恐らく、この辺りを包む霧のようなものによって、シドとの繫がりが一時的に断絶しているのだ。シドは──喚べない。

「王都防衛隊が全滅するのは時間の問題だ……となると、次はこの王都に住まう民、全てが犠牲になってしまう……ッ！」

　アルヴィンがそう言った矢先。

　最も早はや、半壊した騎士達など眼中にないらしく、竜は四本の足を躍動させ、王城目掛けて、大通りを真っ直すぐと駆け出し始めた。

　ど、ど、ど、と。鳴動と上下振動を始める王都の大地。

　そう命じられているのか、あるいは気まぐれか、王城を直接襲う気なのだ。

　あの巨体でド突かれたら、いかにキャルバニア城といえど、ひとたまりもない。

　そして……あの城内には、万が一の時にそなえて避難した民達がいる──

「皆！」

　アルヴィンは、学級クラスの仲間達を振り返りながら言った。

「僕達は騎士叙勲前の従騎士スクワイア……それでも、この王国の盾となるべき騎士だ！　今こそ、騎士の騎士たる所以ゆえんを示す時！　行こう！　皆であの竜を止めるんだ！」

　そう言って、その場にいる者達を促すが……

「「「「…………」」」」

　皆一様に、放心したように、無言で力なくへたり込んでいる。

　エレインも、クリストファーも、リネットも、セオドールも。

　当然、それはブリーツェ学級クラスの生徒達だけではなかった。

　その場で待機していた、デュランデ学級クラス、オルトール学級クラス、アンサロー学級クラスの生徒達も同様に力なく放心し、震えているだけだ。

　そして、それはテンコすら、そうであった。

「……ぅ……あ……あぅ……」

　テンコは涙を浮かべ、過呼吸気味に自分の身体からだを抱いては、ガクガクと震えている。

「こ、これは……まさか……ッ!?」

　アルヴィンは愕がく然ぜんとする。そして、この皆の異変の正体を悟る。

　これこそ、竜の【打ちのめす叫びスタン・スローター】の影響だ。

　か弱き人の絶対上位種として、大自然の脅威が形を取って具現した存在──竜。

　その竜が放つ叫びが、弱き者達の心を完全に粉砕し、純粋なる恐怖と絶望でその者の心を塗り潰してしまったのだ。叫び一つで完全なる彼我の格付けを行い、それに強固に縛り付けてしまう強大な呪い──それこそが竜の咆ほう哮こうだ。

　アルヴィンを除く生徒達は、もうすっかり【打ちのめす叫びスタン・スローター】の深遠なる魔力に絡からめ取られ、心を折られ、戦意を喪失してしまったのである。

「……た、戦う……アレと……？　……しょ、正気……ですか……？」

　テンコが涙目で震えながら、アルヴィンを見上げて来る。

「か、勝てるわけ……ないです……あんなの……ただ、一方的に挽ひき潰されて……食べられる……そ、それだけじゃないですか……」

「……ッ！」

　アルヴィンが、ぎゅっと目を瞑つぶる。

　その場にへたり込む生徒達の誰もが、きっとテンコと似たような心境なのだろう。

（どうしたら……どうしたらいいの……？）

　今はこんな逡しゅん巡じゅんの時間すら惜しい、切羽詰まった時なのだ。

　アルヴィンが判断に困り、歯は嚙がみしていると。

「に、逃げましょう……アルヴィン……」

　テンコがぼそりと、そんなことを呟つぶやいた。

「テンコ？」

「あ、あなたが……この国を継ぐ王子として……王都を守るために戦いたい……そ、それはわかります……で、でも、現実問題、アレを相手にどうやって戦うんですかっ!?」

　テンコが、王城を目指す竜を震える手で指差し、叫ぶ。

「勝てるわけない……勝てるわけないじゃないですか！」

「…………」

「あんなのと戦ったら、アルヴィン、死んじゃいます……確実に死んじゃいますよ……嫌だ……そんなの嫌です……ッ！　だから、民を見捨てて、一緒に逃げ──」

　テンコが混乱のあまり、騎士として致命的な言葉を吐きかけた──その時だった。

　ぱんっ！　乾いた音が響き渡った。

　跪ひざまずいたアルヴィンが、無様に蹲うずくまるテンコの頰を、平手で張ったのだ。

「……ぁ……？」

　打たれて熱を持った頰を、テンコは呆ほうけたように押さえる。

　アルヴィンは、しばらくの間、そんなテンコを厳しい目で見つめていて。

　やがて、ふっと切なげに微笑んで言った。

「駄目だよ、テンコ。その言葉を口にしたら、もう君は騎士じゃなくなる」

　はっとして、目を見開くテンコ。

「ぁ……そ、その……私……は……」

「大丈夫、わかってるよ。きっとそれは君の本心じゃないって信じてる。あの竜の魔法の叫びに、一時的に当てられていただけなんだって」

　アルヴィンは、俯うつむくテンコの両肩に手を置いて、優しく諭す。

「だけど、騎士なら、それは絶対に言っては駄目だ。君は騎士になりたいんだよね？　僕の父上……アールド王みたいな立派な王に仕える、立派な騎士に……」

「あ……ぁぁあぁぁ……っ！　わ、私、……私ぃ……ッ！」

「君なら、いつかきっと、立派な騎士になれる。だから……駄目だよ」

　そう言って、アルヴィンは立ち上がった。

「アルヴィン……ど、どこへ……？」

「僕はあの竜と戦う。この国の誰が逃げても……僕だけは逃げるわけにはいかないから。僕は……この国の王だから」

　決然とした意志を込めて、アルヴィンが踵きびすを返す。その足取りに迷いはなかった。

「ま、待って……待ってください……ッ！」

　そんなアルヴィンの背へ、未まだ立てないテンコが手を伸ばす。

「行かないで……行っちゃ駄目です……っ！　死んじゃう……アルヴィン、死んでしまいますよぉ！　嫌だぁ……そんなの嫌です……ッ！」

「うん。僕はこの戦いで死ぬかもしれない。でも、父上なら、きっと逃げずに最後まで戦うだろうし……そして、僕が戦う一番の理由は……救いたいから」

「……ッ!?」

　アルヴィンの言葉に、テンコが目を一杯に見開いた。

「僕はね。なんだかんだで、この国が好きなんだ。テンコがいて、皆がいて……色々と逆境も多いけど、皆で笑っていられるこの国が好きだ。だから、この国を救いたい。……この命をかけても。きっと、それが──」

　しっかりした足取りで歩き出しながら、アルヴィンが言った。

「僕の王道だろうから」

　最後にそう言い残して。

　ばっ！　と。アルヴィンが外套マントを翻ひるがえし、毅き然ぜんと駆け出した。

　自身の妖精剣からマナを引き出し、風の魔法を身に纏まとう。

　追い風で加速された動きで、王都の空を舞い、建物の屋根伝いに、真っ直ぐに竜を目指して駆け抜けていく──

「あ、アルヴィン……アルヴィィイイイイイイン！」

　テンコは、そんなアルヴィンの背中へ手を伸ばしながら、ただただ泣き叫ぶしかないのであった。











第六章　閃せん光こうの騎士









「……状況は深刻です」

　北のファボーム平原にて。

　戦場のただ中で、イザベラがシドへ報告する。

　その手には、王都内の様子が映し出されている水晶玉があった。

「王都は、何者かの手によって、異界で完全に閉ざされました。魔法の霧に深く包まれ、中から外へ脱出することも、外から中へ侵入することも不可能です。外から王都内へ入ったと思っても、いつの間にか外へと出ているでしょう」

「……厄介だな。それじゃ、アルヴィンのやつも俺を召喚できないだろう」

「そして……次に、王都内部──南地区の一角に、黒竜ブラックドラゴンが召喚されました。妖精界の深層域に生息する、強大な力を持つ竜の妖魔です。……手薄となった王都はほどなくして焦土となるでしょう。当然、アルヴィン王子達もいずれ……」

「…………」

「いずれも並の魔法ではありません。古いにしえの魔女達が使用するような大魔法です。恐らくは以前から、少しずつ仕組まれていたのでしょう……今回の魔国の侵攻と合わせて」

「…………」

「完敗です。……妖精騎士団の主力が王都から分断されてしまった以上、もうどうしようもありません。キャルバニア王国は……滅びます」

　そして、イザベラは悔しげに、がくりとシドの足下にへたり込むのであった。

「……ああ……始祖になんて申し開きをすればいいのでしょう……？　私が……私が気付かなかったせいで……」

「まだ、諦めるのは早いぞ」

　シドが片膝をついて、イザベラと視線の高さを合わせ、その細い両肩に手を乗せる。

「何か方法はないのか？　古の巫み女こよ。あの王都に侵入する方法は？」

「…………」

　すると、しばらくの間、イザベラは押し黙り……やがて、ぼそりと言った。

「……ある……には、あるのですが……」

「なんだ、あるんじゃないか。教えてくれ」

「……王都は妖精界と表裏一体です。件くだんの竜は、その妖精界の深層域と《道》で直結させることで召喚されました。ならば、私達が一旦、その妖精界の深層域へと潜り、その《道》を使って、王都内へと侵入することは……理論上は可能です」

「なら、話は早い。今すぐその妖精界の深層域への《門》を開けてくれ。お前なら、できるんだろう？」

「で、できるにはできますが……ッ！　無理です！」

　イザベラは拒絶するように首を振った。

「深層域には、この世界の自然や法則をねじ曲げるような恐るべき大妖魔が、うようよ居るんですよ!?　そんな場所に行って、生きて帰って来られるとでも……ッ!?」

「たかが、世界の法則をねじ曲げる程度の大妖魔がなんだ。俺なら行ける」

「…………ッ！」

　すると、イザベラが一瞬歯嚙みして、言った。

「た、確かに、伝説時代の騎士である貴方あなたなら……そんな深層を踏破することは、あるいは可能なのかもしれません。ですが……今の貴方では……ッ！」

「……やっぱり気付くよな」

　イザベラの指摘に、シドは特に隠すことなく返した。

「ああ、そうだよ。俺はもう長くない」

　まるで今日の晩飯の予定を告げるような、気安い告白だった。

「シド卿きょう……出会った当初のあなたは、信じられないほどのマナに満ちあふれていました……かつてと比べて弱体化したとは、到底信じられぬほどに……」

「…………」

「それが今はどうでしょう？　当初と比べて明らかに存在が薄い。あなたは、ウィルという技を使うと聞きました。外界からマナを取り込み、自身のものに練り上げる技術らしいですが……ひょっとして、貴方は……マナを取り込めていないのでは？」

「そこまでバレちまったか」

　やれやれ、と。シドが苦笑いする。

「ウィルは特別な技じゃない。鍛錬すれば誰でも使える……生きとし生けるものならな。……つまり、死人の俺はどうやら駄目らしい。まぁ、死人が生き返っているってだけで相当不自然なんだ。塵ちりは塵に、灰は灰にってやつだ」

　それはつまり……シドは今まで、自身の生命線とも呼べるマナを削って、つまり、命を擦り削って戦っていたということになる。

「そんな……そんな状態で、あなたは……」

「どうでもいい。さぁ、イザベラ。俺を深層域へ案内してくれ。時は一刻を争うだろ？」

「待ってください！　今、その状態で深層域へ行けば、確実に枯こ渇かつする……死んでしまいます！　竜が住まうような深層域は、キリムすら赤子に思えるような大妖魔が、うようよ徘はい徊かいしています！　それでも行くんですか!?」

　イザベラが理解できない、と食い下がる。

「一体、なぜ!?　なぜ、そこまでして、あなたはアルヴィン王子に……私達に力を貸してくれるんですか!?　あなたには二度目の生を謳おう歌かする権利がある！　そこまでする義理も義務もないはず……なのに、一体、なぜ!?」

　そんなイザベラの問いに、シドは何の気負いもなく、さも当然と答えた。

「それは、俺が騎士だからだ」

「……ッ!?」

　シドの瞳。鮮烈までに堅く、真っ直すぐな信念が燃える瞳。

　そんなシドの瞳を前に、イザベラは、最も早はや何も言えなくなってしまう。

「……わかりました。今から、妖精界深層域への《門》を開きます……私も全力であなたの補佐を致します。どうか、アルヴィン王子を……この国をお願いします……」

「ああ、任せろ。一気に駆け抜ける。ついてきてくれ」

　イザベラの訴えに、シドは力強く微ほほ笑えむのであった。




　────。




〝お前のウィルはまだ未熟過ぎて、実戦の役には立たない〟。

　シドからはそう言われていた。

　だが、この王都が滅ぶか否いなかの瀬せ戸と際ぎわのせいか。

　あるいは、皆を護まもりたいという意思や使命ゆえか。

「──ッ!?」

　竜を目掛けて街中を駆けていたアルヴィンが、いつものようにウィルを燃やそうと大きく息を吸うと。

　ドクンッ！

　普段とは比べ物にならない圧倒的火勢で、内なる魂ウィルが爆発的に燃え上がった。

　魂ウィルから全身に送られる、今まで感じたことのない大量のマナ。全身が燃えるようだ。

　この時、アルヴィンはこの土ど壇たん場ばで、確かに何かを摑つかんだのだ。

「わ、わ……っ!?」

　放っておけば、体外へ無駄に発散されるマナの流れを、アルヴィンは戸惑いながらも、普段からの練習通りに必死に操作し、手足へと通していく。

　その途端……ドクンッ！　再び、自身を襲った異質な感覚。

（……これは……ッ!?）

　全身が燃えるように熱い。それでいて、羽根のように軽い。

　そして、その細腕や細足に、信じられないパワーが宿ったのを感じる。

（これが、ウィル……シド卿が見ている世界の片へん鱗りん……ッ!?）

　あのような強大な竜、戦おうと思うこと自体、おこがましいことだと思っていたが。

（これなら……ッ！）

　なんとかなる……かもしれない。

（ありがとう、シド卿。あなたのおかげで、僕は……戦える！）

　アルヴィンが、大きく息を吸い込み、さらにウィルを燃やす。

　練り上げた大量のマナを自身の剣へと送り込み、剣へと語りかける。

「追い風立たせよテイウィードッ！」

　発動する、緑の妖精魔法【疾風】。

　次の瞬間、ごぉうっ！　と巻き起こる、今までとは比べ物にならないほどの轟ごう風ふうがアルヴィンの背を押し、駆ける速度が加速する。

　アルヴィンからマナを得た妖精剣は、溢あふれるマナできらきらと輝いている。まるで生き物のように、生き生きとしているように見える。

（……《黎れい明めい》……君も力を貸してくれ……ッ！）

　己おのが愛剣にそう祈りつつ。

「はぁあああああああああ──ッ！」

　アルヴィンは激風に背を押されるまま跳躍し、建物の屋根伝いに、文字通り飛ぶように王都を駆けるのであった──




　────。




「こっちだ！」

　アルヴィンがたった一人で竜に立ち向かい、戦っていた。

　緑の妖精魔法【疾風】を全力で起動して、それこそ風のような速度で動き回りながら、竜と戦っている。

　否──それは戦いとは呼べない。

　ただ、逃げ回っているとしか表現できない無様なものだ。

　竜が、巨大な尾を振り回す。巻き起こる竜巻。

　アルヴィンは、咄とっ嗟さに近場の屋根の上に飛び上がり、さらに天高く跳躍して、その場を離脱。竜の尾撃が数個の建物を纏まとめて瓦が礫れきにして吹き飛ばす。

　着地と同時に疾駆、半瞬遅れて叩たたき付けられる竜の腕が、その場を派手に爆裂させ、巨大なクレーターを作る。

　追い風に任せて、アルヴィンが近場の建物の壁を走る、走る、走る。

　それを追うように、何度も喰くらい付いて来る竜の顎。ほんの半瞬前にアルヴィンがいた場所を、顎が何度も何度もかみ砕いていく。

　そして、竜の頭部が一瞬天を仰ぎ、鞭むちを振るうように首を振るって顎を開き、猛烈なる火か焰えんを吐き出す。石をも赤熱沸騰させるその大熱量。

　渦巻く灼しゃく熱ねつの炎えん嵐らんが、アルヴィンを丸まる吞のみしようと迫ってきて──

「くっ──」

　アルヴィンが剣で【風の盾】を、眼前に展開。

　大洪水のように迫って来る炎を割り、辛かろうじて直撃を避けるが──猛烈な熱量が容赦なくアルヴィンの全身を焦がしていく。

「くぅううううう──ッ!?」

　だが、その苦痛に怯ひるんでいる暇はない。

　再びうなりを上げて横殴りに迫り来る尾撃、踏み潰さんと天より落ちてくる竜の足に、アルヴィンは咄嗟にその場を跳び離れる──

　竜の挙動は、この山のような巨体からは信じられないほど、俊敏で繊細だ。

　この巨体なら動きは鈍重だろうと、舐なめてかかった先輩の妖精騎士達はそれで、悉ことごとくやられてしまった。

　だが、アルヴィンは、辛うじて竜の攻撃を紙一重で捌さばき続けている。

　本来、対たい峙じするのもおこがましいこの格上を相手に、アルヴィンが食らいつけているのは、ひとえに、速度と回避を主体とする戦いと妖精剣に長たけていたことと……

（やっぱり、ウィルが効いてる……ッ！　なんとか戦える……ッ！）

　そう。今、アルヴィンが行っているのは、ウィルであった。

　アルヴィンの中で、ウィルが燃焼している。普段以上のマナを捻出している。

　それを妖精剣へと送ることにより、妖精剣が賦活。普段とは比べものにならないほどの妖精魔法の出力を発揮している。

　まだ不安定ではあるが、このウィルこそが、今のアルヴィンの生命線だ。

　……だが、それだけだ。

　己の全てを燃やし尽くすような勢いでウィルを燃やしても、結局は竜の間合いの内側には一歩たりとも入ることができない。

　よしんば入ったとしても、竜を倒せる手段などない。

　攻撃力に長たけたテンコの剣ならともかく、アルヴィンの剣では、竜のもっとも柔やわい部位である眼球にすら、刃やいばは通らないだろう。

　そして、この魂を燃やし尽くすような全力戦闘は、さすがにそう長く続かない。

　必ず、限界が来る。

　そして、それはもう、すぐそこまで迫っていた。

「はぁー……ッ！　はぁー……ッ！　く、苦しい……い、息が……ッ！」

　連続して振りかかってくる尾撃を跳びかわしながら、アルヴィンは噎むせぶ。

　最早、自分の心臓と呼吸以外の音は聞こえない。

　全身の血がまるで狂ったように熱く沸騰し、滅め茶ちゃ苦く茶ちゃな勢いで駆け巡っている。全身が粉々になったように痛み、視界が徐々に真っ赤に染まってくる──

　このままでは、竜に殺される前に、自分が死ぬ……そんな猛烈な予感がある。

　だが、それでも──

「……退ひかない……ッ！　退けない……退く……ものかぁ……ッ！」

　アルヴィンは剣を振りかざし、竜に挑み続ける。

「負けられない……負けられないんだ……ッ！　げほっ！　僕は王なんだ……この国の、王……皆を……守る……ッ！　だから……負けられないんだぁ──ッ！」

　そんな不退転の意志を叫びながら。

　アルヴィンが、ウィルを燃やし、竜と戦い続ける──




　──そんなアルヴィンの姿を。




「お、おおぉ……王子……王子様……」

「ああぁ……お労いたわしや……アルヴィン王子様……ッ！」

「先王アールド様……光の妖精神エクレール様……どうか、王子様をお守りください……」

　避難が遅れ、王都内に取り残されていた住人達が、遠くから祈るように見ていた。




「王子……たった一人で……」

「くそ……俺達は……子供に戦わせて、何をやってるんだ……」

「……動け……げほごほっ……動けよ……俺の身体からだ……」

「今は……派閥もクソもないのに……ッ！　ぅ、ぐぅ……」

　蹴散らされ、瀕ひん死しで転がっている妖精騎士達が、悔しげに見守っていた。




「なんだよ……なんなんだよ、あいつ……ッ！」

「なんで、あんな強大な敵と戦えるのよ……ッ！」

「掃き溜だめ学級クラスのお山の大将のくせに……ッ！」

「勝ち目なんてねえのに……一体、なぜ……ッ!?」

　キャルバニア王立妖精騎士学校の、デュランデ学級クラス、オルトール学級クラス、アンサロー学級クラスの従騎士スクワイア達が、呆ぼう然ぜんと高台から遠巻きに眺めていた。




　今、王都にいる誰も彼もが、アルヴィンの姿を、その目に、その心に焼き付けている。

　そして──




　────。




　──突然だが。

　テンコ゠アマツキは、亜人族セリアンの中でも貴き尾び人ひとと呼ばれる誇り高き氏族の出身だった。

　天てん華か月げっ国こくと呼ばれる貴尾人達の小国──その国を治める皇族に仕える、高貴な武家の娘であったのだ。

　だが、五年前──テンコが十歳だった、ある日。

　天華月国は、オープス暗黒教団の暗黒騎士団の襲撃を受け……一夜にて、あまりにも呆あっ気けなく滅ぼされた。

　今、思い返しても、まるで悪い夢としか思えない、あっという間の出来事だった。

　皇族は皆殺しにされ、民は虐殺され、僅かな生き残りの同胞──特に貴尾人の女性は、奴隷商に悉く売り払われた。

　貴尾人の女性は麗人揃ぞろいであるため、その界かい隈わいでは非常に高値がつくからだ。

　当然、捕まったテンコも商品として扱われた。高貴な武家の貴人から一転、哀れ一夜にて最下層の奴隷身分だった。

　麗人揃いの貴尾人の中でも、特に際きわ立だった容姿の持ち主ということで、テンコは法外な値段で取引され、どこかの亜人趣味の金持ちに飼われることになった。

　檻おりに入れられ、鎖に繫つながれ、その金持ちの元へと輸送されるテンコ。

　その時、彼女には絶望しかなかった。祖国を失い、同胞を失い、家族を失い、そして、自由すら失った。身に刻まれた【隷属刻印】のため、舌を嚙かんで自殺すらできない。

　自分はこれから、ありとあらゆる尊厳を剝奪され、この世界でもっとも惨みじめな存在へと成り果てる……そんな我が身の不幸に、最も早はや、泣き叫ぶ気力もない。

　だが、檻の隅で絶望に沈むそんなテンコを救ったのが──アルヴィンの父、キャルバニア王国の先王アールドであった。

　同盟国だった天華月国の生き残りを一人でも救済しようと、病を押しながら、王自ら陣頭に立ち、違法な奴隷取引をした者を、片端から摘発していたのだ。

　奴隷商達を斬り伏せ、テンコを救出した王は、テンコを抱きしめ、泣きながら言った。

　──遅れてすまなかった、と。何もできずにすまなかった、と。

　──それでも、君だけでも救えて良かった、と。

　そして、王は身寄りのないテンコを、自身の家族として迎え入れ……アルマの義理の姉妹として、自分の本当の娘のように育てた。

　アルマも、そんなテンコに実の姉妹のように接してくれた。

　何もかも失い、生きる気力すらも失ったテンコは、アールド王とアルマによって救われたのだ。

　そして、そんな大恩ある王が、その死の間際、テンコにこう言い残したのだ。

　──アルマを……アルヴィンをどうか頼む、と。

　──アルマを、守ってやってくれ、傍そばに居てやってくれ、と。




（……だから、私は騎士になる……アルヴィンを……アルマを守る騎士になる……そのハズだったのに……ッ！）

　なのに──

　テンコは涙に濡ぬれた顔を上げる。

　高台から遠く見渡す先──中央広場で、アルヴィンが竜と戦っている姿を見る。

　なぜ、私は今、アルヴィンの隣にいない？

　なぜ、私は戦わず、こんな遠く離れた場所で、無様に蹲うずくまっている？

「……ぅ……あぁ……わ、私……は……」

　残酷な事実は、火を見るより明らかだった。

　身体が動かない。恐こわい。あの竜と戦うことが心底、恐ろしい。

　守りたいと思う以上に、助かりたいと思っている自分がいる。

　もう、テンコはアルヴィンの騎士である資格を失ってしまったのだ──

「ぁ、ぁあぁぁ……ぁあああああ……ッ！」

　そう悟ったテンコが、両手を地について泣き叫ぼうとした……その時だった。

「ったく、情けないなぁ、お前達は。たかが、あんなトカゲ一匹にビビって」

　ぐしゃっと。そんなテンコの頭を摑つかむ者がいた。

　テンコが頭を上げると、そこには──

「騎士は、〝その心に勇気を灯ともす〟。……恐怖に打ち勝ってこその騎士だろ？」

「シド卿きょう!?」

　不敵な笑みを浮かべて、シド卿が遠くを見据えて佇たたずんでいた。

「や、やった……シド卿が……シド卿が来てくれた……ッ！　これで……ッ！」

「シド卿なら、あんな竜なんか……ッ！」

　シドの登場に、同様に打ち拉ひしがれていたブリーツェ学級クラスの生徒達は沸き立つが……

「え？　し、シド卿……？　どうしたんですか？　その姿……？」

　シドの異様な姿に、目を瞬しばたたかせる。

　シドの姿が……薄いのだ。なんだか、幽霊のようだ。

　その全身からは、はらはらとマナの粒子が零こぼれ、どんどんとシドが希薄になっていくように……見えた。

　それに今の今まで、何かと激闘を繰り広げてきたかのように、全身ボロボロだ。
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「……遅れて悪かったな、もう大丈夫だ」

　シドは、まるでなんでもないように、そう屈託なく笑うが。

「……っ」

　その後ろで、シドと一緒にやってきたらしいイザベラが、苦悩の表情で首を振る。

　それで、生徒達は悟った。

　事情はよくわからないが……シドはもうじき、消滅してしまうのだと。

　別に不思議なことではない。元々、伝説時代の人間が現代に蘇よみがえっている時点で相当に不自然なのだ。それがあるべき自然な形に戻るだけ、ただそれだけ。

〝やっぱり駄目なのか？〟

　たちまち、絶望の色が、再び生徒達の顔に濃く浮かんでいく。

「大丈夫だって、心配すんな」

　だが、シドはそんな生徒達を安心させるように、力強く言った。

「あんな子トカゲの一匹や二匹、最後の力で速攻カタしてやるさ。だから、後のことはお前達に任せた。……じゃあな」

　そう言い残して。

　シドが、竜へ向かって駆け出そうとした……その時だった。

「ま、待ってください！　シド卿、死ぬつもりですか!?」

　テンコが叫わめいて、そんなシドを引き留める。

　駆け出しかけていたシドの足が止まる。

「なんですか、それ!?　わけわかりません！　私でもわかりますよ、今のシド卿が死にかけだってこと！　だって、マナがこんなにも薄い……ッ！　死人が蘇るって……やっぱり、何か無理があったんですよね!?」

「…………」

「それなのに……なんで戦うんですか!?　みすみす、死にに行くようなものじゃないですかっ!?」

　まるで子供のように、喚わめき散らすテンコ。

「なのに、なんで……ッ!?　逃げたっていいじゃないですか!?　何も悪くない……何も、悪くない、はず……なのに……ッ!?」

　だが──その時だった。

　何を思ったのか……シドがテンコを振り返る。

　そして、真っ直すぐテンコを見つめて言った。

「なぁ、テンコ。お前は……いや、お前達は、誰に言い訳してるんだ？　なぜ、そんな風に自分の心に噓うそを吐つく？」

　そんな、シドの指摘に、テンコが凍る。

　テンコだけではない。二人の様子を固唾を吞のんで見守っていた生徒達、全員の心にシドの言葉はグサリと刺さっていた。

　言葉にこそ出さずとも、テンコの言葉は、その場一同の本心の代弁だったのだ。

　弱いから。勝てないから。無駄死にだから。仕方ないから。

　だが、そんな弱気に囚とらわれる生徒達を見回し、シドは朗々と告げた。




「〝騎士は真実のみを語る〟」

「〝その心に勇気を灯し〟」

「〝その剣は弱きを護まもり〟」

「〝その力は善を支え〟」

「〝その怒りは──悪を滅ぼす〟」




　その詩のような言葉に、その場の誰もが聞き入り……呆然とする。

　その一節一節は、吹けば飛ぶような安っぽい理想を並べ立てた言葉の羅列だ。

　だが、聞く者の胸の内に、不思議な熱を力強く灯す……そんな言こと霊だまであった。

「今のは……なんですか？」

「古き騎士の掟おきてだ」

　不思議そうなテンコに、シドが少し誇らしげに言った。

「騎士とはな、盲目的に王に仕える家臣でも、ただの職業軍人でもない。生き様だ。己の心と魂に噓偽りなく、正しく生きる者が騎士だ」

　そして、シドは生徒達を見回しながら、問う。

「お前達は騎士じゃないのか？　お前達の心は、アルヴィンのあの姿を見て、何も感じないのか？　お前達の魂ウィルは、何も燃え上がらないのか？　皆を救おうとする未来の若き王、その王が示した意志と覚悟を見て……何も震えないのか？」

　はっとしたようにテンコが息を吞む。

　そんなテンコを余よ所そに、シドが遠くで戦うアルヴィンを見る。

「アルヴィン……きっと、あいつは優しくて賢い〝理想の王〟となるだろう。あいつの掲げる光は、皆の心に希望を灯すだろう。

　だがな。現実はどこまでも残酷だ。いくら一人の王が尊き理想を掲げても、一人でできることは限られている。だからこそ、〝理想の王〟には〝騎士〟が要るんだ。王の理想と現実の差を埋める──それこそが騎士の役目だ」

「…………」

「さて、改めて聞くが……お前達はなんなんだ？」

　そんなシドの言葉に、テンコは。

　そして、生徒達は──




　────。




　ついに、限界がやってきた。

　そもそも、彼我の地力の差を考えれば、今までそうならなかったことの方が奇跡だ。

「ぐぅううううううう──ッ!?」

　竜の豪ごう嵐らんのように振るわれた尾の一撃が、ついにアルヴィンを捉えていた。

　無論、直撃ではない。【風の盾】ごしだ。

　だが、今までのように衝撃を受け流すことに失敗し、アルヴィンの身体からだが棒で打たれたボールのように飛んでいく。

　そして、近場の建物の壁に叩たたき付けられ、その衝撃で建物が倒壊していく。

「……ぁ……ぐ……」

　瞬時に建物が瓦が礫れきの山と化し、その上にアルヴィンが力なく、横たわっている。

　全身がバラバラに砕け散ったかのように痛い。今まで限界までウィルを燃やし、限界を超えた動きをしていた反動が、ここで猛然とやって来る。

　何かが切れてしまったのか、全身から一気に熱が抜けていく。

　最も早はや、指一本動かすことができない。戦闘不能であった。

「……ま、まだ……だ……まだ……」

　それでも、アルヴィンは震える身体に鞭むち打うち、剣を杖つえ代わりに立ち上がろうとする。

　だが、何度やっても上手うまくいかない。立ち上がろうとする都度、足から力が抜け、ずるりとその場に無様に倒れ込んでしまう。

「グルォオオオオオ──ッ！」

　そして、竜が天高く跳躍──一瞬で、アルヴィンの眼前へ着地。

　その衝撃で王都の大地が激しく上下し、為なす術すべなくアルヴィンの身体もバウンドする。

　そして、ついにアルヴィンを喰くい殺そうと、竜は天に向かって咆ほう哮こうし、その顎を開いてその大口をアルヴィンへと差し向けてきた。

　開かれた大口に、ぞろりと並ぶ剣のような牙の群れが、意識が朦もう朧ろうとするアルヴィンの視界一杯に広がり、どんどん迫って来る──迫って来る。

　竜の吐息が全身を蹂じゅう躙りんし、その鼻が曲がるような臭気に頭がおかしくなりそうだ。

　──ここまでか。

　他ひ人とごとのように迫り来る死の光景を眺めながら。

　アルヴィンは、今いま際わの際きわに、ぼんやりと物思った。

（……僕には……夢があった……）

　そう、子供の頃から、アルヴィンには密ひそかな夢があったのだ。

　いつか自分が王となった、その時。

　王家の伝承通り、憧れのシド卿が復活し、騎士として自分に仕えてくれる……傍そばに居てくれる……そんな子供じみたような夢。

　男として、一生を生きねばならない我が身が望むことができた、たった一つの夢。

（……僕は……子供の頃から、物語の中のシド卿に憧れていた……シド卿とこうして会う前から、ずっと彼に恋をしていたんだ……）

　思えば、それが自分の初恋だったのだろう。

　物語上の相手に、なんとも滑稽でおかしな話だが……それが噓偽りない自分の心だ。

　だから、その初恋の相手が、本当に王家の伝承通りに復活し、自分の前に現れた時、心が躍ったものだ。胸が破れそうなほど高鳴ったものだ。

（でも、シド卿きょうは、僕の騎士じゃなくて……アルスルの……ご先祖様の騎士だった）

　当然だ。シドがかつて、心から剣を捧ささげた相手は、聖王アルスルなのだ。

　その忠誠は、常にアルスルへ向かって然しかるべきであり、今、シドが自分を守ってくれているのは、そのアルスルへの忠義があるからに他ならない。当たり前の話だ。

（それでも……いつか、僕があなたにとって、剣を捧げるに相応ふさわしい王になれたら……その時は……）

　僕に騎士として忠誠を誓ってくれるかもしれない……そう思ったのに。

　それだけが、一人の少女として、ごく当たり前な恋も望めない自分の、たった一つの救いであり……希望だったのに。

（……でも、ここまでかぁ……）

　初恋の終わる時。

　ずっと見ていた夢の終わる時。

　自分は道半ばで終わってしまう。この竜に喰い殺されて。

　思い残すことは色々ある。自分が死んだ後、この王都はどうなってしまうのか。この国はどうなってしまうのか。仲間達はどうなってしまうのか。

　だが──何よりも心残りなのは、ついに、シドの騎士としての忠誠を得られなかったことであった。

（悔しいな……悔しいよ……）

　思わず、じわりと涙が浮かんでくる。

　でも、それでもいいではないか？　憧れの騎士が復活して、傍にいてくれた。守ってくれた……それだけでいいではないか？

　だって、本来、それだって有り得ないほどの奇跡なのだ。

　それで満足すべきではないか。

（それに……僕は……僕の王道をまっとうできた……と思う……）

　何もかもが道半ばで中ちゅう途と半はん端ぱだったけど。結局、何一つ為せなかったけど。

　今は亡なき父王だけは……あの世で褒めてくれるかもしれない。

　……アルヴィンがそんなことをぼんやり考えていると。

　いよいよ、巨大な竜の顎あぎとが、地獄の大釜のように口を開けて、そこまで迫って来た。

　今、ばくんと竜が顎を閉じれば、それだけでアルヴィンの上半身は竜の胃袋の中だ。

（……さようなら……テンコ……皆みんな……そして……シド卿……）

　さすがに、最さい期ごの瞬間。

　アルヴィンは身を固くして、目を瞑つぶる。

　だが──




「おいおい、お前の王道、まだまだ幕引きにゃ早いぜ？」




　そんな言葉と共に──衝撃音。

「ギャオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ──ッ!?」

　竜の苦痛の吠ほえ声が、王都中に響き渡る。

「えっ!?」

　アルヴィンが思わず目を開いて顔を上げると。

「……ぁ……ぁああああ……ッ!?」

　そこには、今のアルヴィンが、誰よりも会いたかった騎士の姿があった。

　シドだ。ぼやける視界の中に、シドがいる。

　シドが横合いから、竜の頭部を殴りつけ、その衝撃で仰のけ反らせたのだ。

　竜はそのあまりもの衝撃に、頭部を振りながら、一歩、また一歩と後退していく。

「し、シド卿……どうして……ここへ……ッ!?」

「俺だけじゃないぜ？」

　シドがニヤリと笑うと。

「アルヴィイイイイイイン！」

　その時、竜の周囲に複数の気配が上がった。

「いいいいいいやぁああああああああああ──ッ！」

　テンコだ。

　横合いから果敢に跳躍し、裂れっ帛ぱくの気迫が乗った炎刀を、竜の右みぎ眼めへと突き入れる。

　眼球に、刀の鋭い切っ先が突き立ち──

「グルァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア──ッ!?」

　竜はその激痛にますます、滅め茶ちゃ苦く茶ちゃに手足を振り回して暴れ始めた。

　そこを──

「うぉおおおおおおおおお──ッ！」

「はぁあああ──ッ！」

　クリストファーが。エレインが。リネットが。セオドールが。

　学級クラスの仲間達が現れて、竜を取り囲み、四方八方から次々と決死の覚悟で斬りかかる。

　シドの初撃で竜が激しい脳のう震しん盪とうを受けて前後不覚になっていたこと。そして、テンコが竜の右眼を潰したこと。

　これらが相まって、完全に混乱状態に陥った竜は、羽虫のように攻め立ててくる生徒達をまったく捕らえることができずにいた。

「み、皆……ッ!?　どうして……？」

　そんな光景に、アルヴィンが驚きょう愕がくの声を上げる。

　そんなアルヴィンに、仲間達が口々に言葉を投げた。

「すまん、アルヴィン、遅れた……ッ！」

「本当に申し訳ございません……ッ！　我が心の弱さは恥じ入るばかりですわ！」

「わ、わわわ、私達も戦いますぅ……ッ！」

「ああ、確かに、騎士を目指す者が……こんなことで、引っ込んでいられるかッ！」

　皆、口々にそう言い、たたらを踏む竜を、必死に攻め立てている。

　のたうち暴れ回る竜の手足に、うっかり触れれば即死──そんな状況で、皆、恐怖で真っ青ではあったが、勇気を振り絞って戦っている。

「アルヴィン！　私も……ッ！」

　テンコも涙を目尻に浮かべ、怒ど濤とうの連続攻撃を仕掛けながら、叫んだ。

「私にもうそんな資格はないかもですけどッ！　私もあなたの騎士でいさせてくださいッ！　今は、弱くて、ちっぽけだけどッ！　でも……いつか、シド卿みたいな立派な騎士になりますから……ッ！　だから……ッ！」

　そんなテンコ達が決死の奮戦をする姿に。

「……皆、ありがとう……」

　アルヴィンは、胸が一杯になるような思いで言葉に詰まるのであった。

「さて……お前も、よく頑張ったな、アルヴィン。偉いぞ」

　そして、シドがアルヴィンへと言葉を放つ。

「俺も、最後の仕事に行ってくる」

「さ、最後……？」

「ああ、短い間だったが、二度目の生も悪くなかった」

　その時、アルヴィンは初めて気付いた。

　シドの──異常に。

「シド卿……その姿……？」

「…………」

　無言で応じるシド。

　二人はしばらくの間、無言だったが。

　やがて、アルヴィンも、やはり何かを悟ってしまっていた。

「そっか……そうだよね……」

　アルヴィンが哀かなしそうに目を伏せる。

「本当は……僕、わかってたんだよ……死んだ人が本当の意味で蘇よみがえるわけがない……そんなの、どんな奇跡の魔法を使っても、有り得ないことだって……」

「……そうだな……」

「シド卿……もう消えちゃうんだ……」

「ああ」

「せっかく、会えたのに……嫌だ……こんなの……こんなのって……」

　ぽた、ぽた、と。

　項うな垂だれるアルヴィンの瞳から、熱い大粒の涙が零こぼれ落ちては地面を濡ぬらしていく。

　そんなアルヴィンの様子を見下ろしていたシドは──

「さて……改めて、先のお前の戦いについてだが……やっぱり、お前は王失格だ」

　そんな厳しい言葉を投げかけていた。

「王が単騎突撃してどうする？　国ってのは王がやられたら、お終しまいなんだ。だから、お前は他の何を犠牲にしてでも、逃げ延びるべきだった」

　だが、そんな厳しい言葉とは裏腹に、シドは穏やかに微ほほ笑えんでいて。

「だが──気に入った」

「え？」

「お前の王道、しかと見た。……ああ、お前はアルスルに勝るとも劣らない、俺が仕えるに値する王だ」

「し、シド卿……？」

　戸惑うアルヴィンの前で、シドが跪ひざまずき、胸に手を当てる。

　そして、シドはアルヴィンへ朗々と宣誓した。

「今までの無礼な言動をお許しください。そして、願わくは──この俺を、あなたに仕える騎士の末席に、俺の剣をあなたに捧ぐことをお許しください。これより、我が剣、我が魂、全てあなたのもの。

　そして、どうか、この私めに最後の命を。間もなく、あなたを置いてあの世へ旅立つ不ふ甲が斐いなき我が身ですが……あなたの最後の命を、このシド゠ブリーツェの名にかけ、全身全霊をもって果たすことを誓いましょう、我が主君」

「そ、それって……」

　そんなシドの言葉に、アルヴィンはしばらくの間、呆ぼう然ぜんとして。

[image: ]

　アルヴィンは笑った。

　溢あふれる涙を拭いながら、それでも精一杯笑った。

「僕……あなたに会えて、本当に良かった……あなたという騎士の王になれて……本当に良かった……ッ！　ありがとう、シド卿きょう……僕の騎士……」

　アルヴィンがそう応じた……その時だった。




　どくん。




「!?」

　アルヴィンとシドの身体からだが、同時に共鳴していた。

「……え？　何これ……どういう……こと？　熱……ッ!?」

「なんだこりゃ？」

　アルヴィンとシドが、右手に灼しゃく熱ねつの感覚を覚える。

　何事かと二人が手を見れば──

「──ッ!?」

　シドを転生召喚した時に手に刻まれた剣の紋章が、熱く光り輝いていた。

　そして、紋章の形が変化する。剣に王冠の意匠が、新たに重なっていく。

　アルヴィンから大量のマナが、光の粒子となって立ち上っていく。

「え!?　い、一体、何が起きて……ッ!?」

「これは……」

　見れば、それはシドも同じだった。

　シドの手に刻まれた剣の紋章も、同じように輝き、形が変容している。

　そして──

「し、シド卿……ッ!?　その姿……ッ！」

　シドの姿に異変が生じていた。

　アルヴィンから立ち上ったマナが、シドへと降り注いでいく。流れ込んでいく。

　今にも消え逝ゆきそうだったシドの姿が、元に戻っていく。

　枯こ渇かつしていたマナが補充され、シドが元の力を取り戻していく──

「い、一体、何が起きて……？」

　そして。

　果たしてそれは、一体、誰の記憶なのか？

　アルヴィンとシド、二人の脳裏を、とある見覚えのない映像が、聞き覚えのない言葉が走そう馬ま燈とうのように浮かび上がる──




　────。




『それは、王と騎士の絆きずなの紋章です』

『王が真なる信を騎士へ、騎士が真なる忠を王へ抱いた時、その紋章は真の力を発揮するでしょう──あなたは真の意味で蘇るのです』




　────。




「…………」

　呆ほうけるアルヴィンを尻目に、シドは自分の手を握ったり開いたりしている。

　しばらくの間、シドは何かを考え込むようにそれを繰り返していたが。

　やがて。

「なるほど、そういうことか、アルスル」

　何か合点がいったようにそう呟つぶやいて、アルヴィンへ向き直った。

「アルヴィン、もう恐れることは何もない」

「シド卿？」

「前言撤回、あの世逝きはしばらくナシだ。お前には俺がいる。今の俺は、お前の忠実なる騎士。お前の期待に必ずや応えてやろう。お前の歩む王道を、俺が敷いてやる。さぁ、下せ。俺がお前の騎士となって、最初の王命を」

　アルヴィンはそんなシドの宣言に、言葉を失っていたが。

　やがて、徐々にシドの言葉を理解するにつれて。

　身体を震わせ……嬉うれしそうに表情を綻ばせ、言った。

「光栄です。卿の忠誠を得られたこと……誇りに思います。どうか、僕に力を貸してください！　皆を守って！　この国を守って！　我が騎士、シド卿……ッ！」

「……御意だ、我が主君」

　涙混じりにそう言うアルヴィンへ、シドがにやりと笑って応じて。

　今、ここに新たな主従が誕生した、その途端。

　シドが天高く跳躍し、竜へ飛びかかっていくのであった──




　────。




　竜と必死に戦っていたテンコ達は、その時、目を剝むくしかなかった。

　不意に、空から幾条の稲妻が轟ごう音おんと共に降って来て、竜の全身を刺し穿うがったのだ。

　視界が、爆はぜる極光で、白と黒に激しく明滅して。

「ぉおおおおおおおおお──ッ！」

　そして、稲妻と共に天より舞い降りてきたシドが、竜の脳天に右拳を叩たたき入れた。




　ぐるぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ!?




　途端、苦く悶もんの咆ほう哮こうが上がり、竜は後ろ立ちとなって堪たまらず仰のけ反るのであった。

「ら、落雷!?　今のは一体!?」

　目を瞬しばたたかせるテンコ達の前に。

「……ったく。やればできるじゃないか、お前達」

　シドが、足音軽く着地する。

「とはいえ、あのクラスの妖魔はまだお前達には荷が勝ちすぎる。後は俺に任せろ」

「シド卿!?　か、身体は大丈夫なんですか!?」

「ああ、大丈夫だ。アルヴィンのおかげでな」

　どういうことかわからない生徒達は、首を傾かしげるしかない。

「さて……今までは自分の存在を大幅に擦り削っちまうせいで、封印してたが……見せてやるよ。伝説時代の魔法を。……魔法騎士の戦いをな」

「ま、魔法騎士……？　な、なんですか、それ……？」

　シド達がそんなやりとりをしている間に、体勢を立て直した竜が、怒り狂ってシドへ向かって猛突進してくる。

　大地を揺るがし、全てを圧殺倒壊せんと、猛然たる質量をもって突進してくる。

「ひ──ッ!?」

　テンコ達はそんな竜の姿に、思わず身を竦すくめるが……

　シドが矢継ぎ早に、なんらかの古妖精語を唱えていく。

　その瞬間。

　バチィ！　シドの足下から紫電が発生し、竜の周囲空間一帯に、無数の稲妻の線が瞬時に、縦横無尽に引かれたのだ。

　それはまるで、稲妻の線で作られた蜘く蛛もの巣、あるいは鳥籠だ。

　そして、さらに次の瞬間。

　シドの姿が、ふっと消えて。

　その稲妻の蜘蛛の巣に沿って──猛烈な閃せん光こうが迸ほとばしった。

「な──ッ!?」

　テンコがさらに目を剝むく。

　なんと、瞬きする間もなく、竜の全身が深く斬り刻まれていたのだ。

「ギャオオオオオオオオオオオオオオ──ッ！」

　一瞬にて、十数太刀もの深い刃にん傷じょうを刻まれた竜が、苦悶にのたうち回る。

　そして、いつの間にそこに居たのだろうか？

「……【迅じん雷らい脚きゃく】」

　つい、半瞬前までテンコ達の傍かたわらに居たはずのシドが。

　半開きの右手を振り抜いた格好で、のたうつ竜の向こう側で残心している。

　生徒達の誰もが、今の一瞬、一体、何が起きたのか理解できない。

　それも当然だ。

　今、シドは、空間に紫電をもって線路を引き、その線路上を滑るように超高速移動し、その雷の線路上から竜を一瞬で斬り刻んだのだ……文字通りの雷速で。

　稲妻の速度を目で追える人間など──この世に存在しない。

「ゴォオオオオオオオオオオオオ──ッ！」

　竜が憤ふん怒ぬに燃えた目でシドを睨にらみつけ、その背に炎を浴びせかけようとして──

　紫電が、走る。

　今度の稲妻の線路は、竜の頭上を飛び越えるような軌跡で二本。

　刹那、シドの身体が稲妻の軌跡をなぞるように、雷速で空を翔かける。

　どばっ！

　炎を吐こうとしていた竜の下顎が斬り飛ばされ、竜がさらなる苦悶を上げて──

「よっと。ただいま」

　ざっ！

　シドが、瞬時にテンコ達の元へと戻って来ていた。

「な、なんですか、それ……妖精魔法……？　でも、あなたは妖精剣を……」

「あのな、言っただろう？　〝万物に妖精は宿る〟と。目をこらせば、耳をすませば、妖精達はどこにでもいるんだ。魔法が半人半妖精ニミュエの専売特許だと、妖精剣がなければ人が魔法を使えないなどと……一体、誰が決めた？」

　再び、シドの足下から、竜の周辺一帯に、稲妻の線が縦横無尽に引かれる。

　そして、その刹那、閃光が世界を切り裂いて走る。

　その閃光の正体は、やはり稲妻と一体化したシドだ。

　シドが雷の線路に沿って、竜の周囲を縦横無尽に駆け抜け──その半開きの右手と左手で、滅多斬りに斬り付けていく。

　翻ひるがえる閃光と共に、竜の尾が斬り飛ばされ、右の前足が切断される。

　まるで紙のように斬り裂かれる、竜の鱗うろこ。

　最も早はや、竜はシドの動きをその目に捕らえることすらできず──ただただ、一方的な蹂じゅう躙りんが竜を滅め茶ちゃ苦く茶ちゃにしていくのであった。

　それはまさに、天空に荒ぶる稲妻そのものが、竜に怒りの天てん誅ちゅうを下しているかのような……そんな光景であった。

「凄すごい……」

　テンコ達が、目の前で展開されている光景に啞あ然ぜんとしていると。

「テンコ……」

　その時、ようやく追いついてきたらしいアルヴィンが、ふらふらとテンコの傍らへとやってくる。

「あ、アルヴィン……大丈夫ですか!?」

　テンコがアルヴィンに駆け寄り、肩を貸す。

「僕は……大丈夫……それよりも……」

　そして、アルヴィンはシドの戦いを遠い目で見つめていた。

「グォオオオオオオオオオオオオオオ──ッ！」

　竜も絶対上位種の意地を見せて、シドへなんとか喰くらい付こうとする。

　だが、その足下をジグザグと稲妻の線路が引かれ。

　刹那、雷光と化したシドが、竜の足下をジグザグと神速で抜ける。

「【迅雷脚】」

「ギャオオオオオオオオァアアアアアアアアアアア──ッ!?」

　その抜け様に放たれた、シドの斬撃が。

　半開きの右手から放たれた、無双の斬撃が。

　竜の脚部を、腹部を、胸部を、滅茶苦茶に刻む。

　竜の全身に落雷を受けたような衝撃が走り、ばっ！　と血華が咲いた。

　そして、間髪容いれず、竜の背中の上を、かするように稲妻の線が走り──

　そこを雷速で駆け抜けるシドが、竜の背中を深く刻む。

　シドの打ち込み、踏み込みの速度と威力は、さらに際限なく上がっていく──




　────。




　一人の騎士が、竜と激しく戦っていた。

　想像を絶する領域で、竜をただひたすらに圧倒していた。

　虚空を、地面を、自在に走る、無数の雷線。

　そこを稲妻の速度で駆けるシドの姿。

　シドが一陣の閃光と化し、その腕が放つ斬撃が竜を容赦なく刻む。

　そんな峻しゅん烈れつにて華麗、荘そう厳ごんなる光景が、惜しみなく展開されていく。

　それは、まさしく伝説時代の騎士の戦いの再来だ。

　伝説絵画をそのまま現実にしたかのような、騎士と竜の戦い。

　騎士物語では、定番と言って良いほどのお約束の展開。

　だが──実際にそれを目まの当たりにした時の迫力と神こう々ごうしさ、勇壮さは──物語で語られるスケールを遥はるかに凌りょう駕がしていた。

　誰もが、シドの戦いを無言で刮かつ目もくしていた。

　その場に居合わせた、ブリーツェ学級クラスの生徒達も。

　遠くで戦いを見守っていた、他学級クラスの生徒達や妖精騎士達も。

　避難場所から、固唾を吞のんで動向を見守っていた民衆達も。




　そして──




「…………」

「…………」

　シドの戦いを最も近くで見守っていたアルヴィンとテンコも。

　ただ、黙って見つめるしかない。

　呆ほうけたように、心奪われたように、見守るしかない。

　それほどまでに、シドの戦いは、剣舞は美しかったのだ──

「こ、これが……本当のシド卿きょう……？」

　あまりにも次元の違うシドの戦いに、テンコはうっとりと夢見心地であった。

「……私も……あんな凄い騎士になりたい……」

　ぼろぼろと涙を零こぼしながら見守っている。

　それは最早、対抗心や嫉妬の悔し涙ではない、感動の涙だ。

　そんなテンコへ、アルヴィンが言った。

「ねぇ、テンコ……知ってる？」

「何が……ですか？」

「シド卿にはね……《野蛮人》の他に、もう一つ、二つ名があるの。今はもう、誰も知らない……時の流れと共に失われてしまった、真の二つ名が……」

「それは……？」

　テンコの問いに、アルヴィンは言った。

「《閃光の騎士》サー・シド・ザ・シド卿ブリーツェ」

　シドの二つ名──その意味。

　なぜ、シドがそう呼ばれていたのか。

　アルヴィンはその由来を、今、初めて真に理解したのであった──




　──そして。

　長いようで短かったその戦いは、ついに終わりの時を迎える。

「さすがだな、竜。自然界の絶対上位種」

　シドが地へ引く稲妻と共に高速移動しながら、不敵に言った。

「これだけ斬り付けても、その戦闘ポテンシャルがまったく落ちてない……見事だ」
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　それどころか。

　次第に稲妻の動きをするシドに慣れてきたのか。

　段々と、竜はシドの動きに喰らい付いて来るようになってきている。

　この調子ならば、そのうち、シドを捕らえ、喰らい付くかもしれない。

　だが──

「……終わりにしよう」

　そんな竜を見据え、シドは冷静に腰を落とし、ぼそりと呟つぶやいた。

　その瞬間。

　いつものように、竜の足下に稲妻の線が果てまで延々と引かれ──

　さらに、竜の全身──頭部から尻尾の先までにかけて、稲妻の線が引かれる。

　そして、シドの右手に凄すさまじいほどの稲妻が漲みなぎり始めた。

　バチバチと猛烈な光量をもって、シドの右手で雷が爆はぜ、辺りを真っ白なまでに染め上げていく。

　そして、その時。

　竜も再び、王都中を震しん撼かんさせるような咆ほう哮こうを上げ──シドに向かって突進してくる。

　恐らくは、支配者の誇りをかけた突進なのだろう。

　その突進は誰も止められない。あらゆるものを蹂躙し、踏み潰してやる……竜のそんな絶殺の意志が漲る突進だ。

　まるで大壁のような圧倒的質量の竜の突進を、シドは正面に真っ直すぐ見据え──

　──そして、動いた。

　一条の雷光と化して、シドが地に引かれた雷線を雷速でなぞる。

　竜へ肉薄すると同時に、竜の身体からだに引かれた雷線に沿って、稲妻漲るシドの右手が、竜の身体を雷速で斬り裂いた。

　雷速の踏み込みに乗せた、雷速の斬撃。

　それはもう、雷速を超えた神速、絶対不可避の魔剣に他ならない。

　地に引かれた稲妻の線はまるで楽譜、その動きは天を駆け流れる詩のよう。

　ゆえに──

「──【天曲】」

　耳をつんざいて千里を走る落雷のような音と共に。

　シドが──竜を通り抜けた。

　竜の背後で、ぴたりと右手を伸ばして残心している。

　それと同時に、竜もその巨きょ軀くをぴたりと止めていた。

「…………」

　しばらくの間。

　誰もが固唾を吞んで見守る中、両者は沈黙を保ち続ける。

　だが。

　やがて……

　ずっ！　竜の身体が……真ん中から左右にズレる。

　頭部から尾の先まで引かれた線に沿って、竜の身体が真っ二つに分かたれていく。

　二つの肉塊となった竜の身体は……そのまま、地面をその重量で激しく叩たたくと同時に、大量の黒い霧と化して、あっという間に消滅していくのであった。

「……いい死合いだった」

　シドが右手を振って、手についた黒い霧化する血を払う。

　まるで剣を鞘さやに収めるかのように、半開きの右手を、ゆっくりと握りしめていく。

「竜よ。我が剣が斬り開く、我が主君の道の礎いしずえとなりて……安らかに眠れ」

　最後に、そうボソリと告げて。

　シドは小さく祈りを捧ささげるのであった。

「…………」

「…………」

　アルヴィンも、テンコも、生徒達も、民衆達も。

　しばらくの間、呆けたようにその光景を見つめていたが。

　やがて。

　徐々に止まっていた時間が、動き出して。

　そして──




　ォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！




　王都中が大歓声に包まれる。

　国の存亡をかけた戦いが、ついに終わりを告げたのであった──











終章　新たなる伝説の幕開け









『昔、昔、あるところに。シド卿という騎士がいました』

　──それは。

　私が幼い頃、ことあるごとに、父から聞かされた英雄譚たん。

『時は大陸が麻のように乱れる戦乱の時代。人々のため、平和のために、その身を投げ出して戦った、聖王アルスル』

『シド卿は、いつもそんな聖王アルスルと共に在り、聖王のために戦っていました』

『聖王のためならば、万の敵軍と戦い』

『聖王に危機迫れば、その命を投げ出して守る』

『かの騎士は誠実で、勇猛果敢』

『弱きを守る優しさと、善なる者の側に立つ高潔さを持ち、悪を憎む熱き魂を持つ』

『かの騎士の武功と功績は枚挙に暇いとまがなく──』

　父の口から語られる物語の中のシド卿は、まさに騎士の中の騎士で。

　私はいつだって、父が語る物語を、目をきらきらさせて聞いていたものだ──

『──以上の冒険を経て』

『かの騎士は、《閃光の騎士》サー・シド・ザ・シド卿ブリーツェと讃たたえられるようになったとさ』

　だけど、その日は。

『……どうしたんだい？　アルマ』

『ああ、ひょっとして、飽きちゃったかな？』

『ははは、小さな頃から何度も何度も聞かせているからなぁ』

　私が顔を曇らせているのを見て、父は苦笑しながら私の頭を撫なでた。

　──ううん、そんなことない。

　私は首を振る。

　私は、父が語るシド卿の物語が大好きだった。

　何度聞いても飽きない。飽きるはずもない。

　ただ──この日は、嫌なことを聞いてしまったのだ。

『……《野蛮人》シド卿？』

　そう。

　私は知ってしまったのだ。

　父が語るシド卿きょうの物語と、皆が知っているシド卿の物語。

　それに天と地ほどの差があることを。大きく食い違っていることを。

　皆が知っているシド卿は、野蛮で、残酷で、とっても悪い騎士。

　私の大好きなシド卿が、本当はそんな人物だったのかもしれないと思うと。

　私は哀かなしくて、哀しくて仕方ないのであった。

　すると、父はやはり哀しげな表情で、私の頭を撫でてこう言った。

『アルマはどっちが本当だと思う？　父さんが語るシド卿と、皆が語るシド卿』

　私は迷わず、答えた。

　──お父さんの語るシド卿だ、と。

『……ああ、よかった』

　すると、父は心底安あん堵どしたように、微ほほ笑えんだのだ。

『それでいいんだ、アルマ。それでいい……』

　父の安堵の意味は、私にはよくわからなかった。

『そうだよ、アルマ。シド卿の物語は……私達だけは……聖王アルスルの系譜、キャルバニア王家の人間である私達だけは……正しく語り継がなければならない』

『たとえ、世間でどれだけシド卿が悪あし様に言われても』

『私達だけは、シド卿に敬意を払わなければならない』

『そうしなければ……いけないんだ……』

　──それは一体、どういうことなの？

　私が聞いても、父は多くを語らない。

　代わりに、父はいつも私の頭を撫でてこう言った。

『いつの日か……アルマか、あるいはアルマの子供か、あるいはもっと先の子孫か』

『私達の一族に、大いなる災いが降り掛かってくる』

『でもね、恐れることはないよ』

『私達には、騎士がついている』

『死して尚なお、私達を守ることを約束してくれた、騎士の中の騎士がいる』

『そう、シド卿が、私達にはついている──』

　そんな父の言葉に。

　私の胸はいつだって、どきんと高鳴る。

　ああ、もし、あのシド卿が、私の騎士になってくれたら。

　それは、どんなに素敵なことだろうか──

『じゃあ、アルマは立派な王様にならないとな……』

　父は死病を患わずらい、母は先立ち、もう子供を作れる状態ではなかった。

　女の私を王にする……それがどんなに残酷で身勝手なことか、父はそれを理解して。

　己の不ふ甲が斐いなさの全てを嚙かみしめて。

　それでも、茨の道を行かざるを得ない私のことを思って。

『立派な王になれば……きっと、シド卿が助けてくれるよ』

　私の頭を撫でながら、そう言った。

　だから、私は誓ったのだ。

　──うん、なるよ。なる。

　──私、立派な王になる。

　──もし、私がシド卿と出会えたら。

　──シド卿が、私の騎士になってくれるように。

　──シド卿が、騎士として仕えたいと思えるような立派な王様に。

　──私は、きっと、なるから──




　────。




「ほらほら、走れ。死ぬ気で走れ」

「「「「ぉああああああああああああああああああああああああ──っ！」」」」

　キャルバニア城の訓練場にて。

　今日も今日とて、ブリーツェ学級クラスの生徒達の叫びが響き渡っていた。

　生徒達は一様に、重たい全身鎧よろいを着込み、走り込みをやっている。

　シドはそんな生徒達を訓練場の端で、悠然と眺めていた。

「ふむ？」

　今日から、生徒達には足に鎖で鉄球を付けて走らせることにしていた。

　生徒達は鉄球を引きずりながら、走っている。

　生徒達はきっと、これまで以上の地獄の苦行を味わっていることだろう。

　だが──

　もう誰一人、不平不満を漏らす者はいない。

　アルヴィン、テンコ、エレイン、クリストファー、リネット、セオドール……走る疲労と苦痛で表情を歪ゆがめてはいるものの、その目は真剣そのものだ。

　皆、その顔には、どこか凜りんとした覇気が漲みなぎっている。

　どうやら先の戦いを通して、生徒達の中で何かが変わり始めたようであった。

「……ふむ、一皮剝むけたかな？」

　シドが走る生徒達を流し見ながら、そんなことを呟つぶやく。

　無論、真の騎士になるためには、まだまだこれから鍛え上げなければならないこと、学ばなければならないことが山ほどある。

　剣も、心も、魂も。騎士に至る道は、まだまだ遠く険しい。

　だが、それでも。

　先の戦いの経験が、何かの切っ掛けになるならば。

　その呆あきれるほどに高く長い行程の第一歩となるならば。

　あの戦いには、きっと意味があったのだろう。

「まぁ、面倒を見てやるさ。俺は教官だからな──」




　先の王都事変の後。

　しばらくの間、王国上層部は様々な事後処理にてんやわんやであった。

　各戦後処理、各騎士団の再編、破壊された王都の再建、住すみ処かを奪われた民の補償、北の魔国の動向の再調査……やるべきことは山とあった。

　特に、キャルバニア王立妖精騎士学校の中に、オープス暗黒教団の大魔女が、魔法によって潜り込んでいたという事実は、上層部に大きな衝撃を与えた。

　三大公爵家派の中には、この事態を引き合いに、王家の統治者としての能力に対する疑問を掲げ、王家に対する民の印象や世論を操作しようとする動きもあったが……民の殆ほとんどがそれを一笑に付した。

　戦後、王家の政務名代イザベラが、完璧な政治手腕で、瞬またたく間に民に対する補償をやってのけたし、なにより、彼らは見ていたのだ。

　国の次代を担になう若き王子──アルヴィンが、その命を賭として、仲間達と共に竜と立ち向かうその勇姿を。

　そして、そんな王子に付き従う一人の伝説時代の騎士の戦いを。

　彼らこそ、王の中の王であり、騎士の中の騎士……誰もがそう讃え、三大公爵家の思惑は完全に外されてしまう。

　そもそも、北のファボーム平原での戦果争いも、シド一人に大敗し、今回の件で三大公爵家は、王家に対し最も早はやぐうの音も出ないのであった。

　そして──




「はぁー……っ！　はぁー……っ！　はぁー……っ！」

　ようやく本日の走り込みを終えて。

　アルヴィン達が訓練場の片隅で鎧を脱ぎ捨て、ぐったりとへたり込んでいると。

「よく頑張ったな、お疲れさん」

　ぱさっ！　と。アルヴィンの頭にタオルがかけられる。

　見上げれば、傍かたわらにシドが立っていた。

「あ、ありがとうございます……」

　へたり込むアルヴィンが、玉のような汗を浮かべた顔を上げ、にこっと笑った。

「皆、最近はよく頑張ってるじゃないか。俺が見始めた最初の頃は、こんな貧弱さでよく騎士なぞ目指しているなと呆れたものだが、段々逞たくましくなってるよ」

　シドが周囲の生徒達を見回しながらそう言った。

「皆……僕も含めてですけど、自分の未熟さを痛感しましたから。皆、少しでもシド卿の背中に追いつこうと必死なんですよ」

「そうか。まぁ、良い傾向だ。頑張れ」

「あはは、はい……」

「じゃあ、明日から鉄球をもう一つ追加しようか」

「そ、それは……お手柔らかにお願いしますね」

　じゃらりとシドが新たな鎖付き鉄球を取り出し、アルヴィンが苦笑いする。

　そして、アルヴィンは、シドをじっと熱っぽい視線で見つめる。

　その視線に気付いたシドが、ふっと笑いながら言った。

「どうした？　アルヴィン。これからさらなる地獄の特訓が始まるというのに、随分とまぁ、ご機嫌そうじゃないか」

「え？　そ、それは……」

　すると、アルヴィンはどこか気恥ずかしそうに目を伏せ、ぼそりと言った。

「シド卿がこうして、僕達の傍そばにいてくれることが嬉うれしいんです……」

「…………」

「あの戦いの後……シド卿が消えなくて、本当に良かった」

　アルヴィンが心底安堵したように呟くと、シドは自分の右手の甲を見た。

　剣の紋章が浮かんでいるその手の甲を。

「……どうやらこれがアルスルの意思らしい」

「御先祖様の意思……？」

「だが、真の意味でこの世界に俺を繫つなぎ止めたのは、お前だ、アルヴィン」

　シドは、アルヴィンを真っ直すぐ見つめ返してくる。

「お前は、王たる覚悟と資格を示した。ならば、俺が剣を捧ささげるのは当然のことだ」

「そ、そんな……僕なんて、まだ……」

　アルヴィンが慌てて、謙遜しようとするが。

「ああ、そうだな。お前なんか、王としてはまだまだ、だ」

　シドは穏やかな笑みを浮かべながら、バッサリと切って捨てる。

「まったく……お前は御先祖……アルスルのやつにそっくりだ。言うことばかり立派なくせに、どこか甘ちゃんで、抜けてて、危なっかしい」

「……ぅ……それは……」

「だが、やつのそんなところに、俺は惹ひかれていた。まぁ、当分の間は、お前を傍で見ててやるさ。俺は……お前の騎士だからな」

　少し凹へこむアルヴィンへ、シドは、にっと笑った。

　すると。

　しばらくの間、アルヴィンは目を瞬しばたたかせて、

「あははっ、よろしくお願いします」

　口元を綻ばせ、シドと共に微ほほ笑えみ合うのであった。

「ねぇ、シド卿きょう」

「なんだ？」

「ありがとう。僕の騎士になってくれて」

　そう言って、アルヴィンは少し身を乗り出して、シドを見つめた。

　アルヴィンはなんだか頰が熱くなる感触を覚えるが、そんなものはどうでもいい。

　ただ、伝えたいことがあったのだ。

「僕……本当に嬉しいよ……本当にありがとう……」

「礼はいらん。俺がそうしたいと思ったから、そうしただけだ」

「それでも、嬉しいんです……だって、こんな日を、この時を、僕はずっと……ずっと、夢見ていたんだ……小さい頃から、ずっと……」

「……アルヴィン？」

　二人の間に、沈黙が流れる。

　それは決して気まずい沈黙ではない。

　心から安らぐような、とても穏やかで優しい沈黙であった。

「僕は……僕は小さい頃から、ずっと、あなたのことが──……」

　そして、アルヴィンが何かを言いかけた──その時だった。




　ずいっ！




「て、テンコ!?」

「…………」

　テンコが、無言でアルヴィンとシドの間に入ってきたのだ。

「いきなりどうしたの？」

「……む〜……」

　慌てるアルヴィンを尻目に、テンコはしばらくの間、どこか不機嫌そうに、頰をぷっくーと膨らませながら黙っていて。

　やがて、諦めたように息を吐いて、ぼそぼそと呟き始めた。

「……その、シド卿……」

「なんだ？」

「ええと……その……あれです……先の王都の事変以来、ずっと言いそびれてきましたが……あなたに伝えたいことがあるんです」

「……？」

　らしからぬテンコの態度に、シドが首を傾かしげていると。

「その……今まで無礼なことばかり言って、申し訳ありませんでしたっ！」

　テンコは、しゅんと耳を伏せ、尻尾を垂らして、ペコと頭を下げていた。

「ん？　別に気にもしちゃいないが、いまさらどうした？」

「……あなたは……その《野蛮人》なんてとんでもない……あなたこそ、騎士でした……私達の誰よりも……この世界の誰よりも……騎士の中の騎士でした……」

　そして、テンコは顔を上げると縋すがるようにシドの手を取り、真っ直ぐ見上げる。

「私は……あなたのような騎士になりたいです！　誰かを守れる強さ……騎士としての心の強さ……私も欲しい。だから──どうか、教えてください！」

「…………」

「伝説時代を生きた先達の騎士として、未熟なこの私のご指導ご鞭べん撻たつのほど、どうかよろしくお願いします！　師匠！」

　そんな風に必死に訴えかけてくるテンコに。

　シドはしばらくの間、目をぱちくりさせていたが。

　やがて。

「……ああ、いいぞ。任せろ、弟子」

　シドが朗らかにそう返す。

「言っておくが、俺は厳しいぞ？　全力でついてくるんだな」

「し、師匠……ッ！　や、やったぁ……っ！」

　すると、テンコは、ぱぁっと頰を綻ばせ、ピンと耳を立て、尻尾をパタパタ振り始めるのであった。

「じゃ、じゃあ、師匠！　今日から、師匠の身の回りの世話は全部、私に任せてくださいっ！　弟子ですから、そのくらい当然ですよねっ!?　あ、後は……っ！」

　テンコが浮かれたように、自分の弟子としての振る舞いを提案していく。

　だが、そんなテンコの様子を見たアルヴィンは……

「ちょ、ちょっと、テンコ!?　あの……言っておくけど、シド卿は、僕の騎士なんだからねっ!?」

　ぷくうと頰を膨らませて抗議するのであった。

「……で、でも、シド卿は、私の師匠でもありますしっ!?」

「んな……ッ!?」

「アルヴィンのことは親友と思っていますし、大事に思っていますけど……こればっかりは負けませんからねっ!?」

「えっ!?　えええええっ!?　な、何を言ってるのさ、テンコ！」

[image: ]

「えっ!?　あ、いや、その、なんでしょうか!?　あははは……」

　そして、二人はよくわからないことで大騒ぎし始めるのであった。




　そんな姦かしましい二人を尻目に──シドは空を見上げた。

　抜けるように鮮やかな青い空。

　ゆったりと流れる白い雲。

　燦さん々さんと頭上に降り注ぐ陽光。

　それらがまるで、これからのシドの歩む道を祝福しているかのように思えて。

（やれやれ。……あくまで俺に、二度目の生を生きろというのか、アルスル）

　空に向かって右手を掲げ、シドは問いかける。

　己おのが記憶の奥底に住む、懐なつかしい親友にして主君へ届くようにと。

（なぜ、俺が生き返ったのか。なぜ、俺が二度目の生を生きなければならないのか。……過去に、俺とお前の間に、一体何があったのか……）

　未いまだに何も思い出せない。

　何一つわからない。

　わからないが──

（ま、とりあえず、退屈はしなさそうだな）

　隣で大騒ぎするアルヴィンとテンコを流し見て、苦笑する。

（ああ、いいだろう。生きるさ）

　万感の思いを込めて、そう決意する。

（そして、見ていてくれ、アルスル。俺の新しい騎士道を、な──）




　そんな、とある騎士の決然とした思いが。

　遥はるか遠き空の彼方かなたへと、突き抜けていくのであった──











あとがき









　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　初めましての方は、初めまして！　『ロクでなし』や『アーサーズ』をご存じの方は、いつも贔ひい屓きにありがとうございます！

　今回、新作『古き掟おきての魔法騎士』、ついに刊行の運びとなりました！　編集並びに、出版関係の方々、どうもありがとうございます！　羊の中二病妄想世界を、勿もっ体たいないほど素敵なイラストで彩いろどってくれた、イラストレーターの遠坂あさぎさんに大感謝！




　さて、この作品を一言で言い表してしまえば、ズバリ「騎士道物語」です。

　騎士が華々しく活躍したのも、今はもう昔話。時の流れるまま、騎士の強さも理念もすっかり失われてしまった世界。

　そんな現代に蘇よみがえる伝説時代の騎士、主人公シド！　その彼が「騎士とはなんぞや？」を騎士の卵達へ問いかけ、背中で真なる騎士道を示す──熱血王道のお話です！

　そしてなにより、世のため人のために性別を偽って立派な王になろうと頑張っているヒロインを黙って守り戦う騎士！　こんなシチュ、書いてて魂ウィルが熱く燃えるに決まってるじゃないですか！　ウヒョオオオオ！

　──こほん。少し取り乱してしまいました。

　とにかく、この作品、精一杯の情熱を込めて書き上げました。

　時に編集と作品について熱く語り合い、時に編集と口汚く罵り合い、時に編集と殴り合い、時に編集からボツ喰くらって半分くらい書き直したり、時に書くのが嫌になり、時に〝ああもう！　騎士もの止やめ止め！　やっぱ海賊ものにします！〟と言って、編集に〝いい加減にしろ！〟とパワーボムを喰らい、時に編集と麻雀マージャンをし、ボコボコに負けて自信喪失して……思い返せば色々熱かった執筆の日々でした。ジンギスカンになりそうなほどに。

　この熱が少しでも読者の皆様に伝わっていただければ、作者冥みょう利りに尽きます。

　また、僕は近況・生存報告などをtwitterでやっていますので、応援メッセージや作品感想など頂けると、単純な羊は大喜びで頑張ります。ユーザー名は『@Taro_hituji』です。

　というわけで、どうかこれから色々よろしくお願いします！
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